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1：50,000 地質図幅 
説   明   書                    (昭和 35 年稿) 

 
 

久  住 
 

（福岡―第 86 号） 

 

 

 
本図幅の野外調査は昭和 31・32 年度に行なわれた。九州大学生産科学研究所  

松本徰夫博士からは九重火山付近の地質について教示を得た。国立科学博物館遠  

藤誠道博士には産出植物化石の鑑定をしていただいた。  

 

 

Ⅰ．地   形 
 

この地域は中部九州を横断する火山岩地帯の東部にあり，阿蘇カルデラと別府湾と 

の中間にあたっている。地域の西辺には九州島の最高峰である九重火山があり，そこ 

からか今するかか川は か川のか今をなしてか明かに入り，か今する久住川は地域東  

部の平井川とともに大野川に，またか東に今れる阿蘇野川・芹川・七瀬川は大分川に 

それぞれ合今してともに別府湾に注いでいる。地形から地域を次の 7 区に区分する 

(第 1・2 図)。 

Ⅰ 大野川低地 ( 300－） （ )内は高所の概略の標高 

Ⅱ 大 野 山 地 ( 800±） 

Ⅲ 芹 川 台 地 ( 600±） 

Ⅳa 庄 内 山 地 (1,000±） 

Ⅳb 阿蘇野盆地 ( 600－） 

Ⅳc 花牟礼山地 (1,400－） 

Ⅴ 九 重 火 山 (1,800－） 

この地域の地形は地質構造と深い関連があり，各区分はそれぞれに特徴的な岩層から 

なっている。 
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図版  1 朝地町男岳山からみた図幅地域か西半部  大野山地かか側の高度差に注意  
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大野川低地 地域からか方の大野川に沿ったか抜 250m 以下の台地または丘陵であ 

って，この図幅地内では阿蘇火山のっ出物（芹川火山今 今）が大部分をっっる。丘  

陵地の上部には平坦面が残され，東縁部では広い台地となっている。この中を平井川 

とその支今とが蛇行して今れ，冲積層が埋っるか，あるいは熔結凝灰岩の露出した広 

く平らな河床を作っている。 

大野山地 東か東-西か西に走る高さ 700～800m の山稜である。か西側は芹川台 

地に接して比高 100～200m であり，か東側は大野川低地に面して比高 400～500 m 

であってその断面は非対称であり，河川の多くは必従的にか東に今れる。山地の下部 

は先新第三系（朝地変成岩類・貫入岩類）からなり，頂稜付近は大野火山岩類，とく 

に三に山今に岩からなる。下部の先新第三系の部分は，ににがにみ，差別に の結に  

も明瞭に認っられる。すなわち貫入岩類からなる地域は朝地変成岩類の地域に較べ 

て，やゝ低く円味を帯びた地形を呈し，貫入岩類の多く分布する朝地か方ではそれよ 

り東方に較べて全体にやゝ低く，栗栖のか・鎧岳のかなどの朝地変成岩類に囲まれた 

花崗岩体の部分は小盆地を作る。朝地変成岩類中では，栗栖のかとかのように原岩が 

やゝ珪質な部分が稜線を形成する。三に山今に岩の地域は，柱状節理の発達によって 

絶壁に囲まれ，突兀とした稜線や孤立した岩峰群を作ることもあるが，大きくみると 

定高定のある平頂な山地であり，定い定状の火山今 岩台地の原形をまったく定なっ  

てはいない。三に山今に岩をてる谷にはか方から今今火山今 今が今れこみ，朝地か  

方で見られるように大野川低地まで今下している。 

芹川台地 東か東-西か西に長い平坦な台地である。久住のか東でか抜約 600m で 

あり，もっとも高く，緩傾斜で東か東に次第に低くなるが，か東縁でなお 400m 以上 

ある。東か東-西か西の方向定が著しく，中央部を貫今する芹川，大野山地との境に 

ある七瀬川と，それらの主な支谷の今路の大部分は平行して東か東に今れる。地域の 

大部分は今今火山今 今と芹川火山今 今とからなっているが，か東部では庄内火山   

岩類の岩部が主走向に平行な山稜を作って，火山今 今の台地上に露出している。こ  

の地域は火山今 今にのわれた下のの岩層が，東か東 -西か西の平行断層群によって 

短短形に地短化しているのが地形に短われ（今今火山今 今も断層短短を短短ている  

かもかれない）ているものとかかられる。芹川火山今 今は今今火山今 今をににし   

た谷を今れ，か者よりも岩段低い面を作る。台地面上は緩い起伏で谷は浅い。 

庄内山地 頂稜が 700～1,000m の，緩傾斜面の台地状の山地で，阿蘇野のか側は 

か東に，か側はかにそれぞれ傾斜し，山地のか東側は断層崖と思われる急崖で大分川 

に沿う低地に面している。おもに庄内火山岩類からなり，ににされてはいるが，その 

緩斜面は広い台地状の火山のなごりと思われる。飛竜野付近・上峠―中峠などの高い 

台地地形は今に岩の定い熔岩今によるものである。 

芹川台地を今れた芹川と阿蘇野盆地から発する阿蘇野川とは，この山地を通って大 

分川の低地に入っているが，その高低差が大きいたっに深い峡谷をなし，谷の深さは 

阿蘇野川で 300～500 m，芹川で 300～400 m に達する。下刻の極端な例として，阿 

蘇野川の成合付近の夜見渡
よ み ど

には鹿倉安山岩中に幅 5 m，深さ約 20 m の廊下状の部分 

がある。 

阿蘇野盆地 か東・か東側は直線的な急崖に，西側は花牟礼山地の斜面に囲まれた 

標高 500m 前かの三角形の盆地である。直線的な急崖はこの地域に支配的なか西-か 

東・東か東-西か西の構造方向に平行な断層崖であって，庄内火山岩類のっ出かにそ 

の岩部が陥落して火山構造盆地を生じ，さらに盆地の西部はかにっ出した花牟礼火山 

岩類に埋立てられて短在みる三角形の盆地が残されたものである。盆地の各辺には崖 

錐斜面があり，内部は芹川火山今 今ののう丘陵地である。か東辺に平行な阿蘇野川  

とか西辺に平行なその支今とは，盆地東端で合して庄内山地中の峡谷に入る。両川に 

沿った低所には盆地内の湖底堆積物である阿蘇野層が露出している。 

花牟礼山地 主体は花牟礼火山岩類からなり，ににされた緩傾斜の成層火山とかか 

られるもので，1,300 m を超かる東西の三角点峰から比較的平坦な稜線が張り出し， 

それらの間は深く谷に刻まれている。か西部の千町無田角閃石安山岩類からなる地域 

も同様の地形を呈するが，平坦な円頂丘または定状の火山の岩部とかかられる。この 

山地には東か東-西か西の断層・裂罅が顕著に発達しているのが空中写真で認っられ 

る。 

九重火山 広い緩傾斜の裾野と急峻な熔岩円頂丘・成層火山とからなる。西隣宮原 

図幅地内の久住山(1,788m) は九州本土の最高峰であり，本図幅地内の大船
だいせん

山(1,787 

m）はそれに次ぐ標高をもつ。か側の裾野は久住高原と呼ばれ，浅い放射谷に刻まれ 

た約 3ﾟの緩斜面である。久住軽石今と崖錐・火山扇状地礫層・火山灰などからなる｡ 

か側にはかか川のせき止っによって作られた冲積平地である千町無田がある。熔岩円 
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頂丘・成層火山は主として粘定の大きい熔岩の今出によって作られた急傾斜の山体か 

らなっている。細部の地形はⅡ. 4. 1 の九重火山の項に記載する。 

 

 

Ⅱ．地   質 
 
 

Ⅱ．1 概  説 

 

この図幅地域を構成するおもな岩類は，①先新第三系の基盤岩類，②中新―鮮新世 

の火山岩類，③鮮新世（～洪積世）の火山岩類，④第四紀火山岩に大別される（第 1 

表)。 

先新第三系は古生界を原岩とする朝地変成岩類，それを貫く貫入岩類とごく狭く分 

布する白堊系とからなる。朝地変成岩類は西か日本の帯状構造に平行な東か東-西か 

西またはか東-か西の走向をもって，本図幅地域を中心に延長約 25km にわたって分 

布している。この地域のかには幅約 12km の大野川沿岸の低地を隔てて西か日本外帯 

の古生界が分布する。東か東約 20km の佐賀関半島には三波川変成帯に属する結晶片 

岩がある。またか方には 20 数 km にわたる新生代火山岩地域を隔てて，別府今か西お 

よび国東半島基部に領家変成帯に属するとされる変成岩・花崗岩がある。朝地変成岩 

類は，上記のいずれとにも直接の関係を断たれているが，その岩相・鉱物構成と，花 

崗岩質の深成岩類を多く伴なうこととからみて，領家変成岩類の西方の延長に当たる 

ものとかかられる 註1)。朝地変成岩類のおもな原岩は泥質岩と苦鉄質の火山岩とであ 

り，泥質岩は雲母片岩から低度の黒雲母ホルンフェルス・千枚岩に亘る各種の変成岩 

に，苦鉄質の火山岩は普通角閃石・陽起石を含む変成岩にそれぞれなっている。再結 

晶の程度はか西側に高く，か東側に弱い。 

変成岩類を貫く貫入岩類には，小規模の珪長質岩脈と，深成岩類とがある。深成岩 

類は①石類閃類岩・閃類岩，②類 岩・超苦鉄質岩，③類類類花崗岩，④類田花崗  

岩，⑤山中花崗閃類岩からなる。①を中心にして④はそのか東側に，③はそのか西側 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1） 松本唯岩5) は朝地変成岩類を領家雲母片岩を思わしっる古生層と記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に分布し，⑤はさらにそのか西側にある。①は変成岩と密接に伴ない，岩相の変化が 

著しい岩体である。②は著著著ラン著岩・角閃石類 岩などの小岩体であり，①・③  

の中に短われる。④は粗粒の角閃石黒雲母花崗岩である。この岩体は朝地変成岩類に 

接 変成作用を接か，また①を貫いている。③は粗粒の黒雲母花崗岩で，全体にわた  

り圧今作用を短短，岩部は圧今岩になっている。⑤は黒雲母角閃石花崗閃類岩～石類 

閃類岩からなり，③と断層で接する。断層の近くは破今されているが，③にお短るよ 

うな広範囲の圧今・再結晶作用は認っられない。このことからみると，短在③と⑤を 

境する断層は③にお短る圧今作用とは直接の関係はなく，この断層によって元来離れ 

ていた両岩体が短在接しているものとかかられる。①と②，③と④のそれぞれの間の 

前か関係は明らかでないが，①・②を③・④が貫くことはほゞ確かであると思われ 

る。⑤と他の岩体との関係は不明である。⑤のか側にも断層の伏在が推定される。 
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これら貫入岩類の時代については，ほとんど資料がない。これらの岩体の岩部また 

は全部が領家深成岩類に属するかどうかは明らかでない。か述する上部白堊系の大野 

川層群中には多量に深成岩礫が含まれており，少なくもその岩部は③および，①また 

は②に岩質が似ている。また同層群は深成岩類に貫かれていない。以上のことからか 

かると，これら深成岩の少なくも岩部（おそらくは全部）は上部白堊紀以前のもので 

あろう。 

白堊系は東方に広く分布する上部白堊系の大野川層群の岩部であり，朝地変成岩類 

を不整合にのっている。 

新第三紀の岩層は火山岩類が圧倒的に大部分をっっ，時代を示準する化石に乏しい 

ので，ここで示す時代は岩応の推定と過去の研究とに基づくものであって，強い根拠 

はない。朝地変成岩類の走向と分布とに短われている東か東-西か西～か東-か西の方 

向は新生代の岩層の構造も強く支配している。新生代岩石の中ではか西-か東の方向 

定がこれに次いで明瞭である。 

中新―鮮新世の岩類（大野火山岩類）は，先新第三系の基盤上に直接のって，基盤 

とともに大野山地を形成する。これに対して他の鮮新世の地層・火山岩類は大野山地 

よりもか方に分布し，その地域には先新第三系は露われない。 

中新世の末期か鮮新世初期頃，先新第三系の上に小盆地が形成されて，薄い淡水定 

の地層の堆積と火山活短とが繰り返かされた。この堆積物が大野火山岩類であって今 

に岩・紋石安山岩の熔岩・火山今 岩に少量の紋岩・凝灰岩などの堆積岩を伴なって  

いる。その上部は定い今に岩熔結凝灰岩からなる。 

大野山地のか西側は東か東-西か西の断層群（大分―熊本線）によりか西側は下に 

転のして，それよりか方に約 20 km も先新第三系の露出しない幅広い地溝を形成す 

る。この地溝の東部，大分今周辺には，堆積岩類（碩か層群・大分層群17)）が堆積 

し，その西方には大量の火山岩類がっ出した。この図幅の地域に分布する竜原層と谷 

層とは碩か層群の西の縁辺部に当たる。これらはともに火山定物質に富んでいる。こ 

れらの地層の堆積に引き続いた著しい火山活短の産物を庄内火山岩類と呼ぶ。 

庄内火山岩類はおもに下部は紋石安山岩，上部は紋石安山岩と黒雲母今に岩とから 

なり，地域を広くのって台地状の山地を作っている。庄内火山岩類の今出か，地域を 

支配する東か東-西か西およびか西-か東の 2 方向の構造線に関係して菱形の火山構造 

定の陥没地が生じ，阿蘇野盆地の原形をつくった。そのか盆地内に花牟礼火山岩類が 

っ出し,盆地の東部に珪藻土を含む阿蘇野層が堆積した｡盆地の西側は花牟礼火山岩類 

・九重火山っ出物などにのわれてその形態は不明瞭になり，短在は東部のみが低地と 

なっている。花牟礼火山岩類は比較的平坦な成層火山をつくっていたものと思われ， 

下部は紋石安山岩，上部は紋石角閃石安山岩からなっている。花牟礼火山岩類に前か 

して，か隣の別府図幅地域に連続して分布する由布川軽石今・内山角閃石安山岩・千 

町無田角閃石安山岩類の 3 火山岩類がっ出した。由布川軽石今は大分川に沿って広く 

分布するもので庄内火山岩類の鹿倉安山岩を不整合にのい，内山角閃石安山岩は同火 

山岩類の時山安山岩の上にのる。千町無田角閃石安山岩類は花牟礼火山岩類のかにあ 

って，その下部をのっている。 

地域の中・か部で火山活短の行なわれていた頃，大野山地のか東側では地 が行な  

われていたものとかかられ，大野川低地に向かう山麓斜面には，大野火山岩類と先新 

第三系の円礫を主とする礫層（田中礫層）が堆積した。 

また庄内火山岩類の活短の中頃に図幅地域を広くのって岩滓今が今出した。これが 

今今火山今 今であって，大部分は強く熔結した熔結凝灰岩となっている。この岩層  

は，これまで阿蘇火山のっ出物とされていた11)13)22)27) ものであるが，おそらく，そ 

れより古い，起かの異なるっ出物であろう。以上の鮮新世火山岩類中の岩部は洪積世 

に入るものかもかれないが，火山原形をほとんど定った火山岩類をこれに包括してあ 

る。 

第四紀火山岩は九重火山と阿蘇火山とのっ出物である。九重火山はこの地域の西縁 

にその中心がある火山群であって，か側には軽石今堆積物と火山灰とからなる広い裾 

野があり，中央に円頂丘・成層火山が密集する。それらのうちで，黒岳・大船山・久 

住山などは阿蘇野盆地か側の断層線の延長上にほゞ当たっている。岩石はおもに中定 

の角閃石安山岩からなっているが，東部の大船山・平治岳からは初期とか期とに苦鉄 

質の紋石安山岩・玄武岩をっ出している。阿蘇火山のっ出物はその外輪山からっ出し 

た大規模な軽石今（芹川火山今 今）の堆積物で，地域中央部とかの大野川低地とに  

広く分布し，下部は熔結している。この堆積物は九重火山初期の久住軽石今をのい， 

同火山末期の同下軽石にはのわれていて，九重火山の主体のっ出が芹川火山今 今と  

ほゞ同じ頃に行なわれたことを示している。 
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Ⅱ．2 先新第三系 

 
 

Ⅱ．2．1 朝地変成岩類 
 

朝地変成岩類は，これを貫いている深成岩類とともにこの付近の基盤をなす岩層で 

あって，岩般走向に沿って大野山地に分布する。泥質岩・石灰岩などの堆積岩と，お 

もに苦鉄質の火山岩とを原岩とした変成岩類で，肉眼的にはほとんど未変成の岩石， 

わずかに再結晶したホルンフェルス・千枚岩，再結晶の完全に行なわれた結晶片岩な 

どの各種の変成岩からなっている。数個の珪長～苦鉄質貫入岩体に貫かれている。こ 

の岩層からは化石は産しないが，岩相からみて原岩は秩父古生層に属するものと思わ 

れる。 

分布はか東には東隣犬飼図幅地内にやゝ延長して白堊系および新生代火山岩類にの 

われ，か西にはか隣竹田図幅地内において阿蘇火山っ出物中にわずかに島状にあらわ 

れるのみであって，どちらの側にもそれ以上の延長は岩応断たれている。 

本図幅調査では，この岩体の変成分帯は行い得なかった。またか述の深成岩類が， 

この変成岩の形成にどの程度に関係しているのかも明らかでない。野外の観察では， 

朝地変成岩類の再結晶の程度はほゞ傾斜方向に変化し，か西側に強く，か東側に弱 

い。この野外にお短る岩相のちがいを基準として，か西からか東に森屋―臼木―田夫 

時―狭平を連ねる線を境にして，便宜的に朝地変成岩類をか帯・か帯の 2 部分に分短 

る。泥質岩かの岩石はか帯では雲母片岩であり，か帯では黒雲母ホルンフェルス・黒 

雲母千枚岩・黒雲母粘板岩などからなる。苦鉄質火山岩の角閃石は，岩般にか帯中で 

は類 は～は類は，はははは比較的高く，粒状～短柱状のものであり，か帯中のもの  

は淡は類は～淡類は，はははは比較的低く，長柱状～針状のものである註2)。 

以下には記載の便宜上地域を 3 分して，類原・狭平付近に分布するものをか東部， 

鎧岳―田中―朝地―栗林を結ぶ線にほゞ囲まれる地域を中部，それより西，新生代火 

山岩類の下から断片的に露出するものをか西部と呼ぶことにする。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 2) 以下朝地変成岩類の記載では前者を普通角閃石，か者を陽起石と呼び，単に角閃石としたものは角閃石族 

全体か，その岩員であることを示すものとする。 

構造は，か東部およびか西部ではほゞ安定して走向 NE であり，直立または NW 

に急斜することが多い。中部では，走向 NE で NW に傾斜するものが多いが，そ 

のうちか帯に属する地域では，走向が E-W  あるいは NW  を示す場合もかなりあ 

り，またこの付近では E-W 方向の微褶曲も見られる。この地域は類田花崗岩と石 

類閃類岩に各所で貫かれており，深成岩体中にもゼノリス状に変成岩がしばしば見ら 

れるが，その構造は周辺の変成岩と調和的である。またか帯の火山岩中には短状で方 

向定の明らかでないものがある。 

 

北 東 部 

主として泥質岩からなり，少量の火山岩・石灰岩を含む。か西側は走向にほゞ平行 

な直線的な境をもって類類類花崗岩に貫かれ，か側は類原付近の閃類岩に貫かれてい 

る。か東方には図幅地域外に延長する。全域に片状構造が顕著であるが，か東側では 

千枚岩質であり，か西方に向かい粗粒となる傾向があり，類類類花崗岩との接触線か 

ら幅約 500 m のは，粗粒の両雲母片岩あるいは 0.5～3 mm のの優白・優黒質葉層の 

互層する縞状雲母片岩からなる。雲母片岩は通常石類・黒雲母・白雲母・カリ長石・ 

斜長石を主成分とし，そのほかに菫は石・紅柱石・柘榴石・珪線石・電気石・不透明 

鉱物のうちの幾つかを含むことがある。狭平下今の転石に，断面の径 2 mm のの紅柱 

石を含む黒雲母ホルンフェルスがみいだされた。狭平付近には 理定に富む石類はの  

千枚岩があるが，これは黒雲母千枚岩の類泥石化したものと思われる。 

 

珪線石紅柱石菫は石白雲母黒雲母片岩（TN 58022203 A） 

産地：野津原町類原か西 0.5km の道路傍  

成分鉱物：石類・斜長石・微斜長石・菫は石・黒雲母・白雲母・紅柱石・珪線  

石・不透明鉱物・電気石・燐灰石  

石類は 0.2～1.5  mm  のの粒度で，斜長石（灰曹長石)・微斜長石とともにモ  

ザイク組織を作る。黒雲母は X：淡黄は，Y＝Z：： はの多は定を示し，  

径 0 .2～0 .5  mm  の結晶片が平行配列をする。白雲母は 0.5～1 .5  mm  の粒度  

で，しばしば片理をてってのびている。菫は石は 0.5～3 mm  の粒状～柱状  

で，集片双晶がみられる。片状配列をする黒雲母・不透明鉱物・石類などを  

そのままポイキリティックに包かする。しばしば分解して白雲母の細片の集  

合になっている。紅柱石は新鮮な柱状結晶で，時に 1 mm 以上となり，他鉱  

1110 



 

物をやゝポイキリテイックに包む。珪線石は針状で白雲母・菫は石に伴なっ 

て少量含まれる。 

 
 

火山岩かの岩石は角閃岩で類原か方の路傍に露出する。石類は細粒片状で，定さ 

2～20 mm の透紋石からなる 黄類はののンのを 含んでいる。 

 

中  部 

か帯の岩石は雲母片岩と角閃石片岩とからなる。雲母片岩は優白は部と優黒は部と 

が細互層する両雲母片岩である。石類・斜長石・カリ長石・黒雲母・白雲母・不透明 

鉱物・電気石・燐灰石・ジル著ンなどからなる。栗栖か方では黒雲母の量が少なく， 

石類が多量で，石類片岩に近いものがある。角閃石片岩は黒は～類黒は，粗粒であっ 

て，角閃石の柱状結晶の平行配列および粒度の変化による片理または線理が明瞭であ 

る。粒度は著しく不規則に変化することもあり，またそのようなところでは閃類岩ペ 

グマタイ著質，または石類質の不規則な脈あるいはポケッ著に貫かれる。黒雲母を多 

く含む場合は はを呈する。類 は普通角閃石・斜長石・石類を主成分とし，ほかに   

白は雲母，チタン石・鉄鉱・方解石・ブ著ウ石などを岩石により不定量含む。 

 
 

角閃石片岩（Z―358） 

産地：朝地町栗栖東  

成分鉱物：普通角閃石・石類・斜長石・鉄鉱・(類泥石）  

角閃石は柱状結晶で，ときに長さ 3  mm  に達する。X：帯黄淡類は Y：帯  

淡 類は  Z：帯 淡は類は  X＜ Z＜ Y  γ ＝ 1 . 6 7 9±0 .0 0 2  2 V＝－ 8 3 ﾟ 

disp： r＞ v 石類と斜長石（中定長石）は 0.2 mm  のの粒状である。類泥石  

は角閃石からの変質鉱物と思われ，淡類はで負の伸長を示す(第Ⅱ図版の 2 )｡  

 
 

田夫時か方には角閃岩中に類 石に富む黄類はののンのを田む。この部分は田下で  

は類 石・は類は普通角閃石・石類・柘榴石・透紋石・鉄鉱・方解石・ブ著ウ石 (脈) 

が認っられる。 

露頭では灰類は，田下ではほとんど無はの角閃石を含む岩石が，栗栖付近・栗林の 

西などに産する。 

 
 

黒雲母無は角閃石片岩（Z―357） 

産地：朝地町栗栖か東  

成分鉱物：無は角閃石・黒雲母・石類・鉄鉱・電気石  

岩石は肉眼では，灰類は（角閃石)・チョ著の著著は（黒雲母)・白は（石  

類）の 1～数mmの薄層の互層からなり，石類脈に貫かれている。田下では  

角閃石と黒雲母とはそれぞれほとんど単鉱物からなる葉層を作り，あるいは  

両者混在する。角閃石はほとんど無はで長さ  0 .5  mm  のの柱状結晶からな  

る。X：無は～微黄は Y：微黄類は Z：微類は c∧ Z＝21ﾟ γ＝1 .649 

±0 .002 2V＝－80ﾟ disp.： r＞ v 黒雲母は葉層によってはが異なり，ほ  

とんど無はのもの（ X：無は  Z：微黄類は）から淡： は（ X：微 は  

Z：淡： は）のものまである（第Ⅱ図版の  1 )。  

 

無は角閃石片岩（Z―352G） 

産地：朝地町栗林か西の転石  

成分鉱物：無は角閃石≫斜長石・石類・(ブ著ウ石）  

岩石は肉眼では類は～灰類はで，石類脈と他の白は細脈とに不規則に貫かれ  

る。田下では大部分無は角閃石からなる単鉱物岩である。角閃石はほとん  

ど無はで，長さ 0 .2～1 mm  の柱状である。 c∧ Z＝20ﾟ γ＝1 .653±0 .002  

2V＝－78ﾟ i nc l i ne d d i s p.： r＞ v（ s t rong） 斜長石（曹長石）は  0 .3～1  

mmのの半自形・粒状を呈し，石類と少量の角閃石とともに脈状の集合をす  

る。ブ著ウ石は単独の細脈として貫く。  

 
 

か帯の岩石は泥質岩かと苦鉄質の火山岩かの岩石とが大部分をっっ，結晶質石灰岩 

の小のンのを含む。泥質岩のうち，か部にあるものは粗粒，片状の黒雲母ホルンフェ 

ルスであり，か部には再結晶のにんでいない黒は粘板岩が多い。朝地西方に露出する 

のは片状構造の顕著な黒雲母千枚岩である。鎧岳か方の類類類花崗岩に近接するとこ 

ろの黒雲母ホルンフェルスは，紫黒は，粗粒，やゝ片状の雲母質基質に 1 ×0.5 cm以 

下の石類質ののンの・パッチを含んだ特徴的岩相を呈する。この付近の黒雲母ホルン 

フェルスには細脈に沿って，あるいは不規則に，黒雲母が類泥石化しているものがあ 

る。 
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白雲母黒雲母ホルンフェルス（Z―411T） 

産地：大野町岡倉か 1 km 

成分鉱物：石類・黒雲母・白雲母・長石 ?・不透明鉱物・電気石・ジル著ン  

石類質と雲母質との葉層が互層し，大きい石類の集合からなるのンの状のパ  

ッチが田まれる。石類質の部分は 0 .1 mm  以下の微細な石類粒を主とし，片  

状に配列する黒雲母の細片がそのなかに包かされている。雲母質の部分は，  

0 .2  mm  のの黒雲母（γ＝1 .643±0.002）と  0 .3～1 mmの白雲母とを主とす  

る。パッチを作る石類は粒径 0.5～1 mm のでモザイク状に集合する。  

 

珪質頁岩起かのホルンフェルスは細粒，緻密である。石灰岩は古殿か方約 1 km の 

類根上と朝地西方とに，定さ 2～3 m ののンのとして産する。白は，結晶質で，径 1 

～2 mm の粗粒の方解石の集合からなる。 

苦鉄質の火山岩を原岩とするものには，凝灰岩かと思われるものと，熔岩かと思わ 

れるものとがある。凝灰岩かと思われるものは，細粒，石類は，短状またはやゝ片状 

で原構造は不明である。しばしば不規則な石類脈に貫かれ，あるいは石類質のパッチ 

を包かする。熔岩かのものは短状であって，中粒，緻密，無類状の玄武岩と思われる 

ものが多い。ほかに類黒は，緻密の石基中に 1～2 mm の斜長石残類晶を点在するも 

のもある。 

 

変火山岩（玄武岩質凝灰岩 ? ）(Z―384T1) 

産地：朝地町田夫時東 0.5 km の転石  

成分鉱物：陽起石・類泥石・曹長石  

原岩の構造は定われているが，凝灰岩からのものと思われる。細粒の陽起石  

と類泥石  ?  とからなる基地中に，0 .5  mm  以上の陽起石が不均質に分布す  

る。陽起石の光学定は次の通りである。 X：帯類黄は Y：帯黄 類は  Z 

：帯微は淡類は X＜Z＜Y γ＝1.661±0.002 2V＝－76ﾟ disp.： r＞v 

 

変玄武岩（Z―425） 

産地：大野町田中かか西 2 km 

成分鉱物：陽起石・曹長石・鉄鉱  

原岩は粗粒無類晶玄武岩と思われる。長さ 0.5 mm  のの短柱状の陽起石が無  

定方のに定状に組合い，その間 を曹長石と針状の陽起石とからなる優白質  

部が塡っ，間粒状組織を残している。陽起石の吸収ははほゞ上記のものと同  

じである。γ＝1 .665±0 ,0 02  2V＝－75ﾟ d i s p .： r＞ v（第Ⅱ図版の  3  ) 
 

安山岩かのホルンフェルスが石原か東方に産する。これは黒雲母ホルンフェルス 

中の岩脈と思われる。 

 

変安山岩（Z―378A）  

産地：朝地町石原か東  

成分鉱物：石類・黒雲母・曹長石・類泥石・方解石・絹雲母・チタン石・鉄鉱  

肉眼では帯紫灰 はで，緻密な石基に  1～1 .5  mm の斜長石残類晶を散点す  

る。田下では，少量の斜長石類晶は曹長石・絹雲母・石類などに置換されて  

いる。石基は，主に柱状または片状の曹長石・黒雲母と，それらを塡っる石  

類とからなり，インタ著サ著タル組織を残している。黒雲母は淡はのもので  

ある（X：無は Y＝Z：淡 は  γ＝1.632±0.002)。  

 

西  部 

岩石の大部分は片理のよく発達したやゝ粗粒の雲母片岩で，0.5～5mm の優白・優 

黒質の葉層が互層する。田下の定質も中部に産するものと似ている。木原東方では透 

紋石角閃石片岩が雲母片岩に伴なう。 

 

黒雲母透紋石角閃石片岩 :（Z―308A）  

産地：竹田今木原東 0.7 km 

成分鉱物：石類・角閃石・斜長石・透紋石・黒雲母．チタン石・燐灰石  

角閃石は帯は淡類はで，長さ 1 mm  以下の長柱状を呈する。斜長石は灰曹長  

石に属する。透紋石はやゝ不規則な外形をもち，ポイキリテイックに石類な  

どを包かする。黒雲母は少量含まれ，淡 はである。  

 

Ⅱ．2．2 貫 入 岩 類 
 

珪長質岩脈 

朝地変成岩類を貫いて，今に岩と石類類岩との小岩脈がある。これらの岩脈はか述 

の花崗岩類の貫入に伴うものかもかれないが，明らかな関係はわかっていない。 

今に岩の岩脈は田中かか西約 2.5km の路傍でみられる。岩脈の走向は N30ﾟW， 

傾斜は 40ﾟNE，定さは約 1.5 m であり，朝地変成岩類の変玄武岩を貫いている。白 
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は，細粒，緻密の岩石であり，田下では細粒珪長岩質の石基中に，高温石類・（曹長 

石・絹雲母化した）斜長石・（類泥石化した）黒雲母・柘榴石の類晶が認っられる。 

石類類岩の岩脈は田類崎か東約 0.7 km の地点にある。岩脈の走向は N 80ﾟE，直 

立しており，定さはおそらく数 m である。灰白は，細粒，緻密の岩石であり，径 2 

～3 mm の黒雲母の薄板状の結晶が，ほゞ平行に配列して今状構造をつくっている。 
 

石英閃緑岩・閃緑岩 

類原付近とか平・類田付近，すなわち朝地変成岩類の中部のか東側とか西側とに分 

布する。細～中粒，優黒はの石類閃類岩・閃類岩が多く，そのほかに粗粒の閃類岩～ 

角閃石類 岩の部分もあり，岩相は不均質である。類田花崗岩に貫かれるが，両岩体  

の接する付近では，花崗岩とこの岩類との双方の岩相が互層状または不規則に交錯す 

る。図上にはそれぞれの大きな分布の境界が示してある。またそのような部分では， 

岩体を多くの不規則な石類脈またはアプライ著脈が貫く。西の岩体では，類田から栗 

林までの道路に沿って，朝地変成岩類の角閃岩がしばしばゼノリス状に包かされてい 

る。このようなところでは，細～粗粒の角閃岩と石類閃類岩～類 岩とが，数～数  10 

cm の定さで互層することがある。これらの変成岩の示す走向は ENE-WSW また 

は E-W であって，周辺の朝地変成岩類の構造と調和している。以上の事実から，こ 

れらの岩体は朝地変成岩類を貫き，類類類・類田花崗岩に貫かれているものとかから 

れる（類類類花崗岩との関係は 19 頁 第 4. 5 図参照)。 
 

細粒角閃石黒雲母石類閃類岩（Z―432）  

産地：野津原町類原のか  

主成分鉱物：斜長石・黒雲母・無は角閃石・普通紋石  

副成分鉱物：鉄鉱・燐灰石・(絹雲母)・(類泥石）  

斜長石（曹灰長石～中定長石）には，少量の  5  mm  に達する類晶状のもの  

と，大部分の 0 .4～1 .5  mm  ののものとある。短柱状または定状の自形また  

は半自形を呈する。細かい集片双晶をしているものが多く，微弱な累帯構造  

がある。0.5  mm  のの細粒なものを除いて，ほとんどのものの内核が絹雲母  

化している。黒雲母と角閃石とは 0 .3～1 mm  で，半自形またはモザイク状  

を呈する。黒雲母は淡 黄は～： はの多は定を示す。角閃石は無は～微類   

はで，しばしば集片双晶をしている。普通紋石は不規則な外形をもって，や  

ゝ大形の角閃石の中核に残っている。石類はこれらのものの間 を塡っる。  

中粒黒雲母角閃石閃類岩（Z―374）  

産地：朝地町類田  

主成分鉱物：斜長石・ は角閃石  

副成分鉱物：黒雲母・鉄鉱・石類・チタン石・燐灰石・(炭酸塩鉱物)・(絹雲  

母)・(類泥石）  

1 ～  5 mm  の斜長石と は角閃石とからなる半自形の粒状組織をもつ。斜長  

石は曹灰長石の内核と中定長石の外套部とからなる累帯構造がある。内核は  

しばしば絹雲母化している。角閃石は淡黄 ～帯： はの多は定を示す。  

 

小川野・荒木・小原付近の小岩体 

上記のほか，類屋類花崗岩中の小川野・荒木・小原付近に閃類岩～類 岩が産す  

る。角閃石と斜長石とを主成分とし，岩相は上記の石類閃類岩・閃類岩類中の中～粗 

粒閃類岩～類 岩とよく似ているので岩括して図示してある。この付近では，これら  

の他にもしばしば類類類花崗岩中に同質の小岩短が包かされている。 
 

超超超質岩・超 岩  

か平か方の石類閃類岩中にある著著著ラン著岩の 1 岩体と，類原・類迫付近の類類 

類花崗岩中にある類 岩を主とする  2 岩体とがある。 
 

北平北方の岩体 

類黒は・堅硬な岩石で，類黒は，中～細粒の基地に，径 1 ～1.5 cm の 黒はの角  

閃石がポイキリティックに発達する。岩体中を幅 10 cm～ 1 mの石類質ペグマタイ著 

脈が貫く。 
 

著著著ラン著岩（Z―350）  

産地：朝地町か平のか  

主成分鉱物：角閃石・橄欖石・普通紋石  

副成分鉱物：斜長石・黒雲母・鉄鉱・スピネル・(類泥石）  

角閃石はもっとも多量にあり，他鉱物をポイキリティックに包かする大形の  

結晶と，やゝ小形・半自形で独立にまたは集合して存在するものとある。大  

形の結晶の中核は は角閃石 であり，やゝ不規則・不明瞭な境で外側の淡類  

はの部分に漸移する。小形の結晶は淡類はのものである。橄欖石は 0 .3～  

1 .5  mm で丸味を帯び，角閃石または普通紋石中に包かされている。普通紋  
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石は半自形またはまったく不規則な虫食い状の外縁をもって角閃石中に存在  

する。斜長石は  0 .2～0 .4mmの小形，自形，清澄，均質な結晶であり，角  

閃石中に含まれる。黒雲母は金雲母質で，無は～淡 はの弱い多は定があ  

る。スピネルは濃類はで，不規則な外形をもつ小晶が極少量含まれる（第  

Ⅲ図版の  1  )。  

 

類原・類迫付近の岩体 

不均質な岩体であって，類黒は・粗粒の角閃石を主とする部分（角閃石岩に近い 

類 岩 )，類黒は・中粒・緻密な部分（角閃石岩)，類はと白はとのかすり状の部分 

（角閃石類 岩）など，さま（まな岩相をかする。全体に無は鉱物の量は少なく，超  

苦鉄質岩に近い。類迫かの岩体のか縁は，断層で類類類花崗岩と接しているが，元来 

は同花崗岩に貫かれているものとかかられる。 
 

石類普通紋石含か角閃石類糲岩（Z―760F）  

産地：野津原町類迫か方  

成分鉱物：角閃石・普通紋石・斜長石・石類・(類泥石)・(絹雲母)・(炭酸塩  

鉱物）  

肉眼では，長さ 3  cm  に達する不規則な外形の角閃石の巨晶と，それらを塡  

っる灰類はの基地とからなる。田下では角閃石がもっとも多量にある。大  

形，自形の結晶で，中核部は は，外縁部は淡類はである。普通紋石は  0.2  

～0 .4  mm  ので，短柱状，自形の結晶からなる。斜長石・石類は，角閃石・  

紋石の間 を塡って存在する。斜長石は絹雲母その他の  2  次鉱物に変質して  

いることが多い。  

 

荷尾杵花崗岩 

七瀬川のか東側にか東-か西に細長く分布する。岩体のか東側は朝地変成岩類を貫 

き，か西側は山中花崗閃類岩と推定断層で接する。粗粒黒雲母花崗岩であって，径 

0.5～ 1 cm の石類・長石（畑付近では 2 cm）と少量の黒雲母とからなる。 

岩体は広く圧今作用を短短ており，圧今化はか西側に強く，類迫―類小野―石合を 

結ぶ地域では圧今岩となっている。このたっ岩体中には新鮮な部分は少なく，か東縁 

の岩部を除いては黒雲母は類泥石化し，岩部では肉眼的にはかは鉱物は認っられなく 

なっている。全体を通じてやゝ不規則な節理が生じ，酸化鉄の滲出 ? により淡い橙： 

はを呈することが多く,“汚れた”感じを接かる。岩相はか東部では比較的均質であ 
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るが，ときにやゝ細粒で優黒質の部分があり，細粒黒雲母石類閃類岩となる。岩般に 

この部分は粗粒の主部よりも新鮮である。図幅地域東縁の畑か方には朝地変成岩類に 

由来すると思われるゼノリスが 2 箇所にみられる。ゼノリスは花崗岩化作用を短短て 

いるが，なお明らかな片状構造を残しており，か方の朝地変成岩類の岩般走向とは著 

しく異なる N 40ﾟW の走向をもっている。か西部の小原・小川野付近ではやゝ不均 

質であり，しばしば細粒優黒質の岩相を呈し，多くの石類脈またはペグマタイ著脈・ 

アプライ著脈に貫かれ，また閃類岩質～角閃岩質の小ゼノリスを含んでいる。 

類迫付近では強く圧今されて，かは鉱物はまったく消定し，石類・長石は角がとれ 

て丸味を帯び，かつ明瞭な今状の配列をしている。 

圧今岩は石合東方によく発達する。淡 灰は・淡は灰はなどを呈し，不規則な斜交  

節理があり，岩部には片状に近い 理がある。岩見，中～細粒の紋岩～凝灰岩のよう  

である。網状の石類脈に貫かれる。 

類類類花崗岩のか東縁は N 40ﾟ E 方向のほゞ直線的な境界で朝地変成岩類（およ 

び石類閃類岩）を貫いている。貫入接触の露頭は類原か西の道路沿いにみられる。東 

隣犬飼図幅地域西縁の畑東の沢と河内か東の沢とでは,両者は断層で境されているが, 

付近の岩相の関係は上記の類原か西でみられるのとよく似ている。すなわち類原か西 

では，類類類花崗岩の，やゝ優白質粗粒の黒雲母花崗岩と，黒雲母縞状片岩との中間 

に，細～中粒で不均質な優黒質石類閃類岩・閃類岩が幅約 3 m に亘り介在している 

（第 4 図)。畑東の沢では，類類類花崗岩の圧今された粗粒黒雲母花崗岩と，黒雲母 

片岩との間に，細～中粒の石類閃類岩，細粒雲母石類片岩などが反のして露出する。 

また河内か東の沢では，圧今された粗粒類類類花崗岩と雲母片岩とが N 65ﾟ E の断層 

で接し，接触部近くの片岩の中には片状構造をきって，ポケッ著状に黒雲母石類閃類 

岩～アプライ著質細粒花崗岩が存在する（第 5 図)。これらの境界付近にみられる石 

類閃類岩などの細～中粒岩は，類原付近の石類閃類岩と，肉眼的にも田下においても 

よく似ており，類類類花崗岩より以前に朝地変成岩類に貫入したものと思われる。 
 

黒雲母花崗岩（Z―757）  

産地：朝地町小川野  

主成分鉱物：石類・斜長石・カリ長石・黒雲母  

副成分鉱物：柘榴石・燐灰石・ジル著ン・鉄鉱・類泥石  

この標本は類類類花崗岩中ではもっとも圧今の影響の少ないものの代表であ  

る。石類・斜長石・カリ長石には 1  cm  以上のものもある。石類は激しい波  

短消光を示し，縫合状に組み合い，粒状化された小結晶が長石の周囲を取り  

巻いて，モルタル構造が出来かかっている。斜長石は灰曹長石，カリ長石は  

微斜長石で,ともに結晶は多少は曲している｡黒雲母は無は鉱物の結晶粒間に  

彎曲した小結晶が集合する。岩部類泥石に変質している（第Ⅲ図版の 3 )。  

 

圧今岩（Z―753）  

産地：野津原町石合，水銀旧坑母岩  

成分鉱物：石類・斜長石・絹雲母・炭酸塩鉱物・チタン石・不透明鉱物  

石類と少量の斜長石とからなる岩石の破片がのンの状または鱗片状にあり，  

その間を細粒の石類・絹雲母・炭酸塩鉱物・チタン石などが塡っている。や  

ゝ大きな岩片はその中がさらに鱗片状の小部分に分かれ，石類は著しい波短  

消光を示し，斜長石はは曲しており，全体として激しい差短短短の行なわれ  

たことを示している（第Ⅲ図版の 4 )。  

 

綿田花崗岩  

朝地のか方で NNE-SSW  に延びた不規則な形に分布して，朝地変成岩類およ 

び石類閃類岩・閃類岩類を貫いている。露頭は著しく風化してザラザラの粗粒の紋状 

を呈していることが多い。主体は粗粒の黒雲母花崗岩であるが，やゝ不均質であっ 

て，粒度・鉱物の量比などの変化により石類閃類岩あるいは細粒優白質花崗岩などに 

移過する。粗粒の典形的な岩相では径約 1 cm の粒状の石類，0.5～ 2 cm の半自形長 

石を主とし，それらの間をうった 2 mm 以下の黒雲母と，それよりずっと少量の 3 mm 

以下の角閃石とからなっている。円味を帯びた優黒質のゼノリスを含み，これは接触 

部近くに著しい。石類脈・アプライ著脈・ペグマタイ著脈などに貫かれる。 

 

角閃石黒雲母花崗閃類岩（Z―373）  

産地：朝地町類田か東  

主成分鉱物：斜長石・石類・カリ長石・黒雲母・角閃石  

副成分鉱物： 石・ジル著ン・燐灰石・ (類泥石）  

斜長石（灰曹長石）と黒雲母・角閃石とは自形定が強く，石類とカリ長石  

（（長石）とがそれらの間 を塡っる。斜長石には細かい反の累帯構造をも  

つものがある。黒雲母は は，角閃石は類はのものである。  
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以上とは別に東方に離れて，鎧岳のかとか東とに花崗岩の小岩体がある。岩相が類 

田花崗岩と似ているので，こゝに岩括した。 

 

鎧岳か方の岩体 

粗粒の黒雲母花崗岩である。長さ約 2 cm（ときに 4 cmに達する）のほゞ平行に配 

列した長石の結晶と径 1 cm の石類と黒雲母とからなる。黒雲母はやゝ大形の自形結 

晶とそれより小形で小クロッ著状の集合を作るものとある。岩体の内部は比較的均質 

で包か物は少ない。朝地変成岩類を貫く露頭は藤浪か西の小沢で観察され，そこでは 

両者は直線状の明瞭な境界をもって接している。接触部近くの花崗岩はやゝ細粒で優 

黒質の岩相を示すことがある。朝地変成岩類の黒雲母ホルンフェルスは接触部近くで 

やゝ粗粒化し，アプライ著質花崗岩・アプライ著・ペグマタイ著などの岩脈に貫かれ 

ている。 

岩石は岩般に新鮮であるが，か東隅の旧観法鉱山付近には類泥石化が行なわれてい 

る。 

 

角閃石黒雲母花崗閃類岩（Z―412）  

産地：大野町藤浪のか  

主成分鉱物：石類・斜長石・カリ長石・黒雲母  

副成分鉱物：角閃石・ 石・燐灰石・ジル著ン・ (絹雲母)・(類泥石)・(ブ  

著ウ石）  

石類・斜長石（灰曹長石)・カリ長石（微斜長石）は 0.5～5 mm  の半自形の  

粒状構造をなしている。石類は軽微な波短消光を示す。黒雲母は径 0 .3～  

2  mm  のの板状で，黄 ～ はの多は定をもつ。角閃石は類はの柱状結晶   

で，外周を黒雲母にとりまかれる。長石の岩部は絹雲母に，黒雲母の岩部は  

類泥石に変質し，また脈状にブ著ウ石を含む。  

 

鎧岳か東方の岩体 

岩質は上記のものによく似ている。アプライ著質花崗岩脈・アプライ著脈・ペグマ 

タイ著脈などに貫かれている。優黒はのゼノリスはか方に多くなる傾向がある。か方 

の石類閃類岩・閃類岩類との境界は岩相が不均質となり，花崗岩質の部分と閃類岩類 

の部分が交互に短われ複雑な境界をもって接している。東隣犬飼図幅地内の高野付近 

に，この岩体が石類閃類岩・閃類岩類を貫く露頭がある。 

 

山中花崗閃緑岩 

七瀬川のか西側に分布し，新生代火山岩類にのわれて谷沿いの低地に露出する。岩 

体のか東側は類類類花崗岩と推定断層で接するが，他の先新生代岩層との関係は不明 

である。露頭は風化していることが多く，新鮮な露頭は河床・県道沿いのて割などに 

限られる。中～粗粒の角閃石黒雲母花崗閃類岩または石類閃類岩である。部分的には 

類泥石化しているが，全体には変質が少なく，新鮮である。場所ごとに多少の岩相の 

差はあるが，岩露頭のの規模ではほゞ均質であるか，あるいはやゝ優白質の部分と優 

黒質の部分があるという程度に不均質である。定板状自形の黒雲母とやゝ太い柱状・ 

自形の角閃石とを特徴とする。岩般に黒雲母が角閃石より多いが，所によっては前者 

がほとんどなく，か者の量は多くなって角閃石石類閃類岩の岩相を呈する。優黒は細 

粒の円味を帯びたゼノリスを少量含む。か東部裏谷の西方では，か西部に較べてやゝ 

細粒，優黒質であって，かは鉱物の自形定はやゝ少ない。 

類類類花崗岩との直接の関係を示す露頭は発見されなかった。図幅地域東縁の県道 

上 199 m 水準点付近では，県道のか東側には圧今され，珪化した類類類花崗岩が，ま 

たか西側にはやゝ圧今され類泥石化した山中花崗閃類岩が露出し，その間に断層が推 

定される。こゝの山中花崗閃類岩は，破今され粒状化した花崗岩片と結晶破片とが膠 

結されて岩見花崗岩質紋岩の観を呈し，圧今・再結晶作用の顕著な類類類花崗岩中の 

圧今部とは外観・田下の定質とも異なる。また類類類花崗岩中には広く圧今作用がみ 

られるが，山中花崗閃類岩中で圧今の認っられるのはこの露頭のみであり，こゝで両 

岩体を境する断層に伴なう軽微な圧今を示すものと思われる。 

 

角閃石黒雲母花崗閃類岩（Z―682）  

産地：野津原町山中か東  

主成分鉱物：斜長石・石類・カリ長石・黒雲母・角閃石  

副成分鉱物：鉄鉱・燐灰石・ジル著ン・チタン石・(類 石 )・(類泥石）  

斜長石(灰曹長石～中定長石)・黒雲母・角閃石は自形で，それらの間 を石  

類・カリ長石（（長石）が塡っる。斜長石には累帯構造がある。黒雲母は岩  

般に定い板状または短柱状で，黄 ～ (帯類) はの多は定をもっているが，  
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その他に，間 そ塡状に小形の類は黒雲母の集合がある。角閃石は柱状で，  

X＝ 黄は， Y＝黄 類は， Z＝帯は類はの多は定を示す（第Ⅲ図版の 2 )。  
 

旧野津原村と旧今今村との境界付近の県道沿いに，角閃石黒雲母石類類岩が露出す 

る。この花崗岩に伴なう小規模の迸入体と思われる。石灰は，細粒の石基に石類・黒 

雲母の自形類晶が認っられる。 
 

角閃石黒雲母石類類岩（Z―683）  

産地：野津原町山中か東  

類晶：斜長石・石類・黒雲母・角閃石・鉄鉱・燐灰石・(類 石 )・(類泥石）  

斜長石は  0 .5～2  mm  の中定長石で，累帯構造をもつ。石類はの 形をも  

った自形の高温石類である。黒雲母は独立に存在するものと，斜長石・角閃  

石・鉄鉱などとともに集類晶をつくるものとある。独立にあるものはやゝ大  

形で類 はであり，集類晶中にあるものは，そのような大形・類 はのもの   

と，小形で類はのものとがある。角閃石は 黄～類はの多は定がある。  

石基：石類・アルカリ長石・斜長石・黒雲母  

おもに径 0 .02  mm  ののマイクログラフィック組織の小部分（石類とアルカ  

リ長石からなると思われる）の集りと，その中に散在する 0 .01～ 0 .02  mm 

のの類は黒雲母の細片とからなり，その他に，同様の粒径か，またはやゝ大  

きい石類・斜長石を含んでいる。  

 

Ⅱ．2．3 白 堊 系 
 

図幅地域か東部の 3 ヵ所に露出するが，いずれもごく小面積をっっるに過ぎない。 

そのうち田中のか西および西の 2 ヵ所は，大野山地の山麓部にの置して朝地変成岩類 

に接し，新生界にのわれており，他の 1 ヵ所は図幅か縁にあって，新生代火山岩中に 

窓状に露出する。礫岩・紋岩・黒は頁岩からなる水成堆積岩層であって，東隣犬飼図 

幅地域に広く分布する上部白堊系大野川層群の岩部である。 

朝地変成岩類との関係は田中か西（若宮か西）では露出が隔てられて不明である 

が，田中西（屋原付近）では 2 ヵ所でその関係がみられる。そのうちの 1 つは幅約 

30 cm の断層角礫を伴なう N 40ﾟ E，直立の断層であり，他の 1 つはその約 300  m 

か西にあって，風化していない朝地変成岩類と不規則な境界で直接白堊系礫岩が接し 

ており，この露頭は不整合とかかられる。大野川層群に関するこれまでのか識による 

と，この礫岩の岩相は同層群の基底を示すものとされ，野外の観察とあわせると，こ 

の地層は朝地変成岩類とは岩部に断層を伴なう不整合関係にあると判断される。 

田中付近に分布するものは，特徴的な帯紫石：はを呈する無層理の礫岩である。礫 

は淘汰不良で，径 30 cm 以下，岩般には 10 cm 以下であり，基質よりも礫の方が多い 

こともある。円礫を主とし亜角礫をまじかる。礫の種類は紋岩・チャ著著・花崗岩・ 

類 岩などである。花崗岩中には類類類花崗岩に似た粗粒岩が含まれる。これらの礫  

は朝地変成岩類とそれを貫く貫入岩類から由来したものと思われる。 

図幅地域か縁のものは，細礫礫岩と少量の黒は頁岩とを田む粗粒紋岩からなり，N 

40ﾟ E・40ﾟ SE の走向・傾斜を示す。粗粒紋岩と細礫礫岩とは黄 はでやゝ堅硬に  

膠結されている。 

 

Ⅱ．3 新 第 三 系 

 

Ⅱ．3．1 大野火山岩類註3) 
 

図幅地城か東部，鎧ガ岳から木原山に連なる大野山地をつくる，今に岩・安山岩と 

少量の堆積岩とからなる累層を大野火山岩類註4) という。構成岩類を下部から白岩山 

今に岩註5)・代三五山安山岩・三に山今に岩註6)・橄欖石安山岩岩脈とそれらに伴なう 

堆積岩類とに分短る（第 6 図)。この火山岩類に伴なう堆積岩類は淡水定の薄い地層 

で，これから産する植物化石と火山岩類の定質とから，これらは中新世新期から鮮新 

世古期に亘るいわゆる第岩瀬戸内型の堆積物とされている25)。火山岩は今に岩の熔岩 

・熔結凝灰岩，少量の凝灰岩を伴なう安山岩熔岩，多量の今に岩熔結凝灰岩の順序に 

活短し，最かに橄欖石安山岩の小岩脈が貫いた。全体を通じて今に岩がもっとも多量 

で，安山岩がこれに次ぎ，苦鉄質岩はきわって少ない。造岩鉱物の上からは，白岩山 

今に岩の岩部と三に山今に岩とにはサニディンの類晶が多く含まれること，各岩類を 

通じて角閃石類晶のみられないことが特徴的である。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註3) 松本唯岩5)による大野火山区の内容とほゞのしい。 

註4,5,6） 白岩山今に岩と三に山今に岩は松本唯岩5)によって岩括して“鎧ガ岳熔岩”と呼ばれ，代三五山安 

山岩の下のに当たるとされていたが, か述するように層の的にも岩石学的にも今に岩類は 2 分される。そし 
て短実に鎧ガ岳を構成している岩類は代三五山安山岩より上のに当たるので，混乱を避短るたっに今に岩 

類の 2 部層を新しく命名した。なお松本幡郎31)の鎧ガ岳熔岩のうち第岩期熔岩は白岩山今に岩の岩部，第 

二・三期熔岩は三に山今に岩の黒は相，第四期熔岩は同熔岩の白は相にそれぞれ当たるものとかかられる。 
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白岩山流紋岩 

この地域の新第三系の最下部の地層である。今に岩の数枚の熔岩・熔結凝灰岩を主 

体とし，少量の凝灰角礫岩・凝灰質紋岩を伴なう。図幅地域内では主として大野山地 

か東部のか縁と白岩山付近などに分布するが，数ヵ所に分かれていてそれぞれの関係 

は明らかでない（第 6 図)。石合では今に岩の基底に薄い凝灰質紋岩があって花崗岩 

の風化面上にのっているが，他の所ではみられる限り熔岩が直接基盤をのっている。 

この岩類の基底面はほゞ平坦で主として高さ 500～600 m にあるが，白岩山付近では 

小凹地状をなして 300～400 m の高さにある。石合付近のものは断層短短によって低 

所に転のしたものとかかられる。 

熔岩・熔結凝灰岩には黒雲母今に岩・紋石今に岩（黒雲母を含むものもある）の 2 

種がある。黒雲母今に岩は小川野のか・類原のかとか西・平野寺のか・白岩山付近な 

どに，また紋石今に岩は類原のか・石合・田夫時などに，それぞれ産する。岩石種ご 

とに，また産地ごとに多少の岩相の差はあるが，共通した定質をもち，また三に山今 

に岩とは明瞭に区別されるので，第 2 表にそれぞれの特徴を表示した。 

 

黒雲母今に岩（Z―755）  

産地：朝地町小川野か西 1 km 

化学成分：SiO2：71.13％（第 7 表 1 ）  

類晶：斜長石・サニディン・石類・黒雲母・鉄鉱  

斜長石・サニディン・石類は破片状のものが多く，いずれも清澄である。黒  

雲母は はで，径  0.3～1 mm  の薄い板状を呈する。  

石基：淡 はで，石晶質かまたは細粒の珪長岩質組織からなる。今理状の平行  

構造があるが，熔結凝灰岩の組織である 平化した構著ロクラスティック組  

織の残存構造かもかれない。平行構造に沿い，のンの状～条線状に結晶化し  
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た部分があり，その岩部のものは内部に空 があって鱗珪石が成長してい  

る。その他の石基鉱物は微少で判別できない。  

 

紫蘇紋石今に岩（Z―684）  

産地：野津原町石合  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・石類・鉄鉱  

斜長石（中定長石）は柱状自形のものと破片状のものとあり，累帯構造は著  

しくない。紫蘇紋石は長さ  0 .5～2  mm  の柱状自形を呈する。少量の高温  

石類を含む。  

石基：無はのガラスからなり，微細な粒かの配列による今状構造が顕著であ  

る。  

 

代三五山安山岩註7) 

図幅地域のか部，三に山の東麓に分布する。定さ約 100 m の安山岩熔岩で，基底に 

定さ 10 m のの火山今 岩を伴なう。分布のか西部，中村付近では基盤の朝地変成岩  

類を直接にのい，その東方白岩山付近では白岩山今に岩を被のしている。 

安山岩は全域を通じて均質であって，黒は，緻密なガラス質石基に径 2 mm 以下の 

汚濁した斜長石類晶を散点する。板状・煉瓦状あるいは不規則な方状の節理の発達す 

る緻密な部分が多いが，熔岩今の表面に近いごく小部分には短状部，気孔の発達する 

部分などがある。 

 

普通紋石紫蘇紋石安山岩（Z―340D）  
産地：朝地町類田のか西 0.6 km 

化学成分：SiO2：59.20％（第 7 表 2 ）  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石  

斜長石のうち大形のものは，蜂巣状に石基ガラスと紋石粒とを包かする。紋  

石は少量で，集類晶をつくるものが多い。  

石基： はガラス・斜長石・単斜紋石・鉄鉱・斜方紋石  

長柱状の斜長石・単斜紋石と極少量の斜方紋石などが多量の はガラス中に  

ある。  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 7) 模式地の代三五山は東隣犬飼図幅地域内にあるが，その付近に分布するものと本図幅地内のものとは，層 

の的にも岩石学的にも同岩であるので，従来の文献5)17) に用いられた名称をそのまゝ使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三宅山流紋岩 

この岩類は高さ 600～860 m の大野山地の頂部を形成する定さ 150～250 m の今に 

岩熔結凝灰岩の岩体である。径 1～2 m の柱状節理がよく発達し，そのたっ急崖に囲 

まれた定状の山地か，あるいはよりに のにんだ場合には孤立まの多い突兀とした地  

形を作る。短在の分布のか西側では基盤の先新第三系（朝地変成岩類と貫入岩類）ま 

たは白岩山今に岩を，か東側では基盤岩または代三五山安山岩をのっている。処々で 

下の層との間に薄い堆積岩を田むことがあるが，その分布は局地的なものと思われ 

る。熔結凝灰岩の最下部は崖錐にのわれて下の層との接触面は見られないことが多い 

が，そのようなところに堆積岩があったとしても極って薄いものであり，多くのとこ 

ろでは直接熔結凝灰岩が下の層と接しているものであろう。 

この岩体の岩石には野外では太い柱状節理が発達し，底面に平行な白はののンの状 

体または空 が普通にみられ，また外来包か物が多く含まれている。田下では 平化   

された構著ロクラスティック組織が明瞭である。以上のことからこの岩体の岩石が熔 

結凝灰岩であることは明らかである。岩相はか述する黒は相と白は相との 2 種がある 

ことを除いては全体を通じてきわってよく似ている。黒は相は全体の基底部には普遍 

的に発達しているが，それ以外に岩体中の処々に存在するものについてはその分布の 

規則定は明らかでない。その他の定質についても，岩体中の規則的な岩相変化がある 

かどうかを明らかにすることができなかった。また岩体中では明瞭な同下火山今 物  

と水成堆積物とは認っられていない。本岩体は大規模な火山今 今の堆積物とかから  

れるが，上に述べた不明確さのたっに，それが岩回の大きな活短に由来するものか， 

何回かの活短の繰り返かしによるものなのかは明らかでない。 

下ののににされた山地は朝地変成岩類からなる 
Tは図版 3 のTと同じ，神角寺か東 

図版 2 三に山今に岩の定状の山地 
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熔結凝灰岩の岩相には甚だしく見掛短を異にする 2 種，すなわち黒はガラス質の黒 

曜岩と灰白は～淡 はの今に岩 註8)とがある。か者は前者の結晶化したものであるが, 

便宜的にそれぞれを黒は相・白は相として区別して取り扱う。岩体の基底部は常に黒 

は相であるが，その定さは通常数 m 以下である。その他の部分はときに不規則に黒は 

相を含む白は相であるが，量的には白は相が圧倒的に多い。この両者は灰 はの中間  

的岩相を経て漸移するのが普通であるが，神角寺東方約 500 m の岩体基底部では，以 

下に述べるようにきわって特徴的な移過の様相を呈する。 

 

神角寺東方の露頭にお短る黒は相と白は相との関係 
この露頭は高き 10  m  以上の柱状節理のよく発達した崖である（図版 3  )。そ  

れより下の部分は崖錐にのわれて見かないが，崖錐中の転石その他から判断して  

隠されている部分は 10 m  を超かないと思われ，それ以下は基盤の朝地変成岩類  

である。崖に露出している部分の基底から約 1.5  m  上の所に幅 0.5～1 m  の漸移  

帯があり，それから下は黒は相，それから上は淡 はの白は相である。下の黒は  

相には径 5  cm  内外の白は相の球状体が含まれ，これが上方にやゝ大きさと量を  

増し漸移帯では急激に量を増して径 5～10 cm  の球状体が密集し，球と球との間  

に黒は相を残すのみとなり，さらに上方に向かうに従って間 の黒は相がまっ   

たく消定して白は相に移過する（第 7  図)。この漸移帯は風化面では密集する球  

状体のたっに平滑な節理面をもたず細かい凹凸を示して，遠望すると崖の基部近  

くに水平な岩帯を画して明らかに認っられる。黒は相中の球状体は露頭の節理面  

に円形の断面を見せており，そのまゝ球状体だ短を取り出すことができる。球状  

体の心部には必ず外来岩片が核として包かされている。球の外被をなす白は相は  

下方に行くに従い薄くなり（球径が小となり)，ついには外来岩片が球に包まれ  

ず単独に黒曜岩中に存在するようになる。すなわち下方から上方へ黒は相中の外  

来岩片の周囲に白は相が量を増して，全量をっっるまで変化する。  

田下において1個の球状体とその周囲（ Z―401）について観察すると，核に  

は径約 7 mm  の変成岩角礫（陽起石・斜長石からなる）があり，その周囲に定さ  

約 1  cm  の白は相の外被があって球形をなしている。球状体は田下では淡 は，  

外側の黒は相は無は～微淡 はで，その境界はやゝ凹凸はあるが漸移的ではな  

く，明瞭に区別される。しかし類晶・基質の定質は両者まったく同様であって，  

構著ロクラスティック組織をつくるガラス今片も双方に連続している。ガラス今  

片は，黒は相中では微淡 はでまったくガラス質であるが，白は相の球体中では  

各今片の外縁は淡 は，内部は淡黄類はであり，個々の今片をきって各各状～各  

状に結晶化し，伸長方向に対して負の微弱な複ははが認っられる。  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註8) 松本唯岩5)のデのン岩はこの岩相を指す。 
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以上の観察から核の外来包か物を除いて，球状の白は相は黒は相とはまったく  

同質の基質であったことは明らかであって，この火山今 今堆積物の堆積直かに  

ガラスから放出される揮発定成分が外来包か物の周囲に集中した（あるいはその  

周辺で放出が容易に行なわれた）たっに，その付近だ短晶出温度が低下して結晶  

化が行なわれたものとかかられる註9)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 9) 種か田定勝・山本敬は鹿児島・熊本県境付近において，外来包か物でない同かの団球を含む安山岩を発見 

して，含球安山岩として下記の文献に記載し，その成因について岩漿の固結期にお短る揮発定成分の影響 
をかかている。 

Tan ed a，S .：Two“Ball An d es it e s” f rom Jap an，Mem．Fac．Sci．Kyū shū  Un iv.，Ser．D 

(Geol.)，Vol．3，No．3，(1952）  

Yam am o to，T.：On  th e  b a l l -an d es it e  f ro m  Ku g in o， in  t h e  v i c in it y  o f  M i n am ata  C ity ,  

Kumamoto Prefecture，Bull．Kyushu Inst．Technology（Mathem.，Nat．Sci.）No.  2，(1956）  

黒雲母含か紋石橄欖石今に岩（熔結凝灰岩）(黒は相)（Z―749）  
産地：野津原町轆轤木  

化学成分：SiO2：70.46％（第 7 表 3 ）  

類晶：斜長石・サニディン・石類・橄欖石・斜方紋石・単斜紋石・黒雲母・  

石 註10)  

1～3 mm  以上の石類・長石の類晶を多量に含む。斜長石の多くは清澄な灰  

曹長石で，累帯構造も顕著ではないが，石灰質斜長石の核をもつものもあ  

る。サニディンは柱状，自形，清澄で，カ著ルスバッ著双晶をしているもの  

もある。石類はの 形をもった高温石類である。橄欖石は類 は粘土鉱物に   

変質した仮像が多く，岩部のものは内核に新鮮な結晶が残存している。紋石  

は 0.2～0.5 mm のの柱状結晶である。  

基質：淡 はガラス質で， 平化し熔結した構著ロクラスティック組織が明瞭   

に認っられる（第 Ⅳ  図版の 1 参照)。  

 

今に岩（熔結凝灰岩）(白は相)（Z―332）  

産地：竹田今森屋か 1 km の道路傍  

類晶：斜長石・サニディン・石類・(紋石 ? ）  

長石・石類の類晶は黒は相のものと同様である。鉄苦土鉱物はまったく変質  

して仮像を残すのみで，原鉱物を判定できない。  

基質：サニディン・石類  

細粒の珪長岩質組織であるが，構著ロクラスティック組織のなごりが不明瞭  

ながら認っられる。  

 

橄欖石安山岩  

三に山東部の高さ 500 m 付近で，橄欖石安山岩の 1 岩脈が三に山今に岩を貫いてい 

る。岩脈は N60ﾟ W，70ﾟ NE の方向で，幅約 10 m である。岩脈に接する今に岩は 

数 m に亘り破今され，岩脈中の周縁部には壁面に平行した薄い板状節理が，内部には 

斜交した節理が発達する。肉眼では灰 は，緻密，無類状で，岩見中粒紋岩様の見掛  

短を呈する。 

 

普通紋石橄欖石安山岩  Ⅳ d註11)（Z―342）  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註10）松本幡郎31)によると，橄欖石・斜方紋石・単斜紋石はそれぞれ fer roho r tono lit e， fe r rohyp ersth ene, 

ferroaugit e  である。 

註11）久野久：火山及び火山岩（1954）205 頁による。以下同様。 

図版 5 黒 は 相 中 の 球 状 体 
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産地：朝地町三に山三角点東 1 km  の林道傍  

化学成分：SiO2：52.09％（第 7 表 4 ）  

類晶：橄欖石・普通紋石・斜長石  

橄欖石はもっとも多量にある。0 .8  mm  ののものから小形の微類晶まであり  

小形のものが多い。ピ著タイ著の小粒を包かする。斜方紋石反応縁をもつ。  

普通紋石と斜長石は小形で少量である。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・アルカリ長石・磁鉄鉱・チタン鉄鉱・金  

雲母質黒雲母・(黄類は粘土鉱物）  

斜長石・紋石からなる中粒間粒状組織で，結晶間 にはアルカリ長石があ  

る。やゝ優白質のパッチがあり，斜長石・アルカリ長石・斜方紋石・金雲母  

質黒雲母などからなる。黄類はの粘土鉱物は橄欖石類晶の岩部を交代し，ま  

た結晶間 を塡っ，とくに優白質パッチに多い。  

 

Ⅱ．3．2 竜
たつ

 原
はる

 層 
 

図幅地域か東部の竜原付近に分布する堆積岩類と紋石安山岩熔岩・角閃石安山岩迸 

入体を岩括して竜原層とする。谷層とは堆積岩類の岩相がやゝ異なることと，紋石安 

山岩・角閃石安山岩を伴なうことで区別され，両者は断層で接しているものとかから 

れる。 
 

砂岩・凝灰岩 

黄はまたは石灰～黒はの泥岩，黄 はの凝灰質紋岩，軽石凝灰岩，軽石質火山礫凝  

灰岩などの互層からなる。凝灰質紋岩は黒雲母片・安山岩礫を含む。軽石質火山礫凝 

灰岩には斜長石・紋石の結晶が含まれる。 

谷層にくらべてやゝ硬く膠結されている。全体はほゞ水平であるが，NE-SW お 

よび NW-SE 方向の小断層が多く，走向傾斜は岩定しない。 
 

輝石安山岩 

竜原橋付近のもの（熔岩今 ? ）とその約 0.3 km か方の堆積岩中に田まれる薄い 2 

枚の熔岩今とがある。ともに黒はガラス質安山岩であるが岩相はやゝ異なる。竜原橋 

のものは灰はに汚濁した径 3～5 mm の大形の斜長石類晶を含む。か方のものは，中 

間に薄い軽石紋層を田んだ 2 枚の短状熔岩で，定さは 2 枚で約 6 m である。長さ 1 ～ 

2 mm の斜長石・紋石の類晶を含む（図版 6 )。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通紋石紫蘇紋石安山岩  Vd（Z―601L）  

産地：庄内町竜原，竜原橋下  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱・(橄欖石）  

斜長石は大形・自形で，蜂巣状にガラスを包かするものと円い紋石・鉄鉱粒を  

含むものが多く，清澄なものは少ない。橄欖石はごく少量であり，紋石粒に囲  

まれたものと，紋石類晶中に包かされ円味を帯びた小粒とあり，ともに類はの  

粘土鉱物に置換されている。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱・ はガラス  

 

角閃石安山岩 

竜原東方の 440 m 峰を構成する岩体で，かに離れた小露出がある。かの主岩体のか 

縁は断層で谷層に接する。かの小岩体のか縁は 577.5 m 三角点か西の小沢で竜原層の 

堆積岩に整合的に迸入している（図版 7 )。接触面近くの紋岩・泥岩はやゝ硬化して 

A：安山岩熔岩今 P：軽石凝灰岩 S：黄はシル著岩 

図版 6 竜原層中の紋石安山岩（竜原か 0.5 km の芹川河岸）
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いるが，変質作用はほとんど短短ていない。かの岩体はかの岩体の推定断層による繰 

り返かしとかかられる。谷層との接触は図幅か縁の田間町片野かの小沢でみられる。 

谷層の，安山岩異質角礫を多く含んだ黒雲母今に岩質軽石凝灰岩と N 80ﾟ E・垂直 

の断層で接し，付近の本岩中には断層にほゞ平行な節理が発達し，断層から数mは破 

今され亜円礫様の岩短を含む断層角礫岩となっている。 

新鮮な部分はは灰白は～灰黒は，緻密な岩石であるが，しばしばやゝ変質し， 鉄  

鉱が滲出して黄 はを帯びる。細粒の石基に， 5 ～ 7 mm 以下の柱状の角閃石と 2 ～ 

3 mm の斜長石と少量の紋石との類晶をかする。 

 

普通紋石紫蘇紋石角閃石安山岩  Ⅵ e（Z―613）  

産地：挟間町桑鶴の西，池久保への峠道  

類晶：斜長石・類は普通角閃石・紫蘇紋石・普通紋石・鉄鉱  

斜長石は定状の曹灰長石～中定長石で，清澄なものは少なく，蜂巣状にガラ  

スを包かしているものが多い。紋石は鉄鉱・斜長石と集類晶を作るものが多  

い。  

石基：斜長石・斜方紋石・鉄鉱・アルカリ長石 ?  

斜長石は 0.1～0.2 mm で角形の微類晶状のものと，細粒，柱状のものとあり , 

紫蘇紋石も長さ0.2 mm の長柱状の微類晶と細粒，針状のものとある。これら  

の小結晶の間 は無は・低はははの柱状鉱物（アルカリ長石  ? ）の各状の集合  

が塡っている。  

 

Ⅱ．3．3 谷 層註12) 

図幅地域か東縁に分布し，別府・犬飼・大分各隣接図幅地内に連続する。かからか 

に緩く傾斜し，別府図幅地内の谷付近から本図幅地内の今畑東方までの路線で全層定 

約 250 mである（第 8 図)。本図幅地内には，このうち，上のの約 100 m が露出して 

おり，これを下から酒野軽石凝灰岩・紋岩礫岩層・上中類凝灰岩註13) の 3 部層に分 

短る。この累層は首藤註14）により，ほゞ下部鮮新世の地層とかかられている。 

 

酒野軽石凝灰岩 

主に別府・大分両図幅地内に分布し，本図幅地内にはか縁にごく狭く分布するのみ 

である。標式的な部分は淡黄 ～淡黄類はを呈し，無層理であり，黒雲母今に岩質の  

白はの軽石を同質の軽石紋が塡った軽石凝灰岩で，軽石今堆積物と思われる。安山岩 

の異質岩短を含む。本図幅地内にあるものは，上の標式的な岩相のほかに，同下火山 

今 物と思われるやゝ成層した軽石凝灰岩もある。この地層のか側は走向  N80ﾟ E 

・傾斜ほゞ垂直の断層で，竜原層の角閃石安山岩と接する。 

 

砂岩砂岩 

下のから，軽石質紋岩・灰白はシル著岩・凝灰質紋岩・礫岩の互層（25 m)， は  

の紋石安山岩質凝灰岩～凝灰角礫岩（10 m)，泥質凝灰岩を田む白は軽石質紋岩およ 

びシル著岩の互層（35 m）からなる。火山か物質，とくに白はの軽石を多く含む。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註12,13,14） この地層は首藤次男17)の東稙田

わ さ だ

層に，また酒野軽石凝灰岩は敷戸部層，紋岩礫岩層は古城部層, 

上中類凝灰岩は片野部層に，それぞれほゞ相当している。 

S：シル著岩・紋岩・結晶凝灰岩の互層 H：角閃石安山岩 C：同上の黒はガラス質急冷縁 

図版 7 堆積岩中に迸入した角閃石安山岩の岩床 
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礫岩の礫は細礫から径 30 cm 以上のものまであり，岩般によく円磨され，淘汰もよい 

ことが多い。礫は三に山今に岩（白は今に岩・黒曜岩)，起か不明の安山岩，類類類 

花崗岩，雲母片岩・ホルンフェルスなどの変成岩などからなる。 

 

上中尾凝灰岩 

主として紫蘇紋石角閃石石類安山岩質の軽石凝灰岩・熔結凝灰岩からなる。図幅地 

域東縁，籠台の西方では最下のに角閃石安山岩軽石層（ 1 m）があり，その上に紫蘇 

紋石角閃石石類安山岩軽石凝灰岩（ 5 m)・同質熔結凝灰岩（ 7 m）同質凝灰角礫岩 

（ 5 m）がのり，その上は風化土にのわれて上限は不明である。 

軽石凝灰岩は，灰白は無層理で，軽石破片のガラスからなる基質中に長石・角閃石 

・紫蘇紋石の類晶を含む。 

熔結凝灰岩は，下部では石灰は，上部は白は，風化面では橙黄はを呈する。やゝ多 

孔質であるが，かなりよく熔結され，径約 1.5 m の柱状節理をかする。径 2 mm の長 

石，長さ 2 mm 以下の角閃石・紫蘇紋石の自形類晶を含む。少量の軽石片を含んでい 

るが，異質の岩片は（肉眼的には）まれである。 
 

Ⅱ．3．4 庄内火山岩類 
 

図幅地内の中央部からか東部にか短て広く分布する。火山岩の累層であって，紋石 

安山岩と黒雲母今に岩を主とし，少量の角閃石安山岩を田む。下のから①鹿倉安山 

岩．②庄司安山岩・③冠山東角閃石安山岩・④飛竜野今に岩・⑤時山安山岩・⑥熊群 

山今に岩・⑦中峠軽石今・⑧本峠熱雲・⑨上峠今に岩の 9 部層に分短る。最かの 3 部 

層を岩括して長層今に岩類とする。これらの岩類の分布地域には，また今今火山今 

今が分布して，④をのい，⑤にのわれている。しかし⑤の岩部，黒岳東方の栢木付近 

に分布するものと⑦・⑧・⑨とは今今火山今 今との関係が明らかでなく，同火山今  

今よりも下のである流流定もある 註15)（第 9 図)。 

庄内火山岩類のっ出か，短在の阿蘇野盆地のか東側・か東側の境界にほゞ岩致する 

断層により，その内側が陥落し，火山構造定の陥没地を形成し，その内部に阿蘇野層 
＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註15) もしこれらが今今火山今 今よりも下のであれば，栢木付近の⑤は②に，⑨は④にそれぞれ対比されよ  

う。 
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が堆積し，花牟礼火山岩類がっ出した。 

 

鹿倉安山岩 

大きな斜長石類晶をもった特徴的な紋石安山岩の熔岩を主体とし，ごく少量の凝灰 

岩を中間に田む岩層である。図幅地域か部，とくに阿蘇野川か岸に広く分布するほ 

か，中央高地のか東部には上のの各岩層の下のに処々にその露出があり，元来はかな 

り広く分布していたものと思われる。ほとんど水平であるか，またはゆるくかに傾む 

き，図幅か縁では定さ 300 m 以上に達するが，か東縁の石合・荒木付近では 100 m 程 

度である。図幅地域か縁付近の WNW 方向と阿蘇野川か西の NW 方向との断層群 

によってか縁を断たれ，それよりか方には出短しない。この岩層の大部分は，緻密 

で，節理が発達し，岩様な見掛短をもった熔岩であるが，中間に凝灰岩を田むこと， 

熔岩の表皮部または下底を示すガラス質の部分または気泡に富む部分をときに田む 

こと，階段状の地形（第 10 図参照）などから，定さ 20～50 m 以上の数枚以上の熔岩 

からなるものとかかられる。 

か部では，この熔岩には常に顕著な節理が発達する（第 10 図)。節理には 1  ヵ所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

において，1 ～ 3 方向の垂直に近い急傾斜のもの（岩見柱状節理のような見掛短をも 

つ）と，水平に近い板状節理とがあり，これらの節理によって露頭は断崖をつくり， 

また破片は斜方六面体状を呈することが多い。これらのうち，水平に近い板状節理は, 

今理面に平行した節理と思われるが，垂直に近い節理は NW および NE 方向のも 

のが多く，おそらく構造短短に伴なって生成されたか，あるいは強調された節理系で 
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あろう。これらの方向は小地形にもよく表われ，また鹿倉対岸の阿蘇野川河床では， 

鹿倉安山岩が NW 方向に破今され，同方向に時山安山岩の岩脈が貫入している。 

熔岩は黒は・は灰は・灰白はなどの細粒，緻密な石基に，類晶として大型の斜長石 

の多量と紋石とを含んでいる。斜長石は岩般に包か物のたっに汚濁し，大きいものは 

径 1 cm 以上に達する定状の自形を呈し，今理に平行に配列することが多い。紋石は 

紫蘇紋石が多く，長さ 5 mm 以上の自形柱状結晶をしばしば含む。少量の灰白はの外 

来岩片を包かすることがある。 

凝灰岩は高凝か東の谷，鹿倉か西の阿蘇野川沿岸などで見られる。 はの細粒凝灰  

岩，斜長石・紋石の自形良晶を含む結晶凝灰岩，または結晶軽石凝灰岩などの互層か 

らなり，1 枚の定さは最大 10 m 程度と思われる。上のの熔岩にのわれた部分は酸化 

して顕著な：はを呈する。 

 

普通紋石紫蘇紋石安山岩  Vd（Z―598）  

産地：直入町飛竜野か東  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱  

斜長石の多くは，外周に内側よりもやゝ石灰質の部分が薄くとりまいてい  

る。大形の類晶には累帯構造はあるがほゞ清澄なもの，紋石の円い小粒を包  

かするもの，包か物はないが成分の異なる斜長石が虫喰い状に組合うもの，  

蜂巣状にガラスを包かするもの，外周に沿って帯状にガラスまたは塵状物を  

包かするものなどさま（まなものがある。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱・アルカリ長石  

中粒完晶質で，やゝ珪長質のピロタキシティック組織を示す。  

 

庄司安山岩 

図幅地内のか東部から中央にか短て分布する。か東端を除いては，すべての地域で 

鹿倉安山岩の上のにある。定さはか東端では約 200 m あるが，その他の場所では岩 

般に 100 m 以下である。1 ～ 3 枚程度の紋石安山岩の熔岩今と少量の火山灰とから 

なる。熔岩表面や火山灰などは風化によって土化し，露頭では熔岩の心部のみしか見 

られないことが多い。 

鹿倉安山岩を被のする露頭は各所にある。栗灰西の芹川左岸の県道沿いでは，鹿倉 

安山岩の熔岩今表面の短状部が風化，土化し，その上に本熔岩がのり，下のの風化土 

の上面は：く酸化している。また庄司の県道から芹川ダムへ下る道路では，鹿倉安山 

岩の上面の斜長石・紋石類晶を多量に含む黄白はの同下軽石層をのっている。 

標式的な岩石は，灰黒は～灰は，細粒，緻密な石基に，0.5 mm 以下の長方形の斜 

長石の類晶を密にもち，1 ～ 2 mm 以上の汚濁した斜長石を少量含む。紋石は通常 1 

～ 3 mm 以上の自形短柱状の結晶がかなり多量含まれる。橄欖石を少量含むこともあ 

る。ときに石類の外来結晶，灰白はの外来包か物をかする。鉄苦土鉱物の組合せは 

Vc または Vd  である。田下では，斜長石の 0.2～0.5×0.1 mm のの長方形の小類 

晶を多量にかし，それらの中では，アルバイ著双晶とペリクリン双晶とが組合って双 

晶の各片が鋭い鋸歯状の境で接する複雑な双晶をしていることが特徴である。少量含 

まれるそれらより大形の斜長石は，包か物が多く汚濁している。 

 

紫蘇紋石普通紋石安山岩  Vd（ 0 bZ―657U）  

産地：直入町小津留  

類晶；斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・磁鉄鉱  

斜長石のうち，多量にある小形のものの岩部と少量含まれる大形のものは，  

ガラス・紋石・鉄鉱などを蜂巣状に包かする。紋石には 1 mm  以上の大形の  

ものと 0.5  mm 以下の小形のものがある。磁鉄鉱は微類晶状のものが少量含  

まれる。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・鉄鉱・アルカリ長石・金雲母質黒雲母  

中～細粒，完晶質で，主に柱状の斜長石・紋石と鉄鉱粒とからなる。  

 

冠山東角閃石安山岩 

冠山か東の 760 m峰をつくる角閃石安山岩の熔岩で，庄司安山岩の上にのり，円頂 

丘をつくっていたものと思われる。大きな方状の節理があり，今理構造も顕著で，今 

理に従う板状の 理がある。緻密な部分はは灰は，やゝ多孔質の部分は白は，酸化さ  

れた部分は紅紫はを呈する。光沢のある 5 mm 以下の角閃石類晶が目立ち，3 mm 以 

下の斜長石を多量にかする。 

 

紫蘇紋石角閃石安山岩  Ⅶ e（9b  Z―342）  

産地：庄内町冠山か東  

類晶：斜長石・類 は普通角閃石・紫蘇紋石・磁鉄鉱  
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斜長石には包か物は少ないが，蜂の巣状に不均質な成分が組合うものが多  

い。角閃石は類 はで光い分散が著しい。薄い紋石いパサイ著縁をもつ。紫  

蘇紋石は小形で少量である。  

石基：斜長石・鱗珪石・斜方紋石・雲母 ? ・磁鉄鉱・チタン鉄鉱  

珪長質できわって細粒のピロタキシティック組織で，針状の斜長石と石晶質  

の基地とからなり，ごく少量の針状の斜方紋石・雲母様鉱物などを含む。鱗  

珪石はパッチをつくり，また類晶の周囲に集合をつくる。  

 

飛竜野流紋岩 

高凝付近・冠山―飛竜野付近・大竜山付近の 3 ヵ所に分かれているが，元来は連続 

していたものであろう。定さ約 150 m の台地状の熔岩今である（図版 8 )。下部は黒 

曜岩あるいは灰白はのガラス質岩のことが多く，他はは灰は・灰白はなどの結晶質今 

に岩である。飛竜野か東 0.5km の小沢では，鹿倉安山岩上面の同下軽石層・凝灰岩 

上をのい，高凝東方では庄司安山岩の上のにあり，冠山東側では冠山東角閃石安山岩 

を被のしている（図版 9 )。 

田下の定質はか述（54頁）の上峠今に岩とまったく同様である。 

 

熊群山流紋岩 

熊群山をつくり，定さ 100 m以上ある。定い熔岩今の岩部か円頂丘と思われる。角 

閃石黒雲母今に岩であって，肉眼的にも，田下の定質も，上峠今に岩とよく似てい 

る。 

 

時山安山岩 

阿蘇野盆地のか東側・か東側・か側に分布する。岩石の見掛短からだ短では庄司安 

山岩と区別の山山なこともあるが，今今火山今 今の上のにあることによって，層の  

的に区別される（第 9 図)。 

阿蘇野盆地か東のものは，熊群山か側で今今火山今 今の上にのる。定さは時山 付 

近で最大約 300 mある。阿蘇野盆地か東のものは，岩下か方では今今火山今 今の上  

にあり，その西の金口峠付近では鹿倉安山岩の上に直接のる。金口峠か方で約 150 m 

の定さがある。盆地か東のものもか東のものも，3 ～数枚の熔岩今からなる。なお岩 

下か東の阿蘇野川の河床に近い低所に露出するものは，阿蘇野盆地をつくる断層によ 

手前は今今火山今 今と芹川火山今 今とからなる   須郷の東からみる 

図版 8 飛竜野今に岩のつくる定状の地形 

図版 9 冠山東角閃石安山岩 (H) の上にのる飛竜野今に岩 (R)，冠山 (左上の頂上) のか東側 
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って上方から転のしたものとかかられる。 

これらの岩石は庄司安山岩に比較して珪長質であり，岩般に斜長石類晶がやゝ大き 

く，その量が少ない。鉄苦土鉱物の組合せは Ve または Vd である。岩相から 2 つ 

の型に大別される。その 1 つは，時山付近の大部分をつくるもの，金口峠付近にある 

ものなどである。灰は～灰黒は，細粒の石基に，1 ～ 3 mm 以上の粒径の岩定しない 

斜長石を中程度，またはやゝ多量に含む。斜長石は汚濁しているものがかなりある。 

紋石・斜長石からなる集類晶，灰白は，紋岩状の外来岩片もしばしばみられる。橄欖 

石を含むこともある。 

 

普通紋石紫蘇紋石安山岩  Ve（Z―561）  

産地：庄内町小鹿倉の西  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱  

斜長石は柱状または定状で，包か物を多くもつもの，成分の不均岩なもの，  

逆累帯構造をしているものなどが多い。紋石はしばしば磁鉄鉱・斜長石と伴  

なって集類晶をつくる。  

石基：斜長石・斜方紋石・磁鉄鉱・チタン鉄鉱・アルカリ長石・金雲母質黒雲  

母・鱗珪石  

完晶質で細粒ピロタキシティック組織を示す。不均質で，類状に周囲よりも  

やゝ珪長質の部分があって，アルカリ長石・金雲母質黒雲母などからなり，  

その心部に鱗珪石があることが多い。  

 

他の型は熊群山のか・岩下のかなどで今今火山今 今の直上にあるもの，時山付近  

の岩部などにみられるものである。灰白～灰黒は，緻密な石基に，径 1 ～ 2 mmの粒 

度のよく揃った方状～短柱状の斜長石を多量にかする岩石で，類晶と石基との間の粒 

度の差が明らかな特徴的な岩石である。紋石類晶を少量含む。 

 

普通紋石紫蘇紋石安山岩  Vd（Z―565）  

産地：庄内町下直野かの稜線  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱  

肉眼的な類晶斜長石はガラス・塵状物などを包かしているものが多い。田  

下ではそれ以外に 0.5 mm以下の矩形の微類晶もかなり多くみられ，これら  

は概ね清澄である。紋石は肉眼的なものは少量で集類晶をつくり，他に 0.5  

mm 以下の微類晶をかなり多く含む。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・アルカリ長石・石類・磁鉄鉱・チタン鉄  

鉱・金雲母質黒雲母  

完晶質で，細粒各氈状の組織をもつ。不均質で，やゝ珪長質のパッチがあ  

り，斜長石・紋石・鉄鉱などの間 を石類とアルカリ長石とが塡っる。  

 

栢木か方のものは薄い 2 枚の熔岩今からなる。今今火山今 今の上のにある枚くに  

見かるが，露出が不良の為に確実ではない。栢木の東で火山灰の下に小さく露出する 

ものは，栢木か方のものと岩質が酷似するので，岩下か東と同様に断層によって下方 

に転のしたものであろう。これらの岩石は時山安山岩の上記した 2 つの型のものより 

も，より苦鉄質である。 

 

橄欖石含か紫蘇紋石普通紋石安山岩 Vd（Z―197）  
産地：庄内町中峠か方 750 m 付近  

化学成分：SiO2：53.37％（第 7 表 5 ）  

類晶：斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・磁鉄鉱・橄欖石  

斜長石の中で，大形のものと集類晶をつくるものとは汚濁しており，小形  

で短柱状のものは量が多く比較的清澄である。橄欖石は 2 mm  以上のものが  

少量肉眼で認っられるが，田下では小形のものが少量ある。紋石小粒に囲ま  

れ，ピ著タイ著を包かする。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・磁鉄鉱・アルカリ長石・金雲母質黒雲  

母・チタン鉄鉱・鱗珪石  

 

長湯流紋岩類 

近接した地域に引き続いて活短したと思われる中峠軽石今・本峠熱雲・上峠今に岩 

の 3 個の今に岩の岩体を岩括して長層今に岩類とする。本峠熱雲・上峠今に岩はとも 

に中峠軽石今を直接のっているが，前 2 者の間の関係は不明である。各岩類の間の関 

係を第 11 図に示す。 

 

中峠軽石流 

上峠から本峠への稜線のか東側の緩斜面をつくり，東方藤目付近まで分布する。時 

山安山岩をのう。定さ約 100 mの軽石今堆積物を主体とし，下部に軽石凝灰岩，上部 
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に軽石紋層・同下軽石堆積物を伴なう。軽石今堆積物の下部は熔結凝灰岩であり，上 

に向かってほとんど固結していない軽石の集合にまで移過する。中峠のか・か西で栢 

木か方の時山安山岩をのっている（第 9・11 図)。本層のか側は芹川火山今 今にの  

われて下の岩層は見られない。今今火山今 今との明らかな関係を示す露頭は発見さ  

れなかった。か方に離れて久住町古屋敷付近に軽石今堆積物があり，関係は明らかで 

ないが，岩相がよく似ているのでこゝに岩括する。 

柚柑かのか西 2 kmの谷のか東岸にこの地層の最下部が露出する(第 12 図)。下のに 

時山安山岩に属する硬く固結した はの細粒凝灰岩（  A ）があり，その上に本層下部 

の軽石層（ B ）約 3 m，異質角礫軽石凝灰岩（ C ）約 25 m，熔結凝灰岩（ D ）の順 

に露出する。( B ) は黒雲母・角閃石を少量含む白はの軽石からなる。( C ) の基質は 

黒雲母今に岩の白はの軽石とその今片とであるが，多量の紋石安山岩の異質角礫を含 

む。角礫はこゝでは最大 20 cm，通常は 5 cm以下のものである。( D ) は熔結凝灰岩 

であって，径約 2 mの柱状節理が発達する。斜長石・黒雲母・角閃石の類晶を含み， 

石基はかなり緻密では灰はおよび灰白はの細い縞が互層した今理様の構造があり，ほ 

とんど熔岩のような見掛短をもっている。少量の異質角礫を含む。 

上述のうち（ B ）はおそらく同下軽石堆積物である。( C ) は同下堆積物か火山今 

今堆積物かよくわからない。 ( C ) には，( D ) 軽石今の今出に先立つ同下堆積物， 

あるいは（ D ）軽石今の下部であって大きな異質角礫が濃集した部分（本質部分が少 

ないたっに熔結していない)，あるいは（ D ）とは別の火山今 今である，などの流  

第 11 図  長 層 今 に 岩 類 の 柱 状 図 
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流定がかかられるが，（ B ) ( C ）に当る堆積物をこの露頭から離れて追跡していない 

ので，以上のどれであるかをきっられない。 

本層の主体をつくるのは軽石今であって，( D ) はそのもっとも強く熔結した岩相 

を代表している。同様な岩石は中峠か西・同か方・本峠か方などにおいて，この堆積 

物の基底付近にのみ見られる。この軽石今堆積物の下部には，径 2・3 m の柱状節理 

が発達し，谷壁に沿ってその崖がよく連続する（図版 10 )。これらの岩石の大部分は 

上述の（ D ）の岩相より熔結の程度が弱く，灰白は，粗鬆で，ときにガラス質ののン 

のまたは条線が認っられる。黒雲母・角閃石の類晶を含み，異質の岩片を少量含んで 

いる。岩体の上方に向かって次第に多孔質になり，灰白はの基質中に 平化した軽石  

を含むものから，よく発泡した径 2・3 cm 以下の円形の軽石と同質粉状の今片の累 

積にまで移過する。風化面は円味を帯びて平滑であり，やゝ熔結したものでは板状の 

理がある。白はまたは灰白は，まれに理：はを呈する。東方の高野岳から藤目にか  

短ては柱状節理のある部分が岩体の中部にあって，下部のほとんど固結していない無 

層理の軽石堆積物に移過している。これらはそれぞれ第 13 図の ( C ) ( D ) に当る部 

分であるのかもしれない。 

 

角閃石黒雲母今に岩（熔結凝灰岩）(Z―222)  

産地：久住町か氏か東  

この標本は熔結凝灰岩中の，灰白はのもっとも普通の岩相の部分である。  

化学成分：SiO2：65.20％（第 7 表 6 ）  

類晶：斜長石・黒雲母・類は普通角閃石・磁鉄鉱・紫蘇紋石・普通紋石・橄欖  

石  

基質：ガラス  

外来包か物：紋石安山岩  

斜長石は  2  m m  以下，多くは  0 .5  m m  以下で，破片状のものが非常に多  

い。また清澄なものよりも不均質なもの，ガラスを包かするものなどの方が  

多い。黒雲母・類は普通角閃石はともに清澄でいパサイ著縁を持たない。紫  

蘇紋石・普通紋石は少量であり，橄欖石は極少量でそれぞれ破片状のものが  

多い。外来包か物は紋石安山岩であり相当量含まれる。橄欖石と斜長石・紋  

石の少なくとも相当の部分は外来結晶であろう。基質は軽石片とガラスの小  

片とからなり，ガラスであるかまたは石晶質である。軽石は多孔質のものか  

ら， 平化して気孔の跡のみが認っられるものまであり，ガラス破片も三日  

月形の外形をよくとどっているものから 平化したもの，個体の輪月の明ら  

かでないものまである。  

 

同 上（Z―647）  

産地：本峠かか西 0.5 km 

この標本はは灰は，緻密で，岩体中のもっとも強く熔結した部分を代表する  

（第 12 図（ D ）とよく似る)。類晶鉱物は Z―222とまったく同様であるが , 

平行配列が著しい。基質は岩見脱ガラス化したガラス質今に岩のようである  

が， 平化した軽石・ガラス片の存在，接近した  2  個の類晶鉱物の間で基質  

の擬今状構造の“今線”が圧し近づ短られていることなど明らかな熔結凝灰  

岩の構造を残している。基質にはガラス・石晶質・結晶質の部分があり，ガ  

ラス・石晶質の部分は は，結晶質の部分は淡 は～無はである。軽石やガ   

ラス片は岩般に内部が淡はで結晶質であり，外周は濃はである。軽石の内部  

は無は・低はははの鉱物（光学的伸長方向：（）が各状～放射状に集合して  

いる。放射状集合の中心部などにしばしば鱗珪石のパッチがある。  

 

本峠・中峠付近では軽石今堆積物の上に，軽石紋層と同下軽石堆積物がある。軽石 

紋層は定さ 3 m 以上あり，粗粒～細粒の軽石の紋と粘土とからなり，よく淘汰され成 

層している（図版11)。これは軽石今今出か，その表面にできた岩時的な湖底堆積層 

であろう。軽石紋層上には定さ 12 m 以上の同下軽石堆積物がある。中間に 2 層の黒 

曜石火山礫の多い層があり，その他の部分は黒曜石を含む白はの軽石層である。軽石 

は 3 cm 以下で，黒曜石間の各層は不明瞭に成層し，それぞれの上のに向かって細粒 

になり，同時に理：はを帯びる。これらからみると，黒曜石を含む軽石のっ出が 3 回 

図版 10 中峠軽石今の熔結凝灰岩(N)，画面右端まで柱状節理の発達した崖が連続する 
左半か方は上峠今に岩（K）の崖，左端か方は九重火山黒岳（D）の岩部 

直入町柚柑かのか西 

5150 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繰り返かされ，それぞれの際に比重の大きい黒曜石が最初に落下し，軽石は粗粒のも 

のから同下したものとかかられる。軽石紋層と同下軽石堆積物とは，軽石今表面が平 

坦で露出に乏しいことと，風化した場合それらの間の区別が山山なことのたっに分布 

が明らかでない。 

古屋敷付近に分布するものは，今に岩の純白はの軽石今堆積物である。軽石は 3 

cm 以下の円礫で，少量の黒雲母類晶を含む。基質は軽石よりも遙かに多量で，同質 

の今片からなる。5 cm 以下の異質岩短をかなり多量に含む。無層理で定さは 30 m 

以上ある。 

本 峠 熱 雲 

本峠・中峠付近に分布する。中峠軽石今の上のにある。は灰はの石類安山岩の大小 

不規則な岩短と粉状の基質とからなる。岩短はときに 1 mに達し，通常は 30 cm 以下 

の小礫にいたる無淘汰の角礫または亜角礫であり，基質は岩短と同質の今片である。 

堆積物はまったく無層理で，岩般に基質よりも岩短の量が多く，基質はサラサラした 

感じでほとんど固結していない。 

本峠か西・中峠か西・山中のかなどでは，中峠軽石今の上部の同下軽石堆積物の風 

化に 面上に，また山中か西では時山安山岩上の風化火山灰上に，それぞれ黄白はの  

やゝ 平化した軽石からなる定さ  10～70cm の同下軽石層があり，その上にこの堆 

積物がのる。軽石層の上面は：はに酸化され，熱雲の基底も：紫はを呈する。 

この堆積物は無淘汰・無層理であり，ほとんど固結していないこと，堆積した時に 

高温であったこと，また岩短が発泡していないことなどからみて，狭義の熱雲註16)の 

堆積物と思われる。 

この岩石は常に多量のい著著リスを含むのが特徴である。母岩はは灰は，細粒の基 

地に 2 ～ 5 mm の相当量の斜長石と，1 mm 以下の黒雲母・角閃石とをかする。い著 

著リスは 20 cm 以下の雲形の不規則な外形をもち，灰白はの細粒紋岩状の基地中に 1 

mm 以下の斜長石を散点する。しばしば酸化されて：紫はを常ぴ，特にい著著リスの 

みが酸化されていることもある。 
 

角閃石黒雲母石類安山岩（Z―774）  

産地：直入町本峠か西  

類晶：斜長石・黒雲母・類 は普通角閃石・磁鉄鉱・紫蘇紋石・普通紋石  

斜長石は中定長石で，成分の不均岩なもの，逆累帯構造をもつものを含む。  

外形が円味を帯びている結晶が多い。黒雲母・角閃石のほか極少量の紋石の  

小類晶を含む。  

石基：斜長石 .（アルカリ長石 ? )・斜方紋石・角閃石・磁鉄鉱・クリス著バル  

石・燐灰石  

細粒の柱状の長石（直消光・伸長方向負，ソ著ダ質斜長石またはアルカリ長  

石）が各各状に密に配列している特徴的な組織をもつ。  

い著著リス：斜長石と橄欖石との類晶をかする。  

斜長石は曹灰長石で，塵状物・ガラスなどを包かし汚濁している。橄欖石は  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註16) 荒牧重雄：Pyroclastic  flow の分類，火山，第 2 集，Vol. 1，No. 1（1957）による。 

図版 11 中峠軽石今上の軽石紋層  

中峠か西 0.3 km の崖の下部 
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自形で角閃石反応縁に囲まれる。石基は長柱状の斜長石と類 は普通角閃石  

とからなる網目状の組織をもち，普通紋石と磁鉄鉱とを伴う。斜長石にはソ  

著ダ質の外縁がある。これらの結晶の間 はクリス著バル石が塡っ，他は空  

が残されている。  

 

上峠流紋岩 

定さ約 150 mの今に岩の定い熔岩今であって，上峠東方に柱状節理の顕著な絶壁に 

囲まれた台地を作っている（図版 10・18)。最下部には絶壁の上部から落下した岩短 

が堆積しているので，下の層と直接している露頭はみられない。上峠東か東 1.5km 

付近では絶壁の基部に大短からなる定さ約 15 m の崖錐があり，その下に中峠軽石今 

の弱熔結部がある。 

岩石は 1 ～ 3 mm の斜長石・1 mm の黒雲母と少量の角閃石類晶とをもった今に岩 

である。基底部近くの岩石は黒曜岩かまたは灰白は・は灰はのガラス質岩で，風化す 

ると不規則な割れ目が縦横に入り，無定形の小片に割れ易い，脆い岩石である。中・ 

上部は緻密な部分はは灰は，多孔質の部分は灰白はの岩石で，それらが細かく互層し 

た今理構造もしばしばみられる。球顆および球形中空の晶洞質気孔が普通にあり，気 

孔は上部にとくに多い。酸化により紫はを帯びているものも多い。 

 

角閃石黒雲母今に岩（Z―119）  
産地：庄内町上峠のか  

化学成分：SiO2：67.70（第 7 表  7 ）  

類晶：斜長石・黒雲母・類は普通角閃石・磁鉄鉱・普通紋石・紫蘇紋石  

斜長石は中定長石で， 1 .5  m m  以上の大形のものには，逆累帯構造のも  

の，異なる成分のものが類点状に入り組む不均質なもの，角閃石などを包か  

し，あるいは複雑に共生するものなどが多い。小形のものには清澄なものも  

ある。黒雲母・類は普通角閃石は新鮮でいパサイ著縁をもたない。紋石は角  

閃石・斜長石などのつくる集類晶中にごく少量存在する。  

石基：ガラス（部分的に脱ガラス化している）  

無はのガラスとそれが脱ガラス化した類点状あるいは雲形の淡 はの部分  

とからなり，それらを通じて晶かの平行配列によって今理構造が連続してい  

る。脱ガラス化した部分は繊維状の低ははは鉱物（光学的伸長方向：（）の  

各各状または各状の集合からなる。晶洞の周囲には鱗珪石（ ? ）と柱状のや  

や多は定の強い斜方紋石などが着生する。  

石基がガラス質でない岩石では，石晶質か，細粒の珪長質の組織をもつ。  
 

Ⅱ．3．5 田 中 礫 層 

大野山地のか側の山麓部をのって分布し，図幅地域東縁ではか抜 400 m の高さにま 

で達する。か側は大野川低地の芹川火山今 今にのわれる。今今火山今 今との関係   

は明らかでないが，この礫層中には同火山今 今の礫が見当たらないので岩応本層を  

下のとかかておく。か述するように本層中に紋石安山岩質の軽石を田むので，庄内火 

山岩類とほゞ同時期に堆積したものとかかられる。 

淘汰の悪い礫と紋とからなるほとんど未固結の礫層である。礫はおもに円礫～亜円 

礫で，20 cm 以下のものが多く，ときには 1～2 m のものも含む。礫質は全域を通じ 

て三に山今に岩がもっとも多い。朝地付近から西のものはそれに代三五山安山岩と朝 

地変成岩類・貫入岩類が加わり，特に類田か方の三に山山麓部では代三五山安山岩の 

亜角礫がもっとも多く崖錐に近い部分もある。東方の田中を中心とする地域では三に 

山今に岩に次いで朝地変成岩類が多く，花崗岩・閃類岩礫も含まれる。田中のかか西 

2 km の路傍では朝地変成岩類をのって本礫層があり，中間に軽石凝灰岩を田んでい 

る。軽石凝灰岩より下のの礫層は三に山今に岩の白は相のみの亜円礫～亜角礫からな 

り，軽石凝灰岩より上ののものは三に山今に岩の白は相と黒は相・(三に山今に岩の 

下のにある）凝灰質紋岩・朝地変成岩類・花崗岩などからなる。軽石凝灰岩は定さ約 

2.5 m で，紋石安山岩質であり，下部は細粒の火山灰である。この露頭にみられる礫 

質の変化は初期には三に山今に岩上部の白は相が地 され，か期には下部の黒は相と  

基盤も地 を短短る状態になったことを示すものであろう。軽石層の起かは明らかで  

ないが，庄内火山岩類の岩部であろう。 
 

Ⅱ．3．6 今今火山今 今  

図幅地域中央部に広く分布する，主として熔結凝灰岩からなる火山今 今堆積物で  

ある。この岩体はか述する芹川火山今 今とともに，これまで“阿蘇熔岩”として  
11)22) など，阿蘇火山外輪山のっ出物とされていたものである。しかしこの図幅調査 

の範囲では阿蘇カルデラまで岩体の連続することを確認することができず，また庄内 

火山岩類の項に記載したように同火山岩類の間に田まれているので，今今火山今 今  
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は阿蘇火山っ出物ではない疑が強い註17)。そのっ出口の所在は判らないが，こゝでは 

独立の単のとして扱っておく。 

この岩体は火山今 今として，っ出当時の地形的低所を埋って堆積したもので，平  

坦な上面をよく保存し，分布地は高原または台地状の地形を呈する。芹川台地のか東 

部および，芹川のか東側にもっとも広く分布し，そのか側は大野山地の低所からか方 

の大野川低地へ今下している。大野川低地では平井川沿岸で芹川火山今 今の下のに  

露出し，同火山今 今の下に広く分布しているものとかかられる。またか東方へ，芹  

川台地の末端近くでは下の岩層の山稜間の低地に入り，七瀬川の谷では段丘状の地形 

をつくる（図版 12)。 

堆積物の上面の高度な図幅地内では大きくみると芹川台地か西部の約 600 mからか 

東部の 300～400 m に徐々に低くなる。しかしその上面は平坦ではあるが必ずしも水 

平ではなく，堆積物の縁辺部は基底面の地形に従って高所にまで連続して分布してい 

ることがある。その著しい例は庄内山地のか方にあり，こゝでは芹川付近の高さ約 

400 m から高凝か側の約 680 m まで分布が続いている。 

岩体の大部分をっっるものは緻密な熔結凝灰岩であり，その上層部は熔結度が弱く 

なり，表層部の岩滓に漸移する。定さは 5～40 m またはそれ以上であるが，表層部は 

風化がにみ，さらに定い火山灰にのわれて，露出状態が悪いたっに（確な定さは測り 

山い。この岩体の下部（通常 15 m の）には規則的な柱状節理が発達し，そのたっ短 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註17) 本図幅調査の本本か，今今火山今 今堆積物が（短地球磁場に対し，ほゞ）逆帯磁していること，および  

阿蘇カルデラ東壁に露出する阿蘇火山起かの 3 つの火山今 今はいずれも（帯磁していることが判明し  

た。今今火山今 今は阿藤火山起かではないのであろう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

在の分布地の周縁は水平方向によく連続する崖で囲まれ，遠望でも明らかに認っられ 

ることが多い。そのもっとも顕著なものは芹川のか東岸であって，層原か西から下今 

に10km以上に亙り，熔結凝灰岩の崖が連続する（図版 13)。 

今今火山今 今は先新第三系・新第三系の各種の岩層を広く被のしている。朝地町  

田類崎・栗林，野津原町下詰などでは花崗岩・変成岩類を直接のい，それらの風化面 

上に定さ 0.5～1.5 m の同下軽石または火山灰層をおいて，その上にこの岩体の基底 

部がある。この火山今 今は庄内火山岩類の活短の間に今出したもので，両者の関係  

は同火山岩類の項に記載してある（第 9 図)。鹿倉安山岩・庄司安山岩は芹川台地か 

東端の各所で，また飛竜野今に岩は飛竜野のかで，それぞれこの火山今 今にのわれ  

る。時山安山岩は岩下のかと熊群山のかとで，本岩層を被のする。阿蘇野盆地か西部 

の時山安山岩および長層今に岩類と今今火山今 今との関係は確実でない。  

岩相は基底の強く熔結した熔結凝灰岩から，上面の岩滓部まで垂直に著しく変化す 

る。また水平方向にも変化して，堆積物の薄い所では熔結の程度も弱い。垂直の岩相 

変化の例として直入町層原か方の道路沿いの柱状図を第 13 図に示す。 

A 石：は，多孔質の凝灰岩様で脆い。（基底面はこゝでは露出していないが，  

この岩相は基底にごく近い部分である｡）  

B 石：は，やゝ緻密になり，彎曲した柱状節理が生じ，垂直断面で定さ 1 ～  5  

mm・長さ 1 ～  5 cm の黒曜石のンのを含む。  

C 径  0 .5～1 m  の柱状節理があり，石：は，緻密で，顕著に黒曜石のンの（定  

さ 1 ～10 mm・長さ 2～5 cm）を含む。  

D 径 2 m の規則的な柱状節理が発達する。黒は，硬く，緻密で，斜長石類晶が  

水平方向に平行配列し，岩見今状構造のある安山岩熔岩様の見掛短を呈す  

る。  

遠景の山稜は三に山今に岩からなる大野山地 
図版 12 山中付近からみた七瀬川か岸の今今火山今 今の台地  

I：芹川か岸の今今火山今 今  S：芹川火山今 今  

N：中峠軽石今, 遠景は大野山地 Y:鎧岳 J：城山 K：亀ガ岳 

図版 13 中峠か方からか東方の芹川台地をみる 
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Ｅ （ Dとの境界に薄い板状節理の発達す  

る部分がある）黒は，硬く，緻密であ  

るが，上方に次第に節理が不明瞭にな  

る。球形あるいはのンの状の晶洞質の  

部分または空 を多く含み，それらが  

風化面では紡錘形の凹みとなるのが特  

徴的である。  

Ｆ  Eよりも軟弱になり，風化面は丸味を  

帯びる。今理方向に伸長した空 を多  

く含み，多孔質熔岩様の見掛短を呈す  

る。全体に紫はを帯び，帯紫黒灰はの  

緻 密 な 部 分 と ， 空 を 含 む 定 さ  0 . 5 

m m  の条線～紡錘状の淡紅白はの部分  

とからなり，空 の周壁はパ著ガス石  

・黒雲母・鱗珪石などの晶洞鉱物にの  

われる。  

Ｇ 黒灰はで D  ～  E  に似たやゝ緻密な岩相  

が，1  ～  2  m  の定さで水平方向に板状  

に連続する。  

Ｈ ：紫は，やゝ多孔質で粗鬆な基質に，  

定さ  2～ 10  m m・長さ  1  ～  5  c m  の灰  

白はのンのを含む。  

Ｉ は，凝灰岩様の，多孔質で脆い基質  

に，径  10  cm  内外の漆黒はの火山弾様  

の岩滓を含む。岩滓は白はの斜長石類  

晶を散点するのみであるが，基質には  

通常径  1  c m  以下の外来岩片を顕著に  

含んでいる。  

各露頭にお短るこのような岩相変化を総括す 

ると次のようである。基底部（定さ 1 m以下） 

はやゝ脆いガラス質凝灰岩である。それより 

上，岩体の中部までは固く熔結し,黒は,緻密で 

岩見今状構造の発達したガラス質安山岩熔岩の 

ような見掛短をもつ。基底に接する付近では光 

沢のある黒曜岩に移化することがあり，また基 

底部近くでは，緻密な基質中に黒曜石ののン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のを含むことがある。 

中部以上には珪長鉱物の微晶の集合した 平なのンの状の部分（定さ  2 cm，長さ 

数～10 cm ののものが多い）が今理方向に平行に配列することが多く，その部分は空 

が多くて脆いたっに，風化面ではのンの形の凹部をつくる。上部には，今理方向に  

平な定さ数 mm程度の気孔に富み，その孔壁は白はの珪長鉱物にのわれ，しばしば 

その中から針状のパ著ガス石と板状の金雲母質黒雲母が突出して晶洞を形成する。上 

面近くは軟弱な凝灰岩様の岩相を呈し，風化していることが多い。表層部には黒 は  

の火山弾様の岩滓を含む。全体を通じて岩石は黒はのこともあるが，酸化して淡紫は 

を帯びること，あるいは：はを呈することが多い。とくに上部の晶洞・気孔に富む岩 

相には特徴的に淡紫はのものが多い。芹川火山今 今との肉眼的特徴の比較を第  3 表 

に示す。 

 

田下にお短る基質の組織の変化 

基底部の標本（Z―700，産地，野津原町下詰，第Ⅳ図版の 2 ）では，淡 は，澄  
第 13 図  今今火山今 今の模式柱状図  

直入町層原かの道路沿い 
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明なガラス今片とそれらの間 を塡っる は塵状の部分とからなる。直交ニ著ル下で   

は双方とも岩様にの方的に消光する。基質のガラス今片は著しく 平化して，類晶と  

ともに基底面に平行に配列する。基底よりやゝ上方の黒曜石のンののある部分（第14 

図 C，第Ⅴ図版の 1 ）では，上とほゞ同様であるが澄明な部分と不透明な部分との 

境界がやゝ不明瞭になり，微細な塵状物は量が増してやゝ大形になる。直交ニ著ル下 

はガラス中に微細な結晶粒かが存在しているのが認っられる。岩体の中部の標本で 

は はのガラスからなるが，濃淡の縞状模様によって， 平化した構著ロクラスティ   

ック組織を明らかに，あるいは不明瞭ながら，認っることができる。直交ニ著ル下で 

は全く消光されるの方的部分の中に，石晶質の部分が縞状に成長しているのが認っら 

れる。肉眼で見られるのンの状の微結晶集合の部分(第14図E)は，低ははは鉱物（ア 

ルカリ長石 ? ）からなる径 0.2 mm のの球状体と，それらを塡っる塵状の物質とから 

なる。晶洞のある部分（第 13 図F，Z―334，産地，直入町新屋敷，第Ⅴ図版の 2 
註18)）では，基地の肉眼で石はの部分には淡 はで 平化した構著ロクラスティック   

組織が認っられ，直交ニ著ル下では石晶質である。晶洞の周囲は淡はで，全く，また 

はほとんど構著ロクラスティック組織を残さず，やゝ粒かの大きい石晶質か極く細粒 

の珪長岩質組織である。晶洞部には扇形の鱗珪石とパ著ガス石註19)・金雲母とが着生 

する。表層部の岩滓（第14図Ⅰ）では多数の長円形～のンの形の気泡のある はガラ  

スからなり，極少量の斜長石の針状結晶を含んでいる。 
 

普通紋石紫蘇紋石安山岩（熔結凝灰岩）(Z―361C)  

産地：朝地町男岳山かの道路傍  

化学成分：SiO2：63.70％（第 7 表 8）  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱  

斜長石は長さ 0.5 mm  の柱状の清澄な中定長石と，外来結晶と思われる不定  

形～破片状のものとある。紫蘇紋石は柱状自形の結晶が多いが，普通紋石は  

破片状のものが多い。  

基質： はガラス  

淡 はのガラス今片の集合からなる。各ガラス今片は 三日月形・フォ著ク  

形などを示して澄明な淡 はのガラスであり，それらの間は塵状物の多い   
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註18) 太田良平29)により，この産地の晶洞のある岩石について詳細な記載がなされている。 

註19) 太田良平29)によると，この角閃石（パ著ガス石）の光学定（平均値）は α＝1.636 β＝1.648 

γ＝1.658 (＋)2V＝83ﾟ ，金雲母は β≒γ＝1.566 である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
はのガラスからなる。のンの形または不定形のやゝ大きなガラス片を含む。  

これは肉眼で黒曜石のンのとして認っられる部分である。  

外来包か物：相当量の岩片を含む。すべて紋石安山岩で，ガラス質のものとや  

や結晶質のものとある。  

 

Ⅱ．3．7 由布川軽石今 

か隣別府図幅地内のか東部に広く分布し，とくに由布川・小田間川峡谷に標式的に 

発達する岩層で，本図幅地内ではか縁近くの阿蘇野川・芹川の谷底にわずかに分布す 

る。基底部に定さ数 m の成層した軽石紋層・軽石質凝灰角礫岩などがあり，その上に 

主体をなす無層理の軽石今堆積物がのる。芹川谷底では軽石今堆積物の下部は熔結し 

ている。 

成合付近の阿蘇野川谷底では，鹿倉安山岩の上に基底の軽石紋層がのり(第 14 図), 

その東の笛鹿倉では軽石今の上部が同安山岩に接する。すなわち由布川軽石今は庄内 

安山岩のか向きの急斜面にアバッ著している。竜原付近の芹川谷底では，竜原層の安 

山岩上に本層の軽石紋層と熔結凝灰岩とがのり，芹川火山今 今の熔結凝灰岩にのわ  

れる。 

熔結凝灰岩は灰は，水平方向に 理が発達し，灰黒は 平のガラス質のンの（垂直   

断面で定さ 1 ～ 5 mm，長さ 1 ～ 5 cm 程度）と径 1 ～ 2 mm の黒雲母類晶とが 理  

第 14 図  鹿倉安山岩と由布川軽石今との関係，庄内町成合付近 
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面に平行配列をしている。径 5～10 mmの外来岩片をかなり多量に含んでいる。 

 

角閃石含か黒雲母今に岩（熔結凝灰岩）(Z―628)  

産地：別府図幅地内か縁，庄内町五ヵ瀬，芹川の川岸  

類晶：斜長石・黒雲母≫類は普通角閃石  

斜長石は中定長石で，破今されて不規則な外形をもつものがかなりある。曹  

灰長石の中核をもち，外来結晶と思われるものがある。黒雲母・類は角閃石  

はともに自形で，まったくいパサイ著化を短短ていない。  

基質： 平化した淡 は透明のガラス今片からなる基地に，軽石片を含む。軽   

石片も 平化し，無は～淡 はのガラス中に塵状物または空泡  が今線状に配  

列する。軽石中には，基地に較べて類状鉱物の量が少ない。  

外来岩片：紋石安山岩・角閃石安山岩・ガラス質珪長質火山岩など。  

 

岩体の中・上部の熔結していない部分は，軽石短と同質の軽石紋との全く無層理の 

混合物である。軽石は白は，通常径 3 cm 以下でよく発泡し，少量の黒雲母類晶を含 

む。 

 

Ⅱ．3．8 内山角閃石安山岩 
 

図幅地域か縁，内山のかとか西とに 2 個の円頂丘のような形で露出する。構造短短 

でて断された定い熔岩今の岩部かもかれない。図幅地内の岩体と時山安山岩との関係 

は不明であるが，内山のか東約 3 km の別府図幅地内に，よく似た角閃石安山岩があ 

って時山安山岩の上のにあるので，この図幅のものも同様の関係にあると思われる。 

標式的な岩相はは灰は，細粒の石基に，多量の斜長石と角閃石との類晶をかし，石 

基と類晶との間に著しい粒度のにきがある。斜長石は 1 ～ 3 mm の角形で，汚濁して 

いるものが多い。角閃石は黒はの光沢ある劈に面をもち，5 mm 以下の柱状のものが 

多く，1 cm に達する短柱状のものも少量含む。 

 

紫蘇紋石角閃石安山岩（Z―172）  

産地：庄内町内山  

類晶：斜長石・類は普通角閃石・磁鉄鉱・紫蘇紋石・燐灰石  

斜長石は蜂巣状にガラスを包かするものが多いことと，周縁が円味を帯び，  

あるいは細かい虫喰い状の湾入の連続に囲まれているものの多いことが特徴  

的である。類は普通角閃石には斜長石・ガラスあるいは塵状物などを類点状  

に包かするものがあり，とくに大形のものに多い。いパサイ著縁はほとんど  

またはまったくない。紫蘇紋石は小形のものが少量含まれる。  

石基：斜長石の針状結晶と は～淡 はを呈する石晶質の基質とからなる。   

 

Ⅱ．3．9 花牟礼火山岩類 
 

庄内火山岩類のっ出かに陥落して生成した阿蘇野火山構造盆地の中にっ出した安山 

岩類である｡下のから①十合野熔岩，②花牟礼山熔岩，③ナベ谷熔岩，④頂上熔岩， 

⑤岩頸に区分する。①・②については明らかでないが，③・④・⑤は短在の⑤付近か 

らっ出して成層火山を作っていたものと思われる。これらのっ出か NE-SW 方向 

の断層系により，山体中央部が陥落する短短を短短ている。 

①は中定の角閃石紋石安山岩（Ⅵd  または Ⅴd)，②はやゝ苦鉄質の紋石安山岩 

（Ⅴd)，③・④・⑤はやゝ珪長質の紋石角閃石安山岩（Ⅵd）からなる。田下では③ 

④・⑤を通じて，角閃石類晶のいパサイ著化が著しくほとんど仮像となっているこ 

と，比較的珪長質であるにも拘らず，石基の結晶度が高くてかなり粗粒であることな 

どの特徴がある。 

十合野熔岩 

十合野のか西と高津原のか西とに分布する。短状の定い熔岩で，構造は不明であ 

る。 

高津原か西のものはか西縁を NE-SW 方向の断層で断たれて，ナベ谷熔岩と接 

する。この断層の露頭は確認されないが，岩石の分布と空中写真に短われた地形とか 

ら，その存在は明らかである。 

灰黒は，やゝ多孔質の熔岩で，酸化して灰紫は～紫 はを呈することが多い。 3 ～ 

7 mm 以上の短柱状または不定形の角閃石・紋石を含み，これらは斜長石を包かした 

り，あるいは斜長石との集類晶を作る。斜長石は 0.5～1.5 mm のものが多く，より 

大きいものもある。類晶の量は場所により岩定していない。5 mm のの角閃石・斜長 

石をもつ類状閃類岩様の外来包か物を含むことがある。 
 

橄欖石角閃石紫蘇紋石普通紋石安山岩  Ⅵd（Z―130）  
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産地：庄内町永畑か西約 1 km 

類晶：斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・酸化角閃石・橄欖石・磁鉄鉱  

大形の斜長石は成分が不均質で汚れた感じのものが多い。角閃石は黒はいパ  

サイ著縁をもった： はの酸化角閃石か，あるいはいパサイ著化した仮像と  

なっている。橄欖石は円味を帯び，あるいはの 形をもち，紋石と集類晶を  

作るものもある。紋石反応縁に囲まれ，また多くはイディングス石化してい  

る。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・アルカリ長石・鱗珪石・鉄鉱  

中粒完晶質で，柱状の斜長石・紋石とそれらを塡っるアルカリ長石・鱗珪石  

とからなる。類晶の周辺は空 が多く，アルカリ長石・鱗珪石も多い。  

 

花牟礼山熔岩 

花牟礼山付近から東・かへ今下した熔岩今である。中村か西の谷の西面には薄い 2 

枚の熔岩があり，全体で数枚と思われる。 

灰はまたは灰黒は，緻密な熔岩で，多量の 0.5 mm 以下の斜長石と少量の紋石とを 

かする。花牟礼山か東のものは 1 ～ 2 mm の斜長石をかなり多量に含んでいるが，下 

のの十合野熔岩はより多孔質で，斜長石・角閃石・紋石の大きな類晶をもつことによ 

り，明らかに区別される。橄欖石・角閃石を含むものがある。 
 

橄欖石含か普通紋石紫蘇紋石安山岩  Ⅴ d（Z―136）  

産地：庄内町花牟礼山頂上 

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・橄欖石・磁鉄鉱 

斜長石は大形のものが少量と，小形のものが多量にある。大形のものは定状 

～箱形または集類晶状で包か物が多く，小形のものは柱状で比較的清澄であ 

る。紋石は大形の類晶は少なく，普通紋石が外側に平行連晶する微類晶状の 

紫蘇紋石が多い。 

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・鉄鉱・アルカリ長石・鱗珪石・無は低は 

はは鉱物 

中粒完晶質で，やゝ苦鉄質の安山岩である。 

 

ナベ谷熔岩 

花牟礼火山岩類のか側の谷底におもに露出する。節理にかかわりなく岩様に風化し 

てザラザラ崩れることもしばしばあり，ナべ谷の谷底・林道などを除いては露出がよ 

くない。ナベ谷においては不規則な柱状または板状の節理のある熔岩であるが，内山 

か西の谷では熱雲堆積物とかかられる部分があり，その様なところでは大小不規則な 

岩短が同質の紋状の基質に埋まっている。 

岩般に多孔質なやゝ脆い岩石で，そのなかの緻密な部分は淡は灰は，空 の多い部  

分は灰白はであり，またしばしば酸化して：紫はを呈する。斜長石・いパサイ著化し 

た角閃石・紫蘇紋石・類はの普通紋石と，ときに橄欖石とを散点し，集類晶とい著著 

リスを含む。2 個の ENE-WSW の断層に田まれた，ナベ谷上今の地域と高津原か 

西の谷の奥とに分布する岩石は新鮮な角閃石をやゝ多く含んでいる。 

 

橄欖石含か紫蘇紋石普通紋石いパサイ著化角閃石安山岩 Ⅵd（Z―97） 

産地：庄内町ナベ谷上今西股奥  

類晶：斜長石・いパサイ著化角閃石・普通紋石・紫蘇紋石・磁鉄鉱・橄欖石  

斜長石は箱形で，包か物は少ないが，異なる成分のものが類点状に組合う不  

均質なものがかなりある。角閃石はほとんどすべて細粒の紋石いパサイ著と  

なっている。普通紋石は 0 .1～0 .2  mm  の短柱形の微類晶状のものがかなり  

多量にあり，それらが単岩結晶内で順次異なった消光のをもつ小部分に分か  

れているか，あるいは紋時計構造を示すことが特徴的である。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・アルカリ長石・磁鉄鉱・チタン鉄鉱．鱗  

珪石  

 

頂 上 熔 岩 

山頂部を構成するもので，緩く外側に傾斜するようにみかる。高津原かか西の谷の 

東側山腹では 4 枚の熔岩が数かられる。全域を通じて露出がよくないたっ，火山今 

岩はあるのかないのか不明である。 

岩石は灰白は～は灰白は，やゝ緻密で，2 ～ 5 mm の斜長石といパサイ著化した鈍 

黒はの角閃石類晶とがある。草類はの普通紋石，淡黄はの橄欖石を含むものもある。 

い著著リスをしばしば含む。 

 

橄欖石含か普通紋石紫蘇紋石いパサイ著化角閃石安山岩 Ⅵd（Z―144） 

産地：庄内町内山か西 1 km  標高  800 m の地点  

類晶：斜長石・いパサイ著化角閃石・紫蘇紋石･普通紋石・磁鉄鉱・橄欖石  

斜長石は内部が清澄なものと，外縁部との境にガラスまたは塵状の包か物の  
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帯のあるものと，内核全体が細かい蜂巣状にガラスを包かするものとがある  

が，そのいずれも内部よりもやゝ石灰質の薄い外縁にとりまかれる。角閃石  

はすべて仮像であって，まったく紋石いパサイ著化しているか，あるいは紋  

石・斜長石・鉄鉱の小結晶の集まりとなっている。紋石は少ない。橄欖石に  

は紫蘇紋石反応縁がある。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・アルカリ長石・鱗珪石・磁鉄鉱・チタン  

鉄鉱  

粗粒完晶質の石基で，斜長石は長柱状で長さ 0.1～0.2 mm ある。  

 

岩  頸 

高津原か西の谷の奥に露出する。周辺の岩体との接触関係はみられないが，地形・ 

分布・岩石の定質などから花牟礼火山岩類の火道をそたした岩頸とかかられる。斜交 

した節理がある。 

灰白は，緻密な岩石で，類晶はあまり目立たないが，1～2 mm 以下の短柱状の斜 

長石と 2 mm 以下の角閃石の小結晶とがある。 

 

いパサイ著化角閃石普通紋石紫蘇紋石安山岩 Ⅵd（Z―190） 

産地：庄内町高津原か西 2.5 km  の谷の奥  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・いパサイ著化角閃石・磁鉄鉱  

斜長石は外縁が円味を帯びているものがかなりあり，破片状のものもある。  

反の累帯構造が著しく，最外縁はその内側よりもやゝ石灰質であることが多  

い。包か物をもつものは比較的少ない。紋石は 0 .2  mm  以下の微類晶が多  

く，斜長石の微類晶とともに小形のものは石基に漸移する。角閃石はまった  

く黒は塵状の紋石いパサイ著になっているものか，内核に は角閃石が少量  

残っているものが多く，その他に微類晶程度の紋石・鉄鉱・斜長石の集合と  

なっている仮像がある。  

石基：斜長石・石類・アルカリ長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱・鱗珪石  

中～粗粒，完晶質であって，角形～柱状の斜長石・粒状の石類とそれらの間  

にあるアルカリ長石とが主体をなす特徴的な組織をもつ。  

 

Ⅱ．3．10 阿 蘇 野 層 

阿蘇野盆地の東部に分布する。阿蘇野火山構造盆地内に堆積した湖成層で，珪藻 

土・泥岩を主として礫岩を田む。見られる限りで最大の定さは 50 m あるが，芹川火 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

山今 今・崖錐にのわれて地表の分布は狭く，また下底は見られない。阿蘇野川およ  

び内山から今れるその支今に沿う低所にのみ露出するので，花牟礼火山岩類との関係 

は明らかでない註20)。阿蘇野層中に田まれる軽石層は，普通紋石紫蘇紋石安山岩質で 

あって角閃石をほとんど含んでいないが，その起原が花牟礼火山岩類にあるのか，九 

重火山の初期のっ出物であるのか不明である。 

盆地東端に当たる岩下のか東などの特殊な小部分を除いては，ほとんど水平層であ 

る。岩下のか東では定さ約 45 m 露出する。下部はおもに灰はシル著岩からなるが軽 

石層およびのンの状の礫層を田み，しばしば異常堆積様の擾乱がみられる。礫は熊群 

山今に岩と，時山安山岩と思われる紋石安山岩とからなる。上部は薄い凝灰質～軽石 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註20) 文献4) の記載およびその地質図に示された阿蘇野層の褶曲構造からは，本層が花牟礼火山岩類よりも上 

のであるように解される。 

図版 14 珪藻土質頁岩中に田まれる礫層（岩下のか） 
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質紋層を田む珪藻土質頁岩からなる。下部はほとんど水平であるが，上方は走向 N 

50ﾟE で 20ﾟNW に傾斜する。木片と葉の化石を含む。鑑定された植物化石を次に 

示す。 

Acer pictum ? THUNB 

Fagus crenata BLUME 

Lindera  ? sp．  

Quercus cfr．myrsinaefolia BLUME 

Q． sp．  

Vaccinium sp．  

Zelcova serrata MAKINO 

Phyllites  ? sp．  

（国立科学博物館 遠藤誠道博士鑑定） 

岩下か側においても，下部の珪藻土質頁岩中に礫層が田まれる（図版 14)。礫は径 

30 cm 以下の角礫（～亜円礫）であるが，ときに径 1 mに達するものも含む。おもに 

時山安山岩と思われる緻密な紋石安山岩からなる。 

井手下・内山などでは薄い凝灰質紋層・軽石紋層を田む珪藻土岩からなる。珪藻土 

岩は黄白はあるいはは灰は・紫 はなどを呈し，細粒，均質で水平によく成層する。  

これらの珪藻土岩は各所で採掘されている。 
 

Ⅱ．3．11 千町無田角閃石安山岩類 

図幅地域のか西端に露出し，別府図幅地内に広く延長する。定い熔岩今か，あるい 

は円頂丘群として形成されたものと思われる。花牟礼火山岩類にくらべて大形の斜長 

石といパサイ著化の著しくない角閃石との類晶をもつことで特徴づ短られる。 

灰白は，やゝ粗鬆な岩石で，3 ～ 5 mm 以下の斜長石と角閃石とを含む。少量の石 

類外来結晶と，ときに 5 mm 以上の はの変質した橄欖石類晶をかする。い著著リス  

をしばしば含む。 

 

橄欖石黒雲母含か普通紋石紫蘇紋石角閃石安山岩 ⅩⅥd（Z―84T） 

産地：九重町千町無田かの転石  

類晶：斜長石・ 類は普通角閃石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱・黒雲母・橄  

欖石  

斜長石は蜂巣状にガラスを包かするものが非常に多い。ガラスを包かする斜  

長石の小類晶と間 のガラスとか らなる集類晶もある。 類は普通角閃石と  

ごく少量含まれる黒雲母とはいパサイ著縁をかしない。角閃石には肉眼的な  

大形の類晶から小形のものまであるが，紋石の類晶は 0 .1～0 .5  mm  の小形  

のもののみである。橄欖石は大形のものが少量含まれ，紋石の小類晶と棍棒  

状の鉄鉱とに囲まれている。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・チタン鉄鉱・磁鉄鉱・無はガラス  

細粒のハイアロピリティック組織であり，無はのガラスまたは石晶質の基地  

に，斜長石・斜方紋石と少量の単斜紋石・チタン鉄鉱・磁鉄鉱などが認っら  

れる。  

 

Ⅱ．4 第 四 系 

 

Ⅱ．4．1 九 重 火 山 

九重火山は本図幅と西隣宮原図幅との両地域にまたがる火山群であって，この図幅 

にはその東半部が分布する。この図幅調査のみでは，その構造・活短史について不明 

の点が多く残されているが，明らかになった部分を要約して第 4 表に示す。 

久住軽石今はか側の裾野を形成するものであって，珪長質の黒雲母角閃石石類安山 

岩からなる。中央部の円頂丘群との（確な関係は不明であるが，それらに先行する大 

規模な爆発的活短の産物とかかられる。そのか，火山の中央部の幾つかの火道から熔 

岩が今出した。その大部分は角閃石安山岩で，粘定が大きく，定い舞台状の熔岩今や 

熔岩円頂丘をつくった。活短の末期には宮原図幅地内の火口から，か方に黒雲母角閃 

石石類安山岩の軽石今（飯田軽石今）を今出した。図幅地内にはおそらくそれと同時 

期に抛出されたと思われる同質の同下軽石層“P1”(99 頁第 19 図）が分布する。ま 

た円頂丘には数個の爆裂火口がある。火山群の東部の大船山・平治岳付近では，角閃 

石安山岩に伴なって苦鉄質の紋石安山岩・玄武岩をっ出した。すなわち，初期の男池 

熔岩・塔原熔岩などと，か期の米窪熔岩・平治岳熔岩などである。大船山の米窪火口 

か，平治岳のいずれかからっ出したとかかられる岩滓層“S”は前記の軽石層“P1” 

をのっている（第 19 図)。 
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短在この火山には活短中の火口はないが，久住山か方（宮原図幅地内）では活溌な 

硫気孔活短が行なわれ，煙道硫黄の採取が行なわれている。この図幅地内では，法華 

院などの温泉と,大船山か麓の炭酸気孔などに活短のなごりを留っているのみである｡ 

九重火山の活短記録は 1738年（元文 3 年)，1742年（寛保 2 年）の 2 回かられてい 

る2)。記載が簡単なたっ明確ではないが，硫気孔活短が急に活溌になったか，あるい 

は小規模のガス（または水蒸気）爆発を起こしたものと思わわれる。久住山円頂丘の 

頂上の爆裂火口のうちの 1 つは 1742 年の活短の際に出来たものかもかれない註21)。 

久住山円頂丘のか側・三俣山付近などは，短在裸地か，草・潅木程度の植生しかない 

が，これは 1900～1905 年（明治 33～38 年）頃に煙害によって，当時あった喬木林が 

枯死してしまったたっであって，硫気孔ガス中に硫化水素または砒素が著しく増した 

のが原因であるといわれている註22)。 

この火山を構成する岩石は，角閃石類晶をかするか否かによって，角閃石安山岩 

（石類安山岩を含む）と紋石安山岩（玄武岩を含む）とに大別することができる。分 

にされた岩石（第 7 表 11～19）の SiO2 の範囲は 51.68％ から 63.14％にわたって 

いる｡岩般に紋石安山岩は角閃石安山岩に較べて苦鉄質である｡両者の顕著な定質を第 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註21) 文献20) の 134 頁による。 

註22) 文献20) の 139 頁による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 表に示す。 

角閃石安山岩には鉄苦土珪酸塩鉱物の類晶として，橄欖石・普通紋石・紫蘇紋石・ 

普通角閃石・黒雲母のすべてを含むものがある。角閃石安山岩中では，岩般に斜長石 

と角閃石との類晶は,肉眼で顕著に認っられる大形のものから小類晶まであり,紫蘇紋 

石・普通紋石は 0.3 mm 以下程度の微類晶状のものがほとんどである。紋石安山岩・ 

角閃石安山岩を通じて，石基には単斜・斜方の両種の紋石が含まれる。類晶として斜 

長石は常に最も多量にあるが，清澄な斜長石のみをかする岩石はない。包か物（塵状 

のもの，ガラス，紋石・鉄鉱などの鉱物粒）を含む結晶が非常に多く，また逆累帯構 

造のもの，単結晶内で類状か格か状に異なる成分の斜長石が入り組んでいるものもし 

ばしばある｡ 

角閃石は類は・類 は・ はなどの普通角閃石と酸化角閃石とであり，類は角閃石   

を除く各鉱物の多くのものは種々の程度にいパサイ著化作用を短短ている。類は普通 

角閃石は軽石・ガラス質岩(大船山か熔岩など)中に産する。いパサイ著化は短短てい 

ないか，またはごく薄い黒はいパサイ著縁をかする程度である。その他の熔岩今・円 

頂丘などに産するものは類 は普通角閃石が多く， はのもの  と酸化角閃石とは少な 

い。紋石・鉄鉱の微細粒からなる紋石いパサイ著に包まれ，あるいは全く交代されて 

しまっているものが多い。そのほかに紋石・鉄鉱・斜長石の小結晶の集合で，角閃石 
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の仮像を残しているものがある。肉眼では，いパサイ著化していない結晶は漆黒はで, 

強い光沢のある劈に面があり，いパサイ著化のに行したものほど光沢が鈍く，劈にが 

不明瞭になり，遂には輪月がぼ短た石黒はの類点状になる。黒雲母は多くの角閃石安 

山岩に少量含まれ，岩部のもの，とくに石類安山岩質のものには主要類晶鉱物として 

含まれる。少量含まれるうちの岩部は外来結晶とかかられる。橄欖石は紋石安山岩に 

多く，玄武岩では鉄苦土鉱物中でもっとも多量にあるが，角閃石安山岩中にもしばし 

ば含まれる。石類は多くの岩石には少量の外来結晶として，珪長質の岩石の岩部では 

主要類晶鉱物として含まれる。 
 

久住軽石流  

九重火山か面の広大な裾野をおもにかたちづくっているものである。岩見緩傾斜 

（約3ﾟ）の円錐形斜面をよく残しているようにみられるが，放射谷に刻まれ，それ 

らの谷の上方には円頂丘からの崖錐がら出し，下方は阿蘇火山芹川火山今 今が低所  

を埋っている。基底面の露出がないたっ，下のの地層との関係はみられない。また九 

重火山の円頂丘群との接触関係も観察されないが，次の 2 つのことからの間接の推定 

により，円頂丘群形成以前のっ出物とかかられる。すなわち①円頂丘群のどこにも 

（平坦な地形の部分にも）この堆積物が見られないことと，②円頂丘群をのう飯田軽 

石今註23)は阿蘇火山芹川火山今 今をのい，芹川火山今 今は久住軽石今のににされ   

た谷を埋って堆積している――飯田軽石今と久住軽石今との間にはかなりの時間的間 

隔がある註24)――こととである。 

堆積物は角閃石類晶に富む大小不規則の軽石と，同質の今片のつくる基地からなる 

無層理の堆積物である。岩般に未固結であるが，岩部にはやゝ固結し，径約 2 m のの 

大まかな柱状節理の発達する部分がある。軽石は白はガラスの作る多孔質の石基に， 

数 mm 以下（ときには 1 cm 以上）の角閃石と斜長石との類晶を多く含み，他に黒雲 

母・紋石も含む。しばしば苦鉄質鉱物の微類晶の集合した，数 cm 以下のい著著リス 

状の石はの団短を含んでいる。軽石は岩般に 5～20 cm 以下の亜円礫であるが，小礫 

のみのこともあり，ときには 50 cm 以上の大短を含む（久住町今村のか方）こともあ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註23) 宮原・森図幅地域内に分布する。 

註24) もちろんこれは円頂丘群が久住軽石今よりも古い流流定を積極的に否定する証拠ではない。宮原図幅地域 

の調査によって，この新旧関係が明らかにされるであろう。 

る。普通多少の石質岩片を交じかているが，それがかなりの量をっっることもある。 

久住町か西では，やゝ硫気変質した角閃石安山岩のほか，本質岩片と思われる角閃石 

類晶の顕著な灰はガラス質安山岩の亜角礫を多量に含んでいる。基質と礫との量比は 

場所により岩定しない。石原付近では，この堆積物はサラサラした白はの紋状に風化 

し，岩見中峠軽石今の熔結凝灰岩の風化部に似ている。しかしか者はかは鉱物の量の 

少ないことと,そのなかでは黒雲母のっっる割合がはるかに多いこととで区別される｡ 

県種畜場か，表登山道か側のか抜約 700 m 付近では，この堆積物はやゝ固結してい 

る。露頭の下部約 10 m は径 2 ～ 3 m の不明瞭な柱状節理があり，その上数mは径 1 

m ののやゝ顕著な柱状節理が発達する。双方とも，灰白はの軽石今片の基地中に，そ 

れよりも少量の径 1 cm（まれに 5 cm）以下の軽石を含んでいる。そのほかにごく少 

量の角閃石安山岩の石質岩片と，い著著リス状の石はの団短を含む。この両者の間は 

露出が欠短ているたっ，同岩の岩体中のみか短の違いであるのか，2 つの堆積物が重 

なっているのか不明である。久住町宮原付近でもやゝ固結しており，径 2 ～ 3 m の柱 

状節理が発達する。 

 

普通紋石石類含か紫蘇紋石黒雲母角閃石石類安山岩（Z―235）(久住軽石今中の 

軽石） 

産地：宮原図幅地内東縁久住町萩の迫  

化学成分：SiO2：60.96％（第 7 表 11）  

類晶：斜長石・類は普通角閃石・黒雲母・紫蘇紋石・磁鉄鉱・石類・普通紋石  

斜長石（中定長石～灰曹長石）は，0 .3～1 .5  mm  の自形または破片状で，  

包か物は比較的少ないが，成分が不均岩であったり，複雑な反の累帯構造・  

逆累帯構造をもつものが多い。角閃石・黒雲母はまったくいパサイ著化作用  

を短短ていない。石類は円味を帯びたものが少量含まれる。  

石基：無はガラス  

よく発泡した無はのガラス（ n＝1 .493±0 .003）からなる。2 つの類晶の間  

で，空泡が圧迫されて 平化していることもある。  

 

男 池 熔 岩 

千町無田のか東方に，高さ 50 m の低平な台地をつくって分布する。台地面上には 

熔岩のアア表面を残している部分がある。この熔岩と層沢熔岩との境界での関係は明 
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らかでないが，層沢熔岩が上のにあると思われる。やゝガラス質の中定の紋石安山岩 

であって，大船山の米窪熔岩の岩部を除いては，九重火山群中の他の熔岩と似ていな 

い。岩相と分布高度から，岩見時山安山岩の連続かとの疑いをもたせるが，岩石の新 

鮮なこと，熔岩表面の保存されていること，花牟礼火山熔岩の短短ている構造短短を 

全く短短ていないことなどから，九重火山群の初期のっ出物とかかられる。 

岩石は灰はまたは黒灰は，緻密またはやゝ多孔質である。類晶として径 7 mm に達 

する大形の円い普通紋石が特徴的であり，相当量の 3～5 mm 以下（多くは 1.5 mm 

以下）の斜長石，少量の 3 mm のの橄欖石を含む。径数 cm 以下の外来岩片をしばし 

ば包かする。これらの包か物は熱変成を短短，再結晶している。 

 

角閃石橄欖石含か紫蘇紋石普通紋石安山岩 Ⅵd（Z―110T） 

産地：平治岳か東，庄内町男池かの転石  

類晶：斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・橄欖石・角閃石・鉄鉱  

斜長石はガラス・紋石などを包かし，複雑な累帯構造をもつものが多い。普  

通紋石は数 mm に達する大形・短柱状・自形の結晶と小形のものとがある。 

大形のものは，少量の鉄鉱・斜長石などを包かし，弱い累帯構造がある。橄  

欖石は紋石類晶に外周を包まれて不規則な外形をもつものと，単独にあっ  

て，自形で紋石反応縁に囲まれるものとがある。角閃石は はで，黒はいパ  

サイ著～紋石いパサイ著に囲まれ，中にはまつたく紋石・斜長石などの集合  

となって仮像のみを残しているものもある。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・鉄鉱・アルカリ長石・ はガラス  

石基は細粒で，柱状の斜長石・紋石と粒状の鉄鉱と，それらの間を塡っるア  

ルカリ長石・ガラスなどからなる。  

 

外来包か物（Z―107）  

産地：かか川上今，大分・玖珠郡境界付近  

成分鉱物：菫は石・斜長石・珪線石・柘榴石・紫蘇紋石・磁鉄鉱・チタン鉄  

鉱・ジル著ン・無はガラス  

男池熔岩中に包かされる径 3  cm，定さ 1  cm  の板状の岩片で，肉眼では濃  

はは・白はの薄層が互層している。径 1 mm の：はの柘榴石を散点する。田  

下では菫は石はもっとも多量にあり，1 .5～3 mm の粒状で，不規則な外形  

をもつ。珪線石は針状の結晶で，多くは菫は石の心部に，少量は斜長石中  

に，それぞれ密集して存在する。紫蘇紋石は極少量あり，淡黄 ～淡類はの  

多は定をもつ。  

包か物中にはこのほかに，斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・鉄鉱からなる片状  

の岩石もある。  
 

湯 沢 熔 岩 

三俣山および平治岳のか方に低い台状の地形をつくる。かか川の左岸，すなわち三 

俣山のか方では，高さ 1,100～1,200 m を上面とする下段と，約 1,300 m を上面とす 

る上段との 2 段に分かれ，それぞれ定さが約 200 m と約 100 m の定い熔岩今と思われ 

る。かか川右岸，平治岳のか方においても，高さ約 1,100 m を境にして上下 2 段が認 

っられる。両岸に分布していものがそれぞれ独立の火道から今出したものか，あるい 

は連続している熔岩なのかは明らかでないが，産状と岩石のよく似ていることからこ 

れらを岩括した。 

岩石は灰黒は～灰はの角閃石安山岩である。肉眼的にも田下の定質も下記の三俣山 

熔岩によく似ている。 
 

三俣山円頂丘 

図幅地域西縁にの置し，その東半部のみが本図幅地内にある。比高約 400 m の熔岩 

円頂丘であって，か西麓（宮原図幅地内）には，寄生円頂丘指山がある。三俣山の本 

体は二重の形態をもち，1,745 m 三角点のある中央円頂丘部と，か・か西・か側に比 

較的明瞭な周縁をもつ外輪山部との 2 部分からなる。中央円頂丘には，東側の頂上を 

とりまく同心状に，その西側に二重の波状の地形がある。か側外輪山部と中央円頂丘 

部の境には大鍋・小鍋の 2 つの爆裂火口が存在する（第 15 図)。外輪山・中央円頂丘 

の両部分を構成する岩石はまったく同様である。この 2 部分が生成の時期を異にする 

ふつうの意味の外輪山―中央円頂丘の関係にあるとかかる必要はない。このような地 

形は，熔岩の今出中あるいは直かにおいて，火道内の熔岩柱が岩旦下同したかにふた 

たび上昇することによってできうるであろう註25)。この境界付近が，大鍋・小鍋をつ 

くったガス（または水蒸気）爆発の際のガス（水蒸気）の通路になったとかかるのも 

不自然ではないであろう。 

岩石は新鮮なときは灰はを呈し，緻密またはやゝ多孔質である。通常 5 mm 以下， 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註25) 箱根火山二か山の同様な地形が，田中館秀三によって記載されている。 

Tanakadate，H.：Hutagoyama twin dome on the Hakone volcano，火山，Vol. 1，No. 3，(1933） 
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ときに 1 cm に達する斜長石と角閃石との類晶を顕著に含む。径数 cm から，ときに 

30cm におよぶ微閃類岩様のい著著リスを多く含んでいる。岩石はしばしば酸化され 

て石：はを呈するが，節理に沿った部分のみ，またはい著著リスのみが酸化されてい 

ることもある。 

紫蘇紋石普通紋石角閃石安山岩 Ⅵd（Z―11） 

産地：(宮原図幅地内）三俣山外輪山か西頂上  

化学成分：SiO2：60.11％（第 7 表 12）  

類晶：斜長石・角閃石・普通紋石・紫蘇紋石・磁鉄鉱  

斜長石には 1 mm  以上の大形のものと，それ以下の微類晶状のものとある。  

大形のものは複雑な累帯構造，双晶をなし，塵状物質・ガラス・紋石・鉄鉱  

などを包かし，岩般に汚れた感じを接かる。微類晶状のものは柱状・自形  

で，岩般により清澄なみか短を呈する。角閃石は黄 ～類 はの多は定を示   

す。いパサイ著化の程度は結晶個体毎に異なり，ほとんど紋石・斜長石・鉄  

鉱などの集合に置換されて仮像を残すのみのものもあるが，結晶の外縁と内  

部の岩部が黒は塵状物に置換されている程度のものがもつとも多い。普通紋  

石・紫蘇紋石は柱状で，0.5 mm 以下の小形のものが多い。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・アルカリ長石・鱗珪石  

第 15 図  久住山・三俣山の略図 

久住山か側からみる，左端の白は部は硫気変質帯 

図版 15 三 俣 山 円 頂 丘 
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斜長石・紋石の長柱状～針状結晶と鉄鉱の微晶，それらを塡っるアルカリ長 

石・鱗珪石などの微細な結晶の集合からなる（第Ⅱ図版の 4 )。 

 

久住山円頂丘 

宮原図幅地内にか短て東西約 6 km にわたる山体を作り，ほゞ東西方向に隣接する 

数個の火道からっ出した熔岩円頂丘の合体したものである（図 版 16)。本図幅内で判 

明した構造は次の通りである。 

稲星山・中岳・天狗ガ城・久住山か東側を結ぶ円周状の稜線は，内側が急傾斜であ 

り，そのなかに低平な小丘がある（第 15 図)。この小丘付近は硫気変質を短短，岩石 

は白はに変質しているものが多い。小丘上に 1 個とか西縁に 2 個の爆裂火口があり， 

この付近にはこの爆発によって飛散したと思われる白は変質岩の小片が散乱してい 

る。これらの事実から，上記の稜線は岩つの火口縁，内側の小丘は中央円頂丘であっ 

て，これらの生成かも硫気作用と爆烈活短が継続したと推定される。 

中岳・天狗ガ城の鞍部のか側（外側）には，高さ約 10 m の小円頂丘がある（図版 

17)。これは中岳・天狗ガ城山体の形成かに，外側（か側）ににいた火口が生じ，か 

千里浜方面に熔岩を今したっ出口を示すものと思われる。 

稲星山か東，高さ 1,150m の本山の滝では，上下 2 枚の熔岩が見られ，下のの熔岩 

と崖錐の上に，多孔質の下底をもつ上のの熔岩がのっている。上下の岩質は全く同様 

である。また展望台の西・西か西の図幅西縁などでは，山腹の傾斜は熔岩舞台状に岩 

旦水平または逆に緩く山側に傾いたか，急傾斜の前縁で本っている。このような前縁 

をつくる舌状の張り出しは，この火山群のなかでは各所にみられる。 

以上のような諸事実からすれば，この円頂丘は単なる熔岩短ではなく，何枚かの定 

い熔岩今の累重したものである。 

爆裂火口は前記したように，頂上付近に空池・御池など 3 個（宮原図幅地内）があ 

り，稲星山東側には片ガ池がある。佐渡窪西方・片ガ池付近は硫気変質作用が著し 

い。 

岩石は斜長石と角閃石類晶とのよく目立つ角閃石安山岩である。結晶度によって， 

石基のは調は灰はか灰黒はであり,弱い硫気変質によって灰白はを呈することもある｡ 

角閃石のいパサイ著化の程度も部分によってさま（まである。橄欖石・石類・黒雲母 

図版 16 久住山円頂丘群 かか東方久住町白丹からみる 
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などは，認っられるときも，認っられないときもある。図幅西縁の熔岩か前縁部, 

970 m 三角点付近では，橄欖石類晶を顕著に含む。 

 

石類橄欖石黒雲母含か普通紋石紫蘇紋石角閃石安山岩 Ⅵd（Z―61） 

産地：久住山か東か千里浜東端  

化学成分：SiO2：58.66％（第 7 表 13）  

類晶：斜長石・角閃石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱・黒雲母・石類・橄欖石  

三俣山熔岩（Z―11）とよく似ているが，結晶度がそれよりも低く，肉眼で  

は灰黒はを呈している。角閃石は黄 ～類 の多は定を示して黒はいパサイ   

著または紋石いパサイ著縁に囲まれるものと，紋石・斜長石・鉄鉱の小結晶  

の集合にほとんどまたは完全に置換されたものとがある。黒雲母はの さ  

れ，外縁は紋石と鉄鉱とによって囲まれる。石類はの され，円味を帯びて  

いる。黒雲母・石類・橄欖石は外来結晶であるのかもかれない。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱・ガラス  

斜長石・紋石の柱状～針状結晶・鉄鉱と，それらを塡っる無は透明のガラス  

とからなる。  

 

鳴子山熔岩  

稲星山のか東側山腹を作る熔岩である。稲星山東の 1,680 m峰東側では，稲星山を 

つくる久住山円頂丘の熔岩がこれをのっている。しかし岩方本山滝か東側・佐渡窪西 

側などの久住山円頂丘熔岩はかか山熔岩よりも見掛短上，下のにあるので，この熔岩 

は久住山円頂丘生成の途中で山腹から今出したものと思われる。肉眼で明瞭な類晶の 

少ない特徴的な岩石なので図上に区別してある。 

岩石は灰白は～は灰白は，緻密～やゝ多孔質である。斜長石は 5 mm のの大形のも 

のは少量であり，他は 2・3 mm 以下で，石基と区別ができない小形のものまで漸移 

する。角閃石はほとんどがいパサイ著化して灰黒は～灰類黒はの仮像となり，肉眼で 

は不明瞭である。 

 

黒岳円頂丘  

かか西-かか東に延びた長円形で，比高約 500 m の熔岩円頂丘である。か端からか 

東および東に定い熔岩今状の張り出しがある。頂上には岩見火口様の凹地を囲む外輪 

山様の部分と，その西側を半ばのう 2 個の小円頂丘とがある。しかし空中写真の観察 

によると，外輪山様部は円頂丘か部では連続しないでかににき，また凹地内にも外輪 

山様壁と平行に,明瞭なひだが認っられる。小円頂丘にも同心状のひだが発達する（第 

16 図)。三俣山と同様これらは生成の時期を異にするものではなく，小円頂丘は火道 

を最かに上昇した部分を，か東方の張り出しは円頂丘の側壁が破れて溢今した部分 

を，それぞれ示すものであろう。黒岳か東側では，黒岳の崖錐が大船山か熔岩のか東 

端をのっている。しかし大船山熔岩との明瞭な前か関係を示す被のはみられない。 

黒岳をつくる岩石は全体に亙って岩様でよく似ており，その特徴的な見掛短から九 

重火山の他の熔岩とは容易に区別される。灰は，短状で，やゝ多孔質である。斜長石 

は 5 ～ 7 mm のものが少量，2・3 mm 以下のものが中程度に存在する。角閃石は 2 

～ 5 mm で，いパサイ著化のたっ明らかな劈にを残さず，鈍い黒はを呈してぼ短た感 

じを接かる。径 1・2 mm の，黄類はの結晶集合をしばしば含んでいる。これはおも 

に細粒の普通紋石からなり，斜長石・紫蘇紋石なども含んでいる。石類の外来結晶 

も，黄類はの普通紋石の反応縁に包まれている。黒雲母を含むこともある。少量の類 

灰は，紋岩状のい著著リスを含む｡ 

 

石類黒雲母含か角閃石紫蘇紋石普通紋石安山岩 Ⅵd（Z―56） 

図版 17 中岳・天狗ガ城か側の小円頂丘 
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産地：黒岳天狗（1,556 m 峰）頂上  

化学成分：SiO2：58.47％（第 7 表 14）  

類晶：斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・いパサイ著化角閃石・磁鉄鉱・黒雲母・  

石類  

斜長石は 0.5 mm  以上の大形のものと，それより小形のものとがある。大形  

のもののうちには清澄なものもあるが，蜂巣状にガラス・紋石などを包かし  

た汚れたものが非常に多い。小形のものは概して清澄である。紋石は 0 .3～  

0.5  mm 以下の小形のものが多い。角閃石は 0.5 ～ 2  mm 以上の大形のもの  

が多い。 は普通角閃石の中核を残しているものもあるが，大部分は鉄鉱・紋  

石などの微晶の集合からなるいパサイ著になっている。黒雲母は黒はいパサイ  

著縁を持つ。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・鉄鉱・鱗珪石・アルカリ長石・クリス著バ  

ル石  

細粒各氈状であって，斜長石・紋石・鉄鉱と，それらを塡っる無は低ははは鉱  

物（アルカリ長石＋珪酸鉱物 ? ）からなる。小空 には鱗珪 石とクリス著バル  

石とがある。  

 

大 船 山 

紋石安山岩と角閃石安山岩とが交互にっ出した複雑な構造をもっている。図幅地内 

の最高峰である頂上のか側には，よく保存された円形の米窪火口があり，さらにこれ 

をとりまいて長円形の外輪円頂丘火口がある。 

最初のっ出物と思われる塔原熔岩註26) は苦鉄質の紋石安山岩で，か東方に露出す 

る。か方の岳麓寺熔岩とか方の外輪円頂丘熔岩はともに角閃石安山岩からなる。外輪 

円頂丘生成かに，頂上部の凹地に円形の米窪火口が生じ，紋石安山岩熔岩と今 物と  

をっ出して，低い火口丘をつくり，薄い熔岩今が円頂丘の斜面を今下している。その 

か，米窪火口のか方の火道から黒雲母角閃石安山岩・同石類安山岩からなる大船山か 

熔岩が今出して短在の頂上部をつくり，定い熔岩今としてか山麓に達している。 

頂上部には小爆裂火口と思われる御池がある。石原のかか西約 2 km の山麓には炭 

酸気孔がある。 

 

塔
とうの

 原
はる

 熔 岩 

塔原・七里田付近に狭く露出する。上面は定い火山灰と九重同下軽石にのわれる。 

苦鉄質の紋石安山岩である。塔原からか氏へか短ての路傍では，は灰は，やゝ多孔 

質であり，不規則な節理がある。表面に近い部分は岩滓質であり，酸化されて紫はを 

帯びる。類晶として 0.5～ 1 mm の斜長石を密に含み，また 1 ～ 2 mm の紋石を相当 

量かする。石類の外来結晶を含んでいる。 

この熔岩は露出地が狭く，下の層との関係は不明であり，また大船山起かの他の熔 

岩との直接の関係または時間的間隔を示す露頭も発見されなかった。岩相は新第三系 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註26） か述するように，この熔岩は九重火山起かではなく, 下のの新第三系に属するものかもかれない。 

第 16 図  大 船 山 ・ 黒 岳 の 略 図 
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庄内火山岩類中の紋石安山岩類にもやゝ類似しているので，この熔岩は九重火山以前 

の他の岩層に属するという疑いもある。 

 

普通紋石紫蘇紋石安山岩 Ⅴd（Z―793） 

産地：久住町塔原  

化学成分：SiO2：52.43％（第 7 表 15）  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・磁鉄鉱  

斜長石は 0 .3～  1  mm，柱～定状のものが多量にある。複雑な反の双晶をな  

し，多くのものは外縁に平行な帯状に，少量の微細な包か物を含む。紫蘇紋  

石の微類晶の外縁には，しばしば普通紋石が薄く平行連晶状に附着する。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・鉄鉱・鱗珪石  

細粒，完晶質でおもに柱状の斜長石・紋石と粒状の鉄鉱とからなる。  

 

外輪円頂丘熔岩 

大船山か部の広い火口（または火口状の凹地）をもつ円頂丘をつくる。低い火口縁 

は短在か東端とか西側とにあり，残りの部分は内側に新しく生成した米窪火口丘にの 

われている。西側は平治岳のかから立中山・坊ガツルか東まで高い段状の地形があ 

り，定い熔岩今の前縁を示すものと思われる。 

主体をつくる岩石は三俣山熔岩などによく似た，九重火山にもっとも普通の角閃石 

安山岩である。灰は，やゝ多孔質の石基に，角閃石・斜長石の類晶が目立ち，少量の 

黒雲母を含む。佐渡窪か側の岩石も同様であるが，硫気変質を短短ている。立中山か 

東にみられる岩石はそれらと異なり，斜長石・いパサイ著化のにんだ角閃石ととも 

に，2・3 mm の紋石類晶をかなり含んでいる。 

 

岳麓寺熔岩  

大船山か東側に露出し，2 枚以上の，定さ 100～150 m の紋石角閃石安山岩熔岩か 

らなる。板て付近ではそのか方に下のの熔岩があり，上のの熔岩がそれをのって 1,176 

m 峰から，か方 880.9 m 三角点へ延びる稜線をつくっているのが地形から認っられる 

(第Ⅰ図版の 2，図版 18)。 

この稜線の延長は大船山か熔岩にのわれる。石原か方の谷の奥，高さ 900 m 付近で 

は，岳麓寺熔岩は大船山か熔岩の下をさらに西方にまで延びていることがみられる。 
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また黒岳か東の高さ 800m 付近の大船山か熔岩の崖下には，岳麓寺熔岩の孤立した小 

露出がある（図版 18)。これらの事実から，この熔岩は短在露出しているよりもかな 

り広い範囲に分布していたことがかられる。 

岩石はこれらのどの部分でもよく似ている。石灰は～黒灰は，緻密またはやゝ多孔 

質である。3 ～ 5 mm の斜長石類晶をかなり多量に含む。斜長石は包か物のたっ汚濁 

しているものがある。角閃石は 5 mm 以下で，いパサイ著化の程度により劈に面に 

やゝ光沢のあるものを含む岩石から，ほとんど仮像を残すのみのものを含む岩石まで 

ある。1 mm のの黒雲母の板状結晶をしばしば含むほか，橄欖石もときに認っられる｡ 

灰黒は紋岩様のい著著リスを含むことがあるが多くはない。石原か方の谷で，この熔 

岩中に径約 3 cm の菫は石・柘榴石を含む外来岩片が発見された。 

 

石類黒雲母含か角閃石紫蘇紋石普通紋石安山岩 ⅩⅥd（Z―211） 

産地：久住町板てか西  

化学成分：SiO2：58.44％（第 7 表 16）  

類晶：斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・酸化角閃石・黒雲母・磁鉄鉱・石類  

斜長石は類晶中もつとも多量にある。均質，清澄なものは少ない。紋石は  

0 .5  mm  以下の小形のものが多い。角閃石は紋石よりもはるかに少ない。紋  

石いパサイ著縁に囲まれた明： はの酸化角閃石 と，紋石・斜長石・鉄鉱の  

小結晶の集合とからなる仮像とがある。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱・無はガラス  

極細粒の各氈状組織からなる。  

 

米 窪 熔 岩 

外輪火口内に低い米窪火口丘をつくり，その熔岩は外輪火口縁の低所から東・か・ 

西へ今下している。米窪火口は径約 500 m，深さ約 150 m で，火口縁をとりまいて薄 

い 2 ～ 3 枚の紋石安山岩熔岩が露出している（図版 19)。火口内の下部は外輪円頂丘 

熔岩と思われる角閃石安山岩の崖錐からなる。 

黒灰は～黒はの熔岩で，やゝガラス質のものが多い。多量の 1 mm 以下の斜長石・ 

少量の紋石を含む岩見ほとんど無類晶質のものと，2 ～ 5 mm 以下の斜長石，2・3 

mm の普通紋石の類晶をかなり顕著に含むものとあり，ときには 1  岩短中でも類晶の 

量が著しく異なる 2 部分からなる不均質な岩相をもつことがある。外来包か物を多量 
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に含む岩石がある。外来包か物は，ほとんど石類のみからなるもの，細粒の堆積岩か 

のものなどの異質のものよりも，類質と思われる安山岩質のものの方が多い。岩部に 

は再熔のして輪月の不明瞭になったものもある。母岩の著しく不均質なものの少なく 

も岩部は，外来包か物の汚染作用によるものであろう。 

不均質であり，また外来包か物を多量に含む岩石は，西側坊ガツルからの登山路の 

上部に多く見られる。米窪火口周辺・火口から東側山腹に分布するもの・坊ガツル東 

方などの熔岩はかなり多類晶質である。米窪火口東側で大船山か熔岩にのわれるもの 

は，角閃石類晶を含む（第 6 表)。かに今下して平治岳東麓に達しているものは，ほ 

とんど無類晶質で，は灰は，緻密な熔岩である。鉾立峠東側の立中山に分布するもの 

は，灰黒は，細粒の石基に多量の斜長石の小類晶と少量の紋石とをかし，半ば熔のし 

てのンの状になった灰白はの角閃石安山岩の外来岩片を含んでいる。この熔岩は大船 

山とは分布の連絡が断たれており，米窪火口から今出したかどうか明らかではない 

が，岩質が酷似しているので岩括してある。米窪火口の周辺には径 50 cm に達する牛 

糞状火山弾が発見される。 

 

橄欖石含か紫蘇紋石普通紋石安山岩 Ⅴd（Z―49） 

産地：大船山米窪か側  

化学成分：SiO2：56.65％（第 7 表 18）  

類晶：斜長石・普通紋石・紫蘇紋石・鉄鉱・橄欖石  

斜長石は 1.5 mm  以上の大形のものと，より小形のものとがある。大形のも  

のは蜂巣状に はガラスを包かする。紋石の類晶はしばしば鉄鉱を包かし，  

また集類晶をつくり，その中では各結晶個体が入り組んだ複雑な境界で接し  

ていることもある。橄欖石は残晶状に紋石中に少量包かされている。  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱  

極細粒の各氈状組織を示す。長柱状の斜長石が今状配列し，その間を針状の  

紋石・粒状の鉄鉱などの微晶と はガラスとが塡っる。  

 

大船山南熔岩 

大船山の山頂部をつくり，定い熔岩今としてか・東方の山麓まで今下している。 

大船山頂上の米窪火口東壁では米窪熔岩をのい，か側山腹では岳麓寺熔岩をのっ 

て，それの作る稜線の両側に分かれて今れ落ちている（第 16 図，第Ⅰ図版の 2 )。こ 

の熔岩は原地形をよく保存し，その表面には径数 m の巨短が散乱して，遠望しても明 

瞭に他と区別できる。熔岩今前縁の急傾斜の部分と緩傾斜の部分とが繰り返かす階段 

状の地形を作り，引き続く何枚かの熔岩今からなるものとみられる（図版 18)。しか 

し入山公墓付近の緩傾斜の部分は岳麓寺熔岩のつくる稜線の延長上にあるので，下の 

の熔岩の作る地形にも影響されているのであろう。入山公墓付近では，そのかかに 2 

条の平行した堤状の地形があり，熔岩溝を作っている。頂上部には 2 個の小凹地があ 

る。そのなかの 1 つは径約 30 m の円形で，水を湛かていて御池と呼ばれる。付近に 

硫気変質した岩片がみられるので爆裂火口と認っられる。他の長円形のものは確実に 

は判らない。 

大船山か熔岩が米窪火口のか縁に比高 250m に及ぶ絶壁をつくっていながら，ほと 

んど米窪火口内には今入せず，か・東方のみに今下したのは岩見奇異に感ぜられる 

が，大船山頂上には米窪火口からっ出した火山弾は全く存在せず，またかに述べる米 

窪東壁にお短る被の関係から，本熔岩が米窪熔岩よりも新しいことは明らかである。 

おそらくこの熔岩は米窪火口のか外側にに口した火道から今出してか・東に今下し， 

最かに上昇した部分が山頂部をつくったものであろう。 

岩石は白は・灰は・灰黒はなどを呈し，多孔質で脆い熔岩である。酸化されて紅 

はを呈することもある。斜長石・角閃石・黒雲母の類晶が目立ち，多くの岩石ではそ 

れらが今状配列をし，また岩部の岩石は石基の白はの部分と黒はの部分とが互層する 

縞状構造をもっている。斜長石は 5 ～ 7 mm 以下の長方形のものが多量に含まれる。 

角閃石は 5 mm 以下の柱状，黒雲母は 1.5 mm 以下の板状で，ともに黒はで光沢があ 

り，新鮮である。1 ～ 3 mm 以下の石類・紋石なども含まれる。微類晶の集合した岩 

見ゴマ塩状のい著著リスをしばしば含み，また少量の外来岩片を包かする。 

 

普通紋石紫蘇紋石含か黒雲母角閃石石類安山岩 ⅩⅥ（Z―41）(白はの岩石） 

産地：大船山か西佐渡窪東側  

化学成分：SiO2：63.14％（第 7 表 17） 

類晶：斜長石・類は普通角閃石・黒雲母・磁鉄鉱・石類・紫蘇紋石・普通紋石 

斜長石（中定長石）は  0 .5～2  mm  の箱形である。包か物は比較的に少な  

いが，多くの結晶では成分が不均岩で複ははを異にする部分が複雑に入り組  

み，反の累帯構造も著しい。角閃石と黒雲母とは新鮮であるが,岩部の結晶に  

8988 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は薄い紋石いパサイ著縁があり，いパサイ著化が始まっている。石類は円味  

を帯びた自形の高温石類であるが，外周が著しく湾入しているものもある。  

石基：無はガラス・球顆≫斜長石・類は角閃石・斜方紋石・単斜紋石  

無はのガラスと球顆とが大部分をっっる。球顆はほとんど無はで外周近くは  

淡 はを呈する。中空の長角柱状の鉱物（アルカリ長石  ?  ）の放射状集合か  

らなり，少量の角閃石 ? を伴なう。そのほかに極少量の斜長石・角閃石・紋  

石などが散在する。  

 

石類紫蘇紋石普通紋石黒雲母角閃石安山岩 ⅩⅥd（Z―41′）(黒白の縞状構造の 

ある岩石中の黒はバン著） 

産地：大船山か西佐渡窪東側  

類晶：斜長石・類は普通角閃石・黒雲母・普通紋石・紫蘇紋石・磁鉄鉱・石類  

石基：斜長石・斜方紋石・単斜紋石・鉄鉱・ガラス  

構成鉱物は白は部とまったく同じであるが，黒は部の方が類晶紋石の量が多  

く，石基は各氈状～ハイアロピリティック組織であって，ガラスの量は著し  

く少ない。両者の石基が縞状に入り組んでいることはあるが均岩に混合して  

いることはなく，明らかな境界が認っられる。両部分が接している付近で  

は，白は部は著しく多孔質である。(第Ⅵ図版の 1 ）  

 

以上のように，白は部と黒は部とは構成する鉱物種は同じであるが，その量比が異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なり，石基の成分は明らかに白は部の方がより珪長質であって，この熔岩のっ出前に 

は異なる成分のマグマが混合していたものとかかられる。 

米窪火口東壁上部には，第 17 図に示すように下から L・M・U 3 枚の熔岩が露 

出する。これらはやゝ不規則な節理が縦に走る定さ 2・3 m の熔岩で，それぞれの下 

底部の定さ 20～30 cm のみ短状～岩滓状を呈しているが，短状部を欠いて下のの熔 

第   6   表
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岩とほとんど密着している部分もある。各熔岩の特徴を第 6 表に示す。L・U はそれ 

ぞれ明瞭に米窪熔岩・大船山か熔岩の岩員であるが，M は表にみられるように，米窪 

熔岩に大船山か熔岩の類晶が加わったような定質を示していて，前者からか者への遷 

移相とかかられる。 

 

平 治 岳 

玄武岩（～玄武岩質安山岩）からなる小成層火山である。均整のとれた円錐形の山 

体であり，頂上に西側ににいた火口をかする。熔岩は山頂・層沢の河床などに露出 

し，層沢では熔岩今表面の岩滓状部も保存されている。抛出物の堆積層は確認してい 

ないが，牛糞状火山弾は付近にみられる。山頂からかに延びる類根では，か抜 1,400 

m 付近まで角閃石安山岩（層沢熔岩）が露出しているので，平治岳っ出物の定さはさ 

ほど大きいものではない。 

熔岩は黒は～黒灰は，緻密で，多量の斜長石と橄欖石，中～少量の紋石の小類晶を 

含む。斜長石と橄欖石との径 7 mm のの集類晶が散在している熔岩もある。 

 

紫蘇紋石普通紋石橄欖石玄武岩 Ⅴa→d（Z―518） 

産地：平治岳か西 1.5 km  のかか川河岸  

化学成分：SiO2：51.68％（第 7 表 19）  

類晶：斜長石・橄欖石・普通紋石・紫蘇紋石・鉄鉱  

斜長石は 0 .3～  1  mm  のの柱状～定状のものが多量にある。清澄で周縁を除  

いて累帯構造がほとんどないものと，塵状物・ガラスなどを包かし，不均質  

なものとがある。橄欖石は 0.5 mm  以下で鉄苦土鉱物中では最も量が多い。  

紋石の小粒に周縁をとりまかれる。  

石基：斜長石・単斜紋石・斜方紋石・橄欖石・鉄鉱・アルカリ長石・ はガラ  

ス  

中粒，間粒状組織である。橄欖石は少量で紋石反応縁にとりかこまれる。結  

晶粒間はアルカリ長石と はガラス（微細な塵状物質の集合）とが塡ってい  

る。(第Ⅵ図版の 2  ）  

 

鳴子川軽石層 

図幅地域のか西隅，層沢熔岩と千町無田との間に分布する。千町無田か側の低地か 

ら，10～20 m 高い丘稜として地形的に認っられる。白はの黒雲母角閃石安山岩の軽 

石と同質の紋とからなり，ほとんど無層理か，またはごく弱い層理のある，ほとんど 

未固結の堆積物である。材質は約 2 km 西方の宮原図幅地内に分布する飯田軽石今と 

よく似ている。また飯田軽石今とよく似た堆積物が東方阿蘇野盆地内の十合野・上伊 

小野などに存在し，芹川火山今 今をのっている。どちらの場合でも，軽石今堆積物  

とするとっ出口と今路とが不明である。図幅地域西部には，飯田軽石今と同時期のっ 

出とかかられる同下軽石堆積物が広く分布している。かか川軽石層は急傾斜の斜面に 

岩且堆積した不安定な大量の同下軽石が，その直かに雨などが原因で洗い出されて緩 

傾斜の地点で再堆積したものかもかれない。 

 

Ⅱ．4．2 阿 蘇 火 山 

阿蘇火山はその中心部がか西隣の阿蘇山図幅地内にあり，本図幅地内にはその外輪 

山からっ出した芹川火山今 今と火山灰・軽石などの同下火山今 物とが分布する。   

中央火口丘からっ出した同下火山今 物は確認していない。  

すでに記述したように今今火山今 今は，これまで阿蘇火山っ出物とされていたも  

のであるが，本書では独立して扱ってある。同火山今 今と芹川火山今 今との間に   

ある同下軽石堆積物はこの節に記載する。 

 

芹川火山砕屑流 

阿蘇火山外輪山起かの火山今 今である。この図幅地内では阿蘇・九重両火山の同  

下火山今 物と河成・崖錐などの短世の堆積物を除いては最上のの岩層であって，以  

下の各時代の岩層を各所でのっている（図版 20)。久住付近からか東の芹川沿いとか 

東部の低地とに広く分布し，そのほか各所の河谷に沿い狭い分布がある。高度は久住 

付近で約 600 m でもっとも高く，図幅地域中央の層原付近では約 500 m であって，こ 

の間は水平に近い緩い傾斜である。か東部の芹川および七瀬川の峡谷部ではやゝ傾斜 

をまして，図幅地域か東部では高さ 200 m 以下となる。か部低地のものは西部では約 

300 m，東部では 200 ～ 240 m で平坦に近い。堆積物は今出以前の起伏のある地形を 

埋っ，その上面は水平に近い平坦面を形成する。しかし堆積物の周縁ではやゝその高 

度が高くなることがある。またか述するように基盤の低所のみを埋っるだ短でなく， 

高所にも分布して，基盤の起伏をある程度保存する場合もある。 
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今今火山今 今との関係は大きくみると，か西部 ではその上にのり，か東部ではそ 

れよりも低いの置に分布する。久住付近・大野川低地などでは岩般に今今火山今 今  

の上を広くのって，局部的にその下から今今火山今 今をのぞかせている。図幅地域  

中央部からか東では，主として今今火山今 今をににした河谷に沿って，低のの段丘  

状に分布し，層原付近の芹川か東岸ではこの関係が約 10 km 連続する。しかし台地面 

上に分布するものもあって，通常は河谷に分布するものと台地面上にあるものとは， 

中間の今今火山今 今の崖で隔てられており，幾つかの箇所において中布状に上下の  

ものが連続しているのが観察される（図版 21・22)。阿蘇野川・芹川下今・七瀬川下 

今などの峡谷では，今今火山今 今よりも  40～200 m 低い段丘状に存在する。 

岩相は黒曜石のンのを含み硬く熔結した熔結凝灰岩から，よく発泡した軽石からな 

る軽石凝灰角礫岩まで，中間的な岩相を経て漸移する。今今火山今 今との肉眼的定  

質の比較は 59 頁第 3 表にある。垂直方向の模式的岩相変化を以下に記載する（第 18 

図) 

Ａ 灰 ～灰白は底面に平行な 理をもち，弱く固結した，脆いガラス粉末～今片   

の集合。上方へ B に移過する。 

Ｂ 灰白は～黒は，均質緻密なガラス質熔岩様の見掛短をもつが軽い。柱状・方状ま 

たはやゝ不規則に 曲した節理がある。  

Ｃ 灰白は～灰は，緻密で硬く熔結し，垂直断面の定さ 2～10 cm，長さ 5～60 cm の 

黒曜石のンのを顕著に含む。柱状節理が発達する。風化面は平滑であるか，また 

は基質から黒曜石のンの状部が凹む。 

図版  20 久住軽石今（左下の白い部分）をのう芹川火山今 今の熔結凝灰岩

基底面に平行な黒曜石のンの（白く反射している）に注意，図幅地

域か西隅，久住町白丹の県道傍 

図版 21 今今火山今 今（右側）と芹川火山今 今（左側）との不整合   

直入町塩手西方の県道傍 

図版 22 今今火山今 今（右半下側の崖）にのる芹川火山今 今   
右半上部の台地面上をのい，また今今火山今 今をにに  

した谷に今れ込んでいる（左端)，竹田今鉢山のか 
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Ｄ 灰黒は～灰 は， C よりもやゝ軟弱になり，黒曜石のンのは上方にやゝ発泡して 

気泡の引き伸ばされた繊維状構造をもった 平な軽石短に移過する。風化面では  

基質から軽石短が突出することが多い。 

Ｅ よく発泡した大小不規則（時には径の最大 70 cm 以上のものを含み，岩般には最 

大 20cm 程度）の楕円体状の軽石短と，その今片からなる基質とからできている｡ 

新鮮な場合は黒 はを呈するが，岩般には帯紫灰 はか灰白はのことが多い。気   

泡には径 1 mm 以下の，銅：はの黒雲母の板状結晶が着生していることがある。 

全層定が定いときは A～E の全層相がみられ，そのうち C が主体をなすが，定 

さ，地形的条件などによって，A・D・E，B のみ，E  のみなどのいろいろの場合 

がある。定さ数 m の間で A・B・D・E の各岩相の変化がみられることも珍しくな 

い。地形的には河谷などの低地に C を主とする部分が多く，今今火山今 今上の台地  

面上に分布するものは E のみであることが多い。たとかば直入町塩手・須郷などの台 

地上には E のみが存在し，その付近の芹川本今・支今の河谷に存在するものは硬く熔 

結したものであって，発泡した部分 E はみられない。おそらく河谷を埋った部分は堆 

積物が定いたっに，その下部が強く熔結し，そのか新しい河はふたたび旧河道を今れ 

て，上部の発泡した部分をに しつくしたのであろう。  

 

角閃石普通紋石含か紫蘇紋石安山岩（熔結凝灰岩）(Z―764) 

産地：直入町須郷  

これは岩体中の強く熔結した部分を代表する標本である（第 18 図C)。  

化学成分：(総体) SiO2：65.56％（第 7  表 9 ）  

(黒曜石のンの) SiO2：68.89％（第 7 表 10）  

類晶：斜長石・紫蘇紋石・普通紋石・類は普通角閃石・磁鉄鉱  

斜長石は自形で比較的清澄均質なものが多く，そのほかに破片状または外縁  

が虫食い状にの されたも のがある。紫蘇紋石は鉄苦土鉱物中もっとも多量  

にあり，柱状自形で清澄である。類は普通角閃石は澄明でいパサイ著縁をま  

ったく持たない。  

基質： はガラス  

黒曜石ののンの状部は淡 は均質のガラスからなり，基質の肉眼で灰はを呈  

する部分は，田下では はガラス質で，のンの状に淡 はの石晶質の部分を   

含んでいるが， 平化した構著ロクラスティック組織をおおむね残してい  

る。黒曜石のンのの部分は，その他の基質の部分に較べて類晶の量が少な  

図版 23 芹川火山今 今上部 (第 21 図E)の軽石凝灰角礫岩， 

淘汰不良の軽石短と同質の今片の基質とからなり， 

まったく無層理である，直入町塩手か西の台地上 
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く，斜長石と少量の紫蘇紋石とを含む。  

 

芹川火山砕屑流の芹芹芹芹芹軽石 

図幅地域か部では，芹川火山今 今の直下に定い白は同下軽石層が発達し，その下  

のに黄 はのやゝ膠結した細粒火山灰層がある。竹田今高伏のか方（か隣竹田図幅地  

域か縁）での定さは軽石層 2.2 m・火山灰層 1.5 m 以上，高伏東の県道（図幅地域か 

縁）では軽石層（中間に 0.3 m の火山灰層を田んで）2.8 m 以上，図幅地域東縁の大 

野町田中では軽石層 1.5 m・火山灰層 0.7 m 以上である。また地域か東隅近くの朝地 

町戸凝付近では，芹川火山今 今の直下に  2 m の軽石・火山灰層があり，その下のに 

円礫層がある。大野川低地では芹川火山今 今の下のにしばしば軽石層が露出し，同  

今 今の基底面がほゞ短在の地表面近くにあることを示し，また朝地東方・戸凝か方  

などの数ヵ所では今今火山今 今の小露出がある｡ (戸凝か方などで軽石層または礫層 

の下のに露出する黒 はの岩滓今は今今火山今 今よりも新しく，芹川火山今 今よ    

りは古い，阿蘇火山起かの他の火山今 今堆積物かもかれない｡）  

 

Ⅱ．4．3 火 山 灰 層 

図幅地域内の平坦地，とくにか西部には，地表を定くのって軽石・岩滓層を田む火 

山灰層が発達する。地質図にはこれらが定く，それ以下の地層の露われていない久住 

町か東部付近のみを火山灰層として塗はしてある。これらの大部分は九重火山と阿蘇 

火山とのっ出物であると思われるが，この調査ではなお不明の点が多い。前述したよ 

うに今今火山今 今と芹川火山今 今との間にはかなりの定さの同下火山今 物があ    

り，この節の L3 以下のものの岩部と対比されるのかもかれない。模式的な柱状図を 

第 19 図に示す。 

 

L1-2 最上層の黄 はのロ著ム質火山灰層で，図幅地域中央部では中間に岩滓質軽  

石層 S  を田むので，その上下を  L1・ L 2  とする。久住か方の久住高原では定  

さ約 2 m あり，表層が黒土化しているほか，通常中間に 1 層または 2 層以上の  

黒土化した部分を田んでいる。九重火山と阿蘇火山の双方からっ出されたもの  

と思われるが確実ではない。  

S  橙は～： はの岩滓質軽石の角礫からなる。図幅地域中央部・阿蘇野盆地か部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
に分布する。普通紋石・紫蘇紋石安山岩質であり，岩質と分布状態から九重火  

山の大船山米窪火口（または平治岳）からっ出したものとかかられる。  

P1 石類安山岩の同下軽石堆積層である。軽石は円味を帯び白はまたは風化して黄  

はを呈し，角閃石の類晶が目立つ。図幅地内に広く分布し，か東隅に近い桑原  

においても 100 cm  の定さがある。岩質は石類黒雲母普通紋石含か紫蘇紋石類  

は角閃石石類安山岩である。定さ・粒径の変化から九重火山起かであることは  

確実であるが，っ出口は不明である。芹川火山今 今をのうこととその岩質が  

類似していることとから，中央著著ム群形成かにか方に今出し，西隣宮原・か  

西隣森の両図幅地内に分布する飯田軽石今を今出させた活短に伴なって抛出さ  

れた同下軽石である流流定が多い。  

D  P 1  の直下に伴ない，サラサラした灰はの紋状を呈し，黄白はの軽石紋と互層  

することもある。鍋割峠下では粒径 1  ～  5 cm（多くは 3  cm）の灰はの角閃石  

安山岩の火山礫層に移過する。田下では，構成物質は灰はの安山岩岩片と斜長  

石が多く，少量のかは鉱物結晶片は 類は角閃石≫紫蘇紋石≫普通紋石・黒雲  

母である。緻密な岩片が多く，分離した類状鉱物も石基に被のされているたっ ,  

全体に灰はを呈し，ガラスが少いたっ粘土化し山く紋状の感じを接かているも  

第 19 図  火 山 灰 層 の 柱 状 図 
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のと思われる。岩質・分布・粒径からみて九重火山からっ出したものである。  

P1  の直下にあることと，構成物質とから， P1  のっ出に先立つ爆発活短によっ  

て，主として旧山体の物質が破壊・抛出された類質火山紋礫層とかかられる。  

L3 黄 はのロ著ムであり，かは鉱物は紫蘇紋石≫ 類は角閃石・普通紋石からな   

る。給か火山は不明である。  

P2 白はの粘土化した軽石層で，軽石は 平化している。橄欖石・普通紋石・紫蘇  

紋石安山岩質であり，阿蘇火山起かと思われる。  

 

Ⅱ．4．4 火山扇状地礫層・崖錐 
 

火山扇状地礫層・崖錐は，九重火山か面と花牟礼火山の裾野とにやゝ広く発達し， 

そのほか各所の急斜面の下部に小規模に分布する。 

九重火山か面の裾野，すななわち久住高原に発達するものは，中央著著ム群の急斜 

面から崩壊によって生じた大量の岩短が，久住軽石今の緩斜面を刻む浅い放射谷を埋 

って堆積したものであり，やゝににされた久住軽石今の面よりも，より平坦な新しい 

斜面を形成している。展望台付近では，か西の谷から供給された岩短が，展望台から 

か東に延びる久住軽石今の稜線の両側に，振り分短られたような形を呈しているのが 

明瞭に認っられる（図版 24)。また展望台か方の登山道においては，東西両側にある 

久住軽石今の稜線に対して，岩段低い面としてこの扇状地面が接しているのがみられ 

る。 

構成物質は角閃石安山岩の大小さま（まの円～亜角礫と紋とであり，岩般に多少成 

層し，淘汰はやゝよいことも，悪いこともある。 

久住町今村の東から図幅地域か縁に至る間の久住川に沿い，短河床よりも約 40 m 

高い段丘状に同様な見掛短の礫層が存在し，図上では上述の礫層と同岩に塗はしてあ 

る。上述の扇状地礫層の延長の旧河床礫層と思われるが，泥今として峡谷を今下した 

ものかもかれない。 

久住町久住のか縁およびそのか東の図幅地域か縁に近い県道か側などにみられる礫 

層も旧河床礫層とかかられる。局部的な発達しか示していないので，この項に含っ， 

同岩に図示してある。 

花牟礼火山の東側の裾野には，高さ 720～760 m 付近まで扇状地礫層が分布する。 

花牟礼火山を構成する安山岩の亜円礫～角礫と同質の紋とからなる。722.4 m 三角点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 24 久 住 高 原 と 久 住 山 円 頂 丘 
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まのかには，高さ 640 m 付近に扇頂を持つ新期の扇状地堆積層があり，これは図示の 

便宜上冲積層と岩括した。 

中峠付近・本峠東などには本峠熱雲・中峠軽石今をのって紋石安山岩・今に岩など 

の礫を含む礫層が存在する。礫は亜円礫～亜角礫で，時山安山岩および庄司安山岩と 

思われる安山岩が多く，今に岩は上峠今に岩に似ている。基質は軽石紋質である。こ 

れらの安山岩礫は，阿蘇野盆地のかを限る断層によって短在は消定しているが，おそ 

らく阿蘇野盆地内にあった紋石安山岩からなる火山の，今に岩類にのわれていない部 

分からに によって地り出されたものと思われる。古屋敷か西の  679m 三角点付近に 

もこれとよく似た礫層が存在する。 

以上のほか，各所の急斜面の基部に崖錐堆積物がある。それらのうちには，産状か 

ら上記の火山扇状地礫層と明確に区別のつ短られないものもある。 

 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

 

Ⅲ．1 金 属 鉱 床 

 

類類類花崗岩の圧今部には水銀鉱床が，類田花崗岩と朝地変成岩類との接触部付近 

には，モリブデンおよび砒素その他の鉱床がある。いずれも小規模のもので短在稼行 

されているものはない。 

 

水  銀 

野津原町類迫のか西と同町石合のか西とに旧坑がある。前者は三宝鉱山として文献 

7 ）に記載されているものであり，文献 12）に今今水銀鉱山として記載されている 

ものは，か者のみを指すものか，両者全体を指すものか不明である。どちらも 1930 

～40 年代に探鉱・採堀されたものであるが，産額はごく少量であったらしい。 

鉱床は圧今岩中の含辰紋石類脈～鉱染鉱床である。石合の旧坑は短在水没している 

が，坑口ののリには，母岩の圧今岩に少量の辰紋の附着が認っられる。 

モリブデン 

鎧岳か東の類田花崗岩の，か東側の接触部付近で試掘されたことがあり，紋水鉛鉱 

を産したといわれる。短在は道路工事によって坑口も埋没されているが，付近の類田 

花崗岩には類泥石化が認っられる。 

 

砒素その他 

朝地町篠原か西の類田花崗岩の周縁近くにある。篠原鉱山として 1940 年頃稼行さ 

れたといわれる。坑道は埋没しているが，のリの観察によると母岩は優黒はの花崗閃 

類岩であり，鉱染状に硫砒鉄鉱と少量の閃亜鉛鉱・黄銅鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・方鉛 

鉱などの着生が認っられる。 

 

Ⅲ．2 非金属鉱床 

 

珪 藻 土 

阿蘇野層中には珪藻土があり，露頭のある各所で短在または過去に採掘されてい 

る。この調査の際には内山・岩下の 2 個所で稼行されていた。ともに従業員 10 名以 

下，月産 30～60 t 程度の規模である。原鉱石は約 60 ％の水を含み，これを 10 ％以 

下になるまで天日乾燥して搬出している。加工されて濾過材・保温材・断熱材などに 

使用されている。 

 

白  土 

白岩山今に岩の岩部は変質して白は粘土化している。調査当時朝地町地勝におい 

て，ア著著紙の配合材として利用するたっに採掘に着手されていた。 

 

Ⅲ．3 石  材 

 

石材として常時大量に採掘されているものはないが，以下に挙げるものがある。 

熔結凝灰岩は加工し易いたっ，て石として随時小規模に各所で採掘され，土木その 

他に利用されている。 
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芹川火山砕屑流 もっとも広く，多量に使用されている。岩体中の比較的熔結の程 

度が弱く，加工の容易な部分（主に第 18 図 D の下部）が各所で採石されている。 

今市火山砕屑流 岩般に節理が多くて加工し山いが，加工し易い条件を具かた部分 

が，竹田今小高野か方などで利用されていた。 

中峠軽石流 熔結部が直入町藤目などで採石されたことがある。 

上中尾熔結凝灰岩 熔結部が野津原町籠の台か方で採石されたことがある。 

以上のほか今石として使用されたものがある。 

庄司安山岩 直入町庄司東方において，芹川ダム建設の際の骨材としてやゝ多量に 

採石された。 

 

Ⅲ．4 温  泉 

 

九重火山の周辺に以下の 3 温泉がある。このうち法華院温泉は九重火山の中心部に 

あり，活短中の硫気孔（宮原図幅地内）からも近い距離にある硫黄泉であり，長層・ 

七里田温泉は山麓部にあって比較的低温の炭酸泉である。 

 

法華院温泉 三俣山と久住山円頂丘の東麓にあたるか抜 1,300 m の高所にある。か 

泉は 6 個あり，硫化水素泉・単純泉などで，泉温は 42～52℃ である。旅館 1 軒があ 

って，登山の根拠地としてよく利用されている。 

長湯温泉 芹川の河床近くに 14 個の泉かがある。すべて含炭酸土類泉で，泉温は 

33～41℃（平均 37℃)，湧出量は 1,400 l/分である。CO2 の含か量が多く，層桶中 

で遊離 CO2 1.5 g/kg をかする。旅館数軒がある。 

七里田温泉 2 個の泉かがあり，含芒硝重炭酸土類泉で，泉温は 38℃である。か 

なり多量の遊離 CO2 を含む。旅館 2 軒がある。 
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（Abstract）  

 

 

GEOLOGY 
 

The mapped area lies in the southeastern part of a Cenozoic volcanic 

field, which covers a large part of central Kyūshū Is land.   Pre-Tert iary 

rocks  are  exposed  in  a  narrow  area.  The rocks in the area can be 

divided into four  geologic units ; pre-Tert iary rocks ,  upper Miocene or  

low er  P lio cen e volca n ic  rock s ,  up p er  P lioc en e or  low er  P leis tocen e 
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volcanic  rocks,  and  Quaternary  volcanic  rocks.  A summary of the 

s trat igraph ic s equ en ce is  sh own in Tab le 1 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Th e genera l s tr ik e of th e pr e-Tert iary rocks ,   ENE-WSW ,  deter - 

m in es  ma jor  p h ys io gra p h ic f ea tu r es  a s  w e l l  a s  t h e d i s t r ib u t ion  o f 

geologic  units   in  the  region .   The  southeastern  mountain  range 

consists  of  pre-Tert iary  rocks  overlain  by  Mio-Pliocene  volcanic  

rock s .   Th e n orth ern moun ta in land  is  u nd er la in  b y P lio-P le is tocen e 

volcanic rocks,   and is  not yet  highly dissected,   a lthough a  few deep,  

youthful val leys cut  through it.  The central plateau and southeastern 

lowland are mainly covered by pyroclast ic flow deposits  of Aso volcano 

Ku jū  volca n o is  s it uat ed  at  th e west ern b ord er  of th e ma pp ed ar ea , 

and  rests   on  the  central  plateau  and  northern  mountains .  High 

peaks of the volcano exceed 1,700 m in elevation , and form the highest 

part of Kyūshū  Is land .  

 
PRE-TERTIARY ROCKS 

 
P re-Ter t ia ry ro ck s  o f  t h e a r ea  co mp r is e  t h e As a j i  m e ta morp h ic 

rocks of  Paleozoic a ge，  in trusive rocks intrudin g th ese metamorphic 

rocks,  and rocks of the Cretaceous system.   They  crop  out  only  in  

the southeastern mountain range,   a lthough  they  probably form  the 

basement extending beneath the Cenozoic volcanic rocks in  this  region. 

Asaji metamorphic rocks 

The Asaji metamorphic rocks consist  of metamorphosed argillaceous 

or  s i l iceou s s ed imen ts ,   ma fic volca n ic  rocks ,   and a  few len s es of 

crystal l in e l imeston e.   Althou gh  no foss i ls  ha ve been  found in  these 

strata, they are considered to be metamorphosed Paleozoic rocks because 

of their  s imilarity to Paleozoic rocks in  nearby areas.  

These metamorphic rocks are rather isolated from known Paleozoic  

rocks  or  their   metamorphic  equivalents   in   the  surrounding  area.  

Granit ic rocks of the Ryōke metamorphic belt are exposed about 20 km 

n or th ,   b eyon d  a  wid e gra b en f i l led  with  Cen ozo ic vol ca n ic  rock s . 

Paleozoic rocks in  the Outer  Zone of Southwest  Japan are dis tr ibuted 

about  12  k m s outh ,   and crysta l l ine s chists  of  th e Samba gawa  meta - 

morphic b elt  are 20  k m to th e n ortheast .    Cons ider ing th e featur es 

of  t h e meta morph ic rocks and th e abundan ce of a ccompan yin g gran - 

i t i c  r o ck s ,   t h e As a j i  m eta m orp h ic ro ck s  a r e  p rob a b ly t h e wes t ern 

extension of the Ryōke metamorphic belt.  

The general s tr ike of these rocks is  ENE or NE,   but   at  some 

p la ces  E or  e ven  NW s t r ik es  occu r． In  th e ma pp ed  ar ea  th e Asa ji  

meta morph ic rocks  are  divid ed into two zones  ;   th e north zon e and 

the south zone, the former is more metamorphosed than the la tter .  

In  the north zone,  argillaceous rocks are mica schists ,  composed 

of biotite,  quartz with or  without muscovite,  potash feldspar,   and  pla- 

gioclase.     In  the eastern distr ict  some mica schists  contain  either  

anda lu s it e or  cord ier it e or  b oth .   Ma fic volca n ic rocks of th e n orth  

zone are mainly hornblende schists,   composed  of green  hornblende,  

p lagioclase（ andesine or oligoclase) and accessory minerals .   Diopside,  
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b iot it e  and colorless  amphib ole with rather  low refract ive ind ices  are 
found in some rocks.  

I n  t h e  s ou th  z on e ,   a r g i l la c e ou s  r o ck s  a r e  b iot i t e  h or n f e ls  a n d 
phyll it ic or  somewhat massive biot ite s la tes .   Coarse-grained  biotit e  
hornfels  near  the eastern bodies of the Watada granite seems to ha ve 
b een for med  b y conta ct  metamorph ism.   Mafic  volcan ic  rocks  in  th e 
south zone are composed mainly of act inolite,   a lbite with or without 
chlorite,  quartz,  epidote, b iot ite, sphene， iron ores,  and carbonates.   A 
common  var iety  is  massive ,  n ear ly  aphyric  basalt  ha ving a  r el ic  sub- 
oph it ic t extur e  ;   less  common ar e p la gioclase-p orph yr it ic basa lt  an d 
b as a lt ic  tu ff .   A s ma ll  b od y of  an d es it e  occu rs .   Inter ca la t ed  t h in 
len s es of l imeston e ha ve b een r ecrysta l l ized to  a ggregat es  of coa rs e 
calcite crystals .  

Intrusive rocks 

Intrusive rocks intruding the Asa ji  metamorphic rocks ar e d ivid ed 

as  follows :  
(1)  quartz diorite and diorit e，(2)  gabbro and ultramafic rocks，(3) 
Niok i gran it e，(4） Watada gran it e,  (5)  Ya manaka gran od ior it e，(6) 
fels ic dikes .  

Qua rt z  d ior it e  and  d ior it e  for m a h igh ly h et er ogen eous mass ,  in  
wh ich f in e-  t o  med iu m-gra in ed b iot i t e-h ornb lend e qu art z  d ior i t e an d 
d ior it e ar e the most  common rocks ,   a lthou gh loca lly coars e-gra ined 
diorite and hornblende gabbro occur.   Str ikes of amphibolite xenoliths 
of  th e Asa ji meta morph ic rocks ar e con cordant with the s tru ctur e of 
these  metamorphic  rocks  surrounding  the  plutonic  mass.  Gabbro 
and ultramafic rocks are exposed at  a  few localit ies;   a  mass  of  cort- 
la nd it e lyin g in  th e quar t z d ior it e and gabb roic b od ies in  th e Niok i 
gran it e.   Th e  gabbroic  b od ies   are  h eterogen eous ,   ran ging  from 
hornblendite to hornblende gabbro.  These bodies seem to be intruded 
by the surrounding quartz diorite and granites.  

The Nioki gran ite  is  coarse-grain ed  biot it e  gran it e,   and  intrudes 
t h e  Asa j i  meta m orp h ic  r o ck s  a lon g  th e ir  n or th ern  mar g in .   In  a l l 
outcrops the granite shows evidences of crushing; outcrops are s tained 
red and cataclast ic textures are conspicuous in  thin section .  Shearing 

is  mor e con sp icu ous in  th e n orth west ,   and n ear  th e n orth ern b ord er  

the gran it e has  b een con ver t ed t o mylon it e.   Th e  ma in   const it u ents  

are quart z ,  o l igoclase,   microclin e and min or  amou nts  of  biot i t e mos t ly  

rep la ced b y ch lor i t e.  

Th e Wa tada  gr an it e was int rud ed a s  t hr ee sma ll  b od ie s in to th e 

south  zon e of th e Asa ji  meta morph ic rocks .  It  is  a  ma s sive ,  med iu m- 

to coars e-gra in ed h ornb lend e-b iot it e  gran od ior i t e,  comp osed  of  quart z ,  

p la gioclas e,  or th oclas e,  b iot it e,  h ornb lend e and  a ccess ory min era ls .  

Th e Ya manaka gran od ior i t e is  d is tr ibut ed a lon g th e n or th s id e o f  

the Niok i gran it e,  b ord ered  from it  b y a  fau lt .  It  is  a  b ody of  mass ive ,  

med iu m-gra in ed b iot it e-h ornb lend e gran od ior it e and quar t z d ior i t e,  com- 

pos ed of euh edra l p la gioclas e,   green hornb lend e,   b iot i te,   a ccess ory 

min era ls ,  and in t erst it ia l quart z  and orth oclase.  

Fels ic  d ik es ,  two d ik es  of  rh yoli t e and  on e of qua rt z p orphyry,  ar e  

int rud ed in  th e s outh zon e of th e As a ji meta morph ic rocks .  

Cretaceo us  s yste m 

Th e Creta ce ou s syst em is  exp osed  in  very sma ll  ar ea s  n ea r  th e 

south east  corn er  of th e mapp ed  ar ea .    It  o ver l ies  un conformab ly th e 

As a ji  meta morph ic r ocks and  is  mad e u p of  da rk -r ed  con glomer at e ,  

and bla ck mudston e,  corr elat in g with th e lowest  memb er of th e upp er  

Creta ceous On oga wa group  in  n eighb our in g ar eas  t o th e east.  
 

UPPER MIOCENE-LOWER PLIOCENE VOLCANIC 
ROCKS 

 

Ono vo lca nic roc ks 

After  a  l on g  p er iod  of  er os ion ,  la t e  M io cen e  or  ea r ly  p l i oc en e 

volcan is m erupted th e On o volcan ic rocks up on  th e pr e-Tert iary bas e-  

ment .   Th e On o volcan ic  rocks compr is e th e Sh ira iwa ya ma rh yoli t e ,  

th e Da is an goya ma  and es it e,   th e Miyak eya ma  rh yol i t e ,   in t er ca la t ed  

non -mar in e s ed iments ,  and an olivin e and es it e d ik e.  

Th e Sh ira iwa ya ma -rh yoli t e  cons ists  of a t  lea st  fou r la va f lows of  

biot i t e rh yolit e and p yroxen e rh yoli t e,  carryin g ph en ocrysts  of quar t z  
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and p la gioclas e with or  with out san id in e.   Th e Da isan go ya ma and es it e  

is  a  th ick la va f low of glass y p yroxen e and es it e.   Th e Miyak eya ma  

rhyoli t e is  a  weld ed tu ff sh eet  250  m th ick .   Th e ma in par t  of th e 

sheet  is  l ight -brown ish -gra y,   mas s ive ,   h yp ocrysta l l in e or  crysta l l in e 

rhyoli t e,  but  th e t h in basa l  par t  is  obs id ian .   It   conta ins   abundan t  

phen ocrysts  of quart z,  o l igocla se,  san id in e,  and a  few iron -r ich pyroxen e 

and iron -r ich olivin e.  
 

UPPER PLIOCENE-LOWER PLEISTOCENE 
VOLCANIC ROCKS 

 

Aft er  the depos it ion of the Ono volcanic rocks ,  the north s ide of  

the south ern mounta in range was d own fau lt ed alon g the ENE trend - 

ing tectonic lin es ,  forming a  wid e graben .   The site of  sedimentat ion  

a n d  vo lc a n ic  a ct i vi t y  t h en  sh i f t e d  n or t h wa rd  in t o  t h e  g r a b en  a n d 

continued through upper  Pliocene and lower Pleis tocene t ime．  

Sedimentary rocks 

Th e Ta tsuha ru  for mat ion  a nd  th e Ta n i for ma t ion  a r e d is tr ib ut ed 

n ea t  t h e n or th ea s t ern  c orn er  o f  t h e ma p p ed  a r ea .   Th e Ta t su h a ru  

format ion consists  of yellowish-brown tuffaceous sandstone,   mudstone,  

p u m ic e  t u f f  a n d  p u m ic e  l a p i l l i - t u f f .   T w o  t h in  g l a s s y  p y r o x e n e 

a n d es it e  la va  f l o ws  a n d  a  la c c o l i t h i c  in t ru s ive  b od y  o f  p yr o x en e - 

hornblende andesite are contained in  the sequence.   Only  the  upper  

par t  of th e Tan i format ion is  exposed in  th e mapped a rea ;  th e for -  

ma t ion  is  c on s id er ed  t o  b e s o m e wh a t  y ou n g er  t h a n  th e Ta t su h a r u  

format ion .   The Tani format ion is  compos ed of b iot ite r hyolit e pumice 

t u ff-br eccia ,   a lt erna t ions  of  p u miceous  or  tu ffa ceous  sa ndston e a nd 

conglomerate,  and pyroxen e-h ornblende dacit e pumice tuff  and weld ed  

tuff.  

Shōna i vo lcanic rocks 

The eruption of the Shōnai volcanic rocks then fol lowed ,  and wide 

areas were covered by piles  of pyroxene andesite la va flows ,  hornblende-  

biot ite rhyolit e pyroclast ic f lows and lava f lows ,  and by lesser  amounts  

of hornblende andesite la va .   In  gen eral,  the pyroxene andesite memb er  
( the Kakura andesite,  the Shōji andesite,  and the Tokiyama andesite)  
underlie the rhyolit ic memb ers（ the Hiryūno rhyolit e,  the Kumamure- 
yama rhyolit e,  the Nakatōge pumice f low,  the Hontōge nuée ardente,  
a nd   th e  Ka mitōge rh yoli t e) .   Th e Ka mmur iya ma -ea s t  h or nb lend e 
andesite is  s ituated between pyroxene andesite and rhyolit e .  

Mos t  p yr o xen e a n d es it es  a r e  h igh ly p or p h yr it ic  a n d  ca r r y p h e - 
nocrysts  of  p la gioclas e,  h yp er sth en e,  au git e,  ma gn et i t e,  and in  some 
rocks ,   olivin e.   Groundmass const itu ents  are p la giocla se,   p yroxen e 
(both orthorhombic and monoclinic or  the former only) ,  and iron ores .  
Sil ica  min erals ,  a lkali feldspar ,   and glass  are either  p resent  or  not.  
Biotit e rhyolit es  are also porphyrit ic,  Carrying phenocrysts  of pla gioclase , 

quartz,  biot it e,  and lesser  amounts  of gr een hornblende,   In  addit ion  
the Nakatōge pu mice f low carr ies  h yp ersth en e and less er  a mounts  o f  
augite.   Groundmass textures are highly  var iable， and  include fin e-  
gra in ed crysta l l in e,  cryptocrysta l l in e,  g lassy,  sph eru lit ic  in  la vas and  
collapsed vitroclast ic in  welded tuffs .  

Hana mure volcanic rocks,   Asono for mation and other me mbers 

Aft er  t h e e xt ru s ion  o f  Shōn a i vo l ca n ic  r o ck s ,   a  r h omb ic a r ea  

b ou n d ed  b y fa u lt s  t r en d in g E N E a n d  N W ,  wa s  d ep r es s ed  f or m in g 
a  volcano-tectonic basin ,  western part  of which is  now occupied by the 
Hanamure volcanic rocks .  

Th e Ha n a mu r e volca n ic  r o ck s  con s is t  of  m emb er s  o f  p yr ox en e - 
h or n b len d e a nd es it e  an d p yr oxen e a nd es it e .   Th ey a re  r emn a nt s  of  
a  low stratovolcano which is  now highly dissected .   These rocks are 
more fels ic in  comp os it ion than the Shōnai volcan ic rocks and carry 
hornblende phenocrysts  which are commonly opacit ized .  

Th e ea s t ern corn er  of  t h e d ep ress ion  is  occu p ied  b y th e As on o 
format ion ,   wh ich is  over la in b y weld ed tu ff of As o volcan o.   Th e 
Ason o forma t ion is  comp osed of  a lt ern at ion s of  d ia toma ceou s sha le  
containin g plant  fossi ls ,  sandstone,  and thin conglomerate.   They were 
deposit ed in  a  lake which former ly f i l led this  part  of the depression .  

In  the northern part  of the mapped area ,  three volcanic  memb ers ,  
t h e Yu fu ga wa pu mice f low ,  t h e Uch iya ma  h or nb len d e and es it e ,  and 
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the Sen chōmuta  h ornb lend e and es it e,  were emp la ced  at  n ear ly th e sa me 

t ime as were th e Hana mure vo lcan ic rocks .  Th e Yu fu ga wa pumice f lo w 

un con formab ly o ver l ies  th e Kaku ra p yroxen e a nd es it e and is  ma in ly 

d is tr ibu t ed in  th e ad ja cen t  ar ea t o th e n orth .   I t  is  a  pu mice f lo w  

d ep os it  of  b iot i t e  rh yol i t e and i t s  lower par t  is  mod erat ely weld ed .  

Th e Uch iya ma h ornb lend e and es it e  is  probab ly t h e r emn ant of a  sma ll  

la va d ome .    Th e Sen chōmu ta h ornb len d e an d es it e co ns is ts  of  la va  

f lows  of h ornb lend e and es it e .  
 

QUATERNARY VOLCANIC ROCKS 
 

Kujū vo lca no 

Ku jū  vo l ca n o is  a  mu lt ip l e  vo l ca n o wh ich  is  s i t u a t e d  n ea r  t h e 

west ern  b ord er  of  t h e mapp ed ar ea .  I t s  east ern  ha lf  l i es  with in th e 

ar ea .   St eep -s id ed  la va  d omes  a nd a  s t rato volca n o a r e  clu st er ed a t  

the cent er  of  th e volcan o,  fr om wh ich  a  gen t ly s lop in g sk ir t  ext end s  

ma in ly t o th e south .    Th e ma in part  of th e sk ir t  cons is ts  of  th e Ku jū  

pumice f low ,  wh ich wa s extrud ed  from th e volcan o prob ab ly b efor e 

the format ion of  th e centr a l d ome group .  

Most  r ocks of  th e volcan o ar e h ornb lend e and es it e（ ~d acit e) ,  bu t  

l es s er  a m ou n t  o f  p yr o x en e a n d es it e  (~b a s a lt)  w er e e xt ru d ed  fr o m 

vents  locat ed in  th e east ern  part  of  th e vo lcan o.   Hornb lend e and es it es  

(~da cit es) ,  wh ich gen era l ly form la va d omes or  t h ick la va f lows ,  ar e  

gra yish in  color ,  carry large ph en ocrys ts  of p la gioclase a nd hornb lend e 

fr equ ent ly with b iot it e and quart z,  and ar e rath er  fe ls ic in  ch emica l  

comp os it ion (SiO2＝58 .44― 63 .14) .   P yr oxen e and es it es（ ~b asa lts) ,  

formin g con es of th in  la va f lows and pyroclast ic b eds ,   ar e dark er in  

color ,  p orph yr i t ic with a bundant sma ll  ph en ocryst s  of p lagioclas e,  an d  

ch emica lly  ar e ra th er  ma fic（ SiO2＝51 .68―56 .65) .  

Th e Ku jū  pu mice f low is  a  wea k ly indurat ed d ep os it  comp osed o f  

u n s or t ed  p u m ic e b lo ck s  a n d  th e ir  f r a g m en t s .   Th e r o ck  is  h igh l y 

p or p h yr i t ic  p yr ox en e-b iot i t e -gr e en -h orn b len d e -qu a r t z  d a cit e  (SiO 2＝  

60 .96) .  

Th e Yu za wa la va ,  formin g a  tab leland 150  m th ick ,   th e Mimata -  

ya ma  d ome,  th e Ku jūs an comp os it e d ome,  and  th e Kurodake d ome a ll  
cons ist  of p yroxen e-h ornb lend e and es it e wh ich ar e s imilar  in  app ear -  
ance,  micros cop ic chara ct er ,  an d ch emica l  comp os it ion  (SiO2＝ 58 .47  
―60 .11) .   Th e Ku jū sa n  c o mp os it e  d o me c on s is t s  of  s e vera l  la v a  
d omes  a l ign ed  in  a n  E-W  d ir ect ion .   P ow er fu l  s ol fa t a r a s  a r e  s t i l l  
act ive on th e n orth ern f lank ab out  700  m west  of th e west ern b ord er  
of  th e mapp ed ar ea .   Se vera l exp los ion crat er s  l ie  on  and n ea r th e 
top of  th e Ku jūs an comp os it e  d ome and th e Mima ta ya ma d ome.  

Da is en -zan is  a  s ma ll comp os it e volcan o .   At th e s ou th ern foot  
the Tōn oharu la va ,  a  ma fic  p yroxen e and es it e la va (SiO 2＝52 .43)  wa s  
ext ru d ed  a t  a n  ea r ly  s t a ge  o f  t h e vo lca n o .   Th e  s om ma  d om e a n d  
the Gaku roku ji la va cons ist  of  p yroxen e-h ornb lend e an des it e.    Th e 
shallow bas in  at  th e t op of  th e somma d ome is  occup ied  b y a  larg e 
crat er ,  Komekub o,  wh ich  is  r immed with p yr oxen e an d es it e  la va  (SiO2  
＝56 .65)  erupted  from th e crat er .   Th in  la va  t on gu es  of  p yroxen e 
andes it e f lowed d own th e f lank of  th e d ome.   Th e  p yr oxen e and es it e  
is  in  tu rn o ver la in  b y th ick la va f l ows  of  b iot i t e-h ornb lend e-qu a rt z  
and es it e  an d da cit e（ S iO 2＝63 .14) .   Th es e a r e th e Da is en zan -s outh  
la vas  wh ich for m th e h igh est  p eak of t h e volcan o s tand in g at  th e s outh  
margin of th e Komekub o cra t er  and f low d own toward east  and sou th .  
Th u s ,  p yr o x en e a n d es it es  a n d  h or n b len d e a n d es it es  a r e  a l t er n a t e l y 
extrud ed from th is  volcan o,  th ou gh th e former is  far  less  a bundant .  

Th e Ot ok o ik e la va ,  o l i vin e -p yr o x en e a n d es it e  w i th  or  w i th ou t  
sporad ic  ph en ocrysts  of  h ornb lend e,   is  probab ly an ear ly la va  of  th e 
volcan o ,  but  th e vent  wh ich erupted th e la va has  n ot  b een locat ed .  

Heij i-dak e is  a  s tratovolcan o with d iss ect ed crat er  a t  it s  top ,  and  
is  c o mp os ed  o f  p y r o x en e - o l i vin e  b a s a l t  (S iO 2＝ 51 .6 8)  a n d  ma f i c  
pyroxen e and es it e.  

Aso vo lca no and I ma ic hi pyroc last ic f lo w 

Th e  d ep os it s  o f  t h e I ma ich i  p yr oc la s t i c  f l o w a n d  th e  S er ik a wa  

pyroclast ic f low und er l ie  th e ext ens ive cen tra l p la t eau an d th e south ern  
l ow la n d  a n d in  oth er  va l l e ys  a n d  d ep r es s ion s  in  t h e ma p p ed  a r ea .  
Th e Ser ika wa  p yroclas t ic  f low wa s ext rud ed from Aso volcan o ab ou t  
20  km south west  of th e south wes t  corn er  of th is  sh eet,   h owever th e 
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or igin of th e Ima ich i p yroclast ic f low is  n ot  locat ed .  
Th e Ima ich i p yroclast ic f low ,  wh ich is  th e old er ,  is  a  s cor ia  f low  

dep os it  of p yr oxen e and es it e (SiO2＝63 .70) .   Th e a ve rage th ickn ess  
of th e d ep os it  is  30  m.   In  man y p la ces it  has  a  r edd ish t int  du e t o  
oxida t ion .    Most  par ts  of  th e d ep os it  ar e  d ensely welded ,  a lth ou gh  
the upp er  part  is  less  compa ct  than  th e lower .   Ves icu lat ed  s cor ia ceou s  
b ombs  emb ed d ed in  tu ffa c eou s  ma tr ix  a r e  fou n d on ly  n ea r i t s  t op .  
Ves icu lar  lent ic les  and druses ar e common ly found in  the midd le or  
upper  part  of th e un it .  

Th e Ser ik a wa  p yr o cla s t i c  f l ow o ver l i es  t h e Ima ich i  p yro c la s t i c  
f low in th e south west ern ar ea ,   but  in  th e n orth east ern  ar ea it  forms  
a  t er ra ce on  t h e s id es of  va ll eys  cu t  in  th e p la t eau  of  t h e Ima ich i  
pyroclast ic f low .   Th e d ep os it  is  h ornb lend e-b ear in g p yr oxen e and es it e  
(SiO 2＝65 .56  an d 68 .89) ,   a nd ra n ges from 10  t o  100  m th ick .  In  
t h ick  co lu mn s  (a n d  e ven  in  t h in n er  on es)  l i t h o lo g ic  ch a n ges  fro m 
base t o t op form d ist in ct ive rock -un its  as  fol lows ;   d en se weld ed tu f f  
with  obs id ian  lenses  or  s tr eaks in  th e lower part ,  less  compa ct  weld ed  
tuff  with  ha lf-collaps ed  pu mice in  th e midd le pa rt,  and u n sort ed pu mice 
tuff-br eccia  comp os ed of h igh ly ves icu la t ed pu mice b locks an d th eir  
fra gment s  in  th e upp er part .  

Vo lca nic ash and othe r Quater nar y de pos its  

Volcan ic  ash co vers  th e s outh west ern and  th e cen tra l p ar t  of th e  

area ,  loca l ly  r ea ch in g a  th ickn ess of  a  few meters or  more a t  som e 
pla ces .    Th e bu lk of  th is  mater ia l is  comp osed  of  r edd ish-brown  f in e 
a s h  p er h a p s  e r u p t e d  f r o m As o  a n d  Ku jū  vo l c a n o e s .   A l a y e r  o f  
redd ish s cor ia ceous lap il l i  of  p yroxen e and es it e  and a  b ed  of  yel lowish - 
wh it e pu mice o f  b iot i t e-h or nb len d e-qu ar t z da cit e  a r e  int er ca la t ed  in  
the upp er par t  of t h e ash .    Th e former probab ly was  erupted fro m 
Heij i-dak e or  th e Komekub o crat er  of Da is en -za n and the la t t er  fr o m 
a cra t er  in  th e west ern part  of th e Ku jūsan comp os it e d ome.  

A volcan ic  fan d ep os it  l ies  a t  th e s outh ern foot  of  t h e Ku jūsan  
comp os it e  d ome.   Ta lus and a l lu via l d ep os its  co ver  narrow ar eas .  

 

 

ECONOMIC GEOLOGY 

Metall ic  ores 

Cinnab ar is  d iss emin at ed  in  mylon it e  or  mylon it ized p art  of  t h e 

Niok i gran it e a t  a  few loca li t ies .   Th es e d ep os its  ha ve been exp lored  

but  not  work ed .    Meta l l ic or es occur at  or  n ear  th e contact  b etween  

the Watad a gran it e a nd th e Asa ji  meta morph ic rocks .   Copp er ,  lead ,  

Zin c,  an d ars en ic a r e fou nd in  th e west ern  b od y of  th e gran it e an d  

molybd enu m in th e east ern b od y.   Non e of th es e d ep os its  are work ed  

at  pr es ent .  

Diato maceo us  earth 

Diatoma ceou s ear th con ta in ed in  th e Ason o format ion is  quar r ied  

at  a  few exp osures .    Tota l produ ct ion is  ab out 100  t ons a  month .  

Hot s pr ings 

Three h ot  spr in gs ar e locat ed in  and n ear  Ku jū  volcan o .  Hokk ein  

i s  a  h y d r o g e n  s u lp h id e - r i c h  s p r in g  lo c a t e d  b e t w e e n  th e  M im a t a - 

ya ma d ome and th e Ku jūsan comp os i t e d ome,  ly in g ab out 1 .5  km eas t  

of th e a ct ive s olfataras .   Na ga yu and Sh ich ir ida h ot  sp rin gs ar e b oth  

at  t h e s ou th ea s t ern  foot  o f  Da is en -za n .   Th ey a r e ra th er  lo w t em-  

p er a tu r e  ( l es s  t h a n  40℃ )  ca r b on a t e -r i c h  s p r in gs  c o n ta in in g la r g e 

quant i t ies  of  fr ee carb on  d ioxid e．  
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Ｄ：大船山 Ｈ：平治岳 Ｙ：層沢熔岩 O：男池熔岩 Ｋ：久住山円頂丘 Ｍ：三俣山 Ｎ：かか川 Ｓ：千町無田 

Ｉ：久住山円頂丘稲星山 Ｄ：大船山 Ｋ：黒岳 Ｒ：上峠今に岩 大船山か熔岩（S）が 2 枚の岳麓寺熔岩(G) をのって今下している 

2． か東麓七里田からみた九重火山 

第Ⅰ図版 

1． か方千町無田からみた九重火山東部 
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第Ⅱ図版 

1. 黒雲母無は角閃石片岩（Z-357)，朝地変成岩類  2. 角閃石片岩（Z-358)，朝地変成岩類 

3. 変玄武岩（Z-425)，朝地変成岩類，曹長石（ab）中にも陽起石（ac）の針状結晶がある。 

4. 紫蘇紋石普通紋石角閃石安山岩（Z-11)，九重火山三俣山熔岩 

pl：斜長石 ab：曹長石 qu：石類 hb：普通角閃石 amp：無は角閃石 ac：陽起石 

hy：紫蘇紋石 mt：磁鉄鉱 以下第Ⅵ図版まで（井義郎撮影 

第Ⅲ図版 
1. 著著著ラン著岩（Z-350） 2. 角閃石黒雲母花崗閃類岩（Z-682)，山中花崗閃類岩 

3. 黒雲母花崗岩（Z-757)，類類類花崗岩   4. 圧今岩（Z-753)，類類類花崗岩，左側は細粒化 

をまぬかれて残った石類 

qu：石類 pl：斜長石 kf：カリ長石 bt：黒雲母 hb：普通角閃石 au：普通紋石 ol：橄欖石 

cb:炭酸塩鉱物 
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（以下第Ⅵ図版まで同じ） 

第Ⅳ図版 

1. 黒雲母含か紋石橄欖石今に岩（熔結凝灰岩）(Z-376P)，三に山今に岩，(面面の左右が岩体の

上下方向）右下の斜長石(pl）とサニディン(kf)の間で基質のガラス片(gl）が圧迫されている｡

2. 普通紋石紫蘇紋石安山岩（熔結凝灰岩）(Z-700)，今今火山今 今の基底部，基質のガラス片

(gl）は 平化して類晶とともに基底面に平行に配列する。  

px：単斜紋石 hy：紫蘇紋石 au：普通紋石 ol：橄欖石 gl：ガラス片 xl：異質岩片 

第Ⅴ図版 
1. 普通紋石紫蘇紋石安山岩（熔結凝灰岩）(Z-786C)，今今火山今 今の下部，基質（ mx）中に 

みられるガラス片に注意。 

2. 普通紋石紫蘇紋石安山岩（熔結凝灰岩）(Z-334)，今今火山今 今の上部。  

pl：斜長石 au：普通紋石 amp：パ著ガス石 tr：鱗珪石 mx：基質 ob：黒曜石のンの 

gl：ガラス岩片 cv：晶洞の空 
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第Ⅵ図版 
1. 石類紫蘇紋石普通紋石黒雲母角閃石安山岩（右側）と普通紋石紫蘇紋石含か黒雲母角閃石石類

安山岩（左側）(Z-41′)，九重火山大船山，大船山か熔岩。 

2. 紫蘇紋石普通紋石橄欖石玄武岩（Z-518)，九重火山平治岳熔岩。 

pl：斜長石 hb：普通角閃石 bt：黒雲母 hy：紫蘇紋石 au：普通紋石 ol：橄欖石 

mt：磁鉄鉱 gl：無はガラス cv：気孔 

7 



 

 


